
第第１１副副地地区区
ガガババナナーー
LL渡渡部部義義男男

名名誉誉顧顧問問
LL松松浦浦則則雄雄

名名誉誉顧顧問問
LL中中嶋嶋　　辛辛

名名誉誉顧顧問問
LL後後藤藤　　忍忍

（（名名誉誉顧顧問問会会・・長長期期計計画画リリササーーチチ委委員員会会））　　22階階　　アアカカデデミミーーホホーールル　　
（（１１２２：：33００－－１１３３：：33００））

第第22副副地地区区
ガガババナナーー
LL齋齋藤藤尚尚仁仁

長長計計委委員員長長
名名誉誉顧顧問問
LL中中村村全全博博

地地区区ガガババナナーー
LL馬馬場場哲哲也也

名名誉誉顧顧問問
LL𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷原原成成昌昌

出出入入口口

CCAABB幹幹事事
LL吉吉田田　　寛寛

名名誉誉顧顧問問
LL須須藤藤敏敏幸幸

名名誉誉顧顧問問
LL石石岡岡憲憲義義

名名誉誉顧顧問問
LL奥奥山山幸幸一一

名名誉誉顧顧問問
LL茂茂尾尾　　実実

CCAABB会会計計
LL玉玉井井大大輔輔



出
入
口

委委員員長長・・副副委委員員長長研研修修会会議議　　　　22階階　　カカーーネネギギーーホホーールル
（（１１44：：００００－－１１55：：００００））

第第22副副地地区区
ガガババナナーー

LL齋齋藤藤尚尚仁仁

地地区区
ガガババナナーー

LL馬馬場場哲哲也也

第第１１副副地地区区
ガガババナナーー

LL渡渡部部義義男男

CCAABB幹幹事事
LL吉吉田田　　寛寛

CCAABB会会計計
LL玉玉井井大大輔輔

視視力力障障害害・・糖糖尿尿病病・・
献献眼眼献献血血委委員員会会

  委委員員長長
LL佐佐々々木木  亮亮

第第２２RR第第２２ZZ
ZZCC

LL小小川川哲哲司司

第第４４RR第第１１ZZ
ZZCC

LL三三品品孝孝浩浩

会会則則・・アアララーートト
委委員員会会　　委委員員長長

LL作作並並真真一一

CCAABB運運営営委委員員会会
委委員員長長

LL高高瀬瀬孝孝太太郎郎

CCAABB運運営営委委員員会会
副副委委員員長長

LL荒荒木木明明美美

CCAABB運運営営委委員員会会
副副委委員員長長

LL渡渡辺辺俊俊二二

地地区区大大会会・・国国際際大大会会
委委員員会会　　委委員員長長

LL吉吉田田　　功功

ラライイオオンンズズククエエスストト・・
YYCCEE・・薬薬物物乱乱用用防防止止

委委員員会会　　委委員員長長　　　　　　　　　　　　　　
LL末末永永  玲玲子子

ラライイオオンンズズククエエスストト・・
YYCCEE・・薬薬物物乱乱用用防防止止
委委員員会会　　副副委委員員長長

LL青青山山和和晴晴

EECCHHOO//IITT委委員員会会
副副委委員員長長

LL吉吉居居  大大輔輔

　　次次世世代代リリーーダダーー研研究究・・
環環境境保保全全・・社社会会福福祉祉

委委員員会会　　委委員員長長
LL堀堀野野　　明明



L生田　豊 L明石章彦 L吉田　寛 L玉井大輔

L中嶋　辛 L奥山幸一 L松浦則雄 L後藤　忍 L茂尾　実 L荒川祥子

L石岡憲義 L𠮷𠮷𠮷𠮷原成昌 L中村全博 L須藤敏幸 L馬場哲也 L渡部義男 L齋藤尚仁 L本所光男

司会
L高田眞樹

L伊関寿之 L前側　進 L吉田　功

L熊澤龍一郎 L山塙　武 L末永玲子 L青山和晴

L木村嘉広 L小川哲司 L作並真一

L遠藤勝也 L庄司典弘 L吉居大輔

L和泉　薫 L大島秀雄 L堀野　明

L渡辺晃男 L鐙谷朝詩 L佐々木 亮

L作並真一 L三品孝浩 L高瀬孝太郎

L田外　清 L橋本正美 L荒木明美

L佐藤　聖 L鈴木秀作 L渡辺俊二

クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長 クラブ会長

運営委員 運営委員 運営委員 運営委員 運営委員 運営委員 運営委員 運営委員

出入口

第1回キャビネット会議　　　2階　クラウンホール
（15：30～17：30）

国際会長テーマ 第1回キャビネット会議 ガバナースローガン

演　台

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
・
ゾ
ー
ン
委
員

各
委
員
会
・
副
委
員
長

運営委員・オブザーバー
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≪活動方針≫

ＬＣＩＦ献金実施状況一覧（2022年３月度～6月度分）

≪マンスリーレポート≫
サバンナ基本集計表（2022年3月度～6月度分） ページ

(2022-2023年度)地区内クラブ周年行事予定表 ページ

ガバナーズアワード【案】

ページ

ページ

ページ

(2022年６月2日開催)第6回理事会議事要録 ページ
(2021-2022年度)第6回8複合GSTコーディネーター会議　議事録 ページ

(2021-2022年度)第4回全国ガバナー会出席者リスト ページ

(2021-2022年度)第6回YCE委員会【WEB会議】要録

函館キャビネット取引銀行・事務局案内 ページ

≪国際レベル≫

＊＊＊＊＊＊ 　目　　　次　　＊＊＊＊＊

出席者名簿 ページ

キャビネット会議次第 ページ
物故会員ご芳名 ページ

(2022-2023年度)地区関連年間行事予定表（案） ページ

≪331-Ｃ地区報告≫

ページ

ページ

キャビネット一般支出予算【案】 ページ

キャビネット幹事・会計の担保について ページ

ページ

ページ

地区会計監査の委嘱について ページ
キャビネット一般収支予算【案】 ページ

(2022年5月)ライオンズクラブ国際財団（LCIF）理事会審議事項に関する報告
(2022年5月)LCIFのウクライナ人道支援 ページ

各地区委員長 活動方針 ページ

≪ＬＣＩＦ３月～6月≫
ページ

ページ
ゾーンチェアパーソン 活動方針 ページ
地区ＧＭＴ･ＧＬＴ･ＦＷＴ・ＧＳＴ　 活動方針

331-C地区クラブ組織
(2022-2023年度)地区キャビネット組織表 ページ

≪複合レベル≫

クラブ提出議案

(2021-2022年度)第4回社員総会（全国ガバナー会）　議事録

(2022-2023年度)331複合地区ガバナー協議会役員構成表 ページ

≪日本レベル≫

(2022年7月7日)「熱海土石流災害支援金」収支報告について ページ

(2021-2022年度)第8回アラート全体会議（WEB）議事録 ページ

ページ

(2021-2022年度)ライオン誌日本語版委員会 第10回会議 報告書 ページ
ページ

ガバナースローガン・シンボルマーク・基本方針・活動方針

地区キャビネット旅行支給規定【案】 ページ

ページ
ページガバナー公式訪問日程予定表 

慶弔規定【案】
地区キャビネット旅費支給規定【案】 ページ

ページ青少年育成費収支予算【案】 / エコー誌・IT活動費発行費収支予算【案】

キャビネット幹事・会計選任（同意書）について

今年度クラブ拠出金一覧 ページ

≪審議事項≫
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○○

○○

○○

○○

○○

××

××

××

○○

○○

××

○○

○○

○○

○○

××

全体会議

○○

○○

○○

○○

○○

22002222--22002233年年度度
第第１１回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

須藤　敏幸 伊達ＬＣ

髙橋　和雄 苫小牧ＬＣ

○○

○○

○○

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

黒松内ＬＣ

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員 中嶋　　辛

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

室蘭北斗ＬＣ

生田　　豊 函館海峡ＬＣ

明石　章彦 函館中央ＬＣ

地区会計監査

地区会計監査

所属クラブ

地区ガバナー
ＧＡＴファシリテーター
地区ＬＣＩＦコーディネーター

馬場　哲也

渡部　義男 苫小牧中央ＬＣ

北島　孝雄 木古内・知内ＬＣ

地区LCIF副コーディネーター
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

石岡　憲義

前地区ガバナー･地区名誉顧問会議長
長期計画リサーチ委員会 副委員長

函館東ＬＣ

第二副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会 副委員長
地区GMAチームリーダー

後藤　　忍 函館グリーンＬＣ

苫小牧ハスカップＬＣ

茂尾　　実

小樽ＬＣ

函館北斗ＬＣ

地区チーフコーディネーター
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

函館臥牛ＬＣ

役　　　　職 氏　　名

齋藤　尚仁

奥山　幸一
地区GMTコーディネーター
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区名誉顧問
長期計画リサーチ委員会 委員長

中村　全博

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

荒川　隆志 室蘭東ＬＣ

苫小牧中央ＬＣ

倶知安ＬＣ

第一副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会 副委員長
地区GMAチームリーダー

室蘭東ＬＣ

小玉　　誠 苫小牧白鳥ＬＣ

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区キャビネット会計
地区GSTコーディネーター
地区GMAチームサポーター

玉井　大輔

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区F WＴコーディネーター 荒川　祥子

函館東ＬＣ

地区キャビネット幹事
地区GMAチームサポーター

吉田　　寛

田中　　稔

函館東ＬＣ

小樽ＬＣ

𠮷𠮷𠮷𠮷原　成昌

函館北斗ＬＣ松浦　則雄

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

函館みなとＬＣ

佐々木忠康

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区GLTコーディネーター
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

本所　光男

5 



備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

全体会議

第５Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 佐藤　　聖 苫小牧白鳥LC

第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 渡辺　晃男 上磯LC

第５Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 田外　　清 新冠LC

函館みなとLC

第３Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 和泉　　薫 登別中央LC

第１Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員

第２Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 熊澤 龍一郎

第４Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 作並　真一

第３Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 遠藤　勝也

第２Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 木村　嘉広

小樽ＬＣ

鈴木　秀作

伊関　寿之

苫小牧白鳥ＬＣ

北檜山LC

橋本　正美

三品　孝浩

小川　哲司 小樽うしおＬＣ

室蘭ＬＣ

鐙谷　朝詩

所属クラブ役　　　　職 氏　　名

北檜山LC

第２Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

第３Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

小樽うしおLC

室蘭LC

小樽LC

前側   　進

庄司　典弘

第１Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第４Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第３Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン 大島　秀雄

第２Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第第１１回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿
22002222--22002233年年度度

登別中央LC

第４Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

第５Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第５Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

上磯LC

函館みなとＬＣ

新冠LC

山塙　　武

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○
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備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

○○

××

××

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

キャビネット運営委員会　委員 小林　拓二 函館みなとLC

全体会議

○○

○○

××

○○

××

キャビネット運営委員会　委員 嘉堂　卓也 函館臥牛LC

キャビネット運営委員会　委員 高田　眞樹 函館グリーンLC

キャビネット運営委員会　委員 阪井　　肇 函館中央LC

キャビネット運営委員会　委員 本間　信孝 森LC

キャビネット運営委員会　副委員長 渡辺　俊二 函館北斗LC

キャビネット運営委員会　副委員長 荒木　明美 函館東ＬＣ

ECHO・ＩＴ委員会 副委員長 吉居　大輔 伊達ＬＣ

次世代リーダー研究委員会・環境保全
・社会福祉委員会 委員長

堀野　　明 函館中央ＬＣ

ライオンズクエスト・YCE
・薬物乱用防止委員会 副委員長

青山　和晴 伊達ＬＣ

地区大会・国際大会委員会 事務局長 富山　信行 函館東ＬＣ

キャビネット運営委員会 委員長 高瀬 孝太郎 函館東ＬＣ

視力障害・糖尿病・献眼献血委員会 委員長 佐々木　亮 上磯LC

ECHO・ＩＴ委員会 委員長 松本　　衛 函館元町LC

佐藤　　洋 函館臥牛ＬＣ

作並　真一 函館みなとＬＣ会則・アラート委員会  委員長

LCIF・ エクステンション委員会 委員長

末永　玲子 函館グリーンＬＣ

22002222--22002233年年度度
第第１１回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿

役　　　　職 氏　　名 所属クラブ

函館東ＬＣ

キャビネット運営委員会　委員 西﨑　康博 函館元町LC

キャビネット運営委員会　委員 金澤　賢一 上磯LC

地区大会・国際大会委員会 委員長 吉田　　功

ライオンズクエスト・YCE
・薬物乱用防止委員会 委員長

7 



備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

22002222--22002233年年度度

第第１１回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿
役　　　　職 氏　　名 所属クラブ

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 富山　信行 函館東LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 木村　謙一 函館海峡LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 白石　勝士 上磯LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 阿相　忠佑 函館元町LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 嘉堂　卓也 函館臥牛LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 石原　　諭 八雲LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 新岡　博正 森LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 木村有加里 函館みなとLC

オブザーバー（2022-2023年度　幹事） 小山　直子 函館中央LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 片岡　　博 函館グリーンLC

○○

○○

××

○○

××

○○

全体会議

○○

××

○○

××
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故 L 忠
ただ

村
むら

修司
しゅうじ

2022年 ３月 1日

故 L 長谷地
ながやち

圭子
けいこ

2022年 ３月 ３０日

故 L 小島
こじま

和明
かずあき

2022年 ４月 １４日

故 L 村田
むらた

一郎
いちろう

2022年 ５月 ２５日

故 L 佐藤
さとう

英美
えいみ

2022年 ５月 ２７日

故 L 成田
なりた

幸一
こういち

2022年 ６月 １７日

故 L 作㔫部
さくさべ

洋司
ようじ

2022年 ６月 ２２日

故 L 藤巻
ふじまき

英樹
ひでき

2022年 ６月 ２８日

故 L 針生
はりう

春治
はるじ

2022年 ７月 １２日

物故会員ご芳名　謹んでご冥福をお祈り申し上げます

（享年１０４歳）

（苫小牧白鳥LC）

（享年８４歳）

（享年７３歳）

（享年８１歳）

（享年７９歳）

（苫小牧中央LC）

（享年７２歳）

（享年５９歳）

（享年８０歳）

（享年７１歳）

（苫小牧白鳥LC）

（洞爺LC）

（小樽LC）

（ニセコLC）

（洞爺LC）

（静内LC）

（松前LC）

（家族会員）

（家族会員）
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キャビネット運営委員 　 L 高田 眞樹

キャビネット運営副委員長L 荒木　明美

キャビネット運営委員　　L 嘉堂　卓也

1 開会ゴング ライオンズクラブ国際協会331-C地区ガバナー　　　 L 馬場　哲也

2 国旗敬礼

3 黙祷

4 出席者紹介 運営委員長 L

5 地区ガバナー挨拶・基本方針説明 地区ガバナー L 馬場　哲也

6 前地区ガバナー・名誉顧問会議長挨拶 前地区ガバナー・名誉顧問会議長     L 須藤　敏幸

7 長期計画リサーチ委員会報告 長期計画リサーチ委員長 L 中村　全博

8 審議事項 地区ガバナー L 馬場　哲也

9 報告・確認事項 キャビネット幹事 L 吉田   　寛

10

・ＧＭＴ 地区ＧＭＴコーディネーター L 奥山　幸一

・ＧＬＴ 地区ＧＬＴコーディネーター L 松浦　則雄

・ＧＳＴ 地区ＧＳＴコーディネーター L 玉井　大輔

・ＦＷＴ 地区ＦＷＴコーディネーター L 荒川　祥子

・ＬＣＩＦコーディネーター 地区 LCIF 副 コーディネーター L 石岡　憲義

司会

記録

ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会３３３３１１－－ＣＣ地地区区

≪≪　　第第１１回回キキャャビビネネッットト会会議議次次第第　　≫≫

日時

場所 ホテル函館ロイヤルシーサイド 2F

2022年 7月 30日(土) 15：３0～17：３0

高瀬 孝太郎

活動方針説明・報告

キャビネット幹事・会計の担保について

クラブ提出議案について

キャビネット予算（案）について

今年度クラブ拠出金について

函館キャビネット取引銀行・事務局について

地区キャビネット旅費規程（案）について

慶弔規程（案）について

ガバナー公式訪問日程予定表 / クラブ三役・第一副会長・事務局員研修会について

その他

地区会計監査の委嘱について

10



11 ゾーンチェアパーソン活動方針・報告

第１R第１Z ゾーンチェアパーソン L 前側　　進

第２R第１Z ゾーンチェアパーソン L 山塙　　武

第２R第２Z ゾーンチェアパーソン L 小川　哲司

第３R第１Z ゾーンチェアパーソン L 庄司　典弘

第３R第２Z ゾーンチェアパーソン L 大島　秀雄

第４R第１Z ゾーンチェアパーソン L 鐙谷　朝詩

第４R第２Z ゾーンチェアパーソン L 三品　孝浩

第５R第１Z ゾーンチェアパーソン L 橋本　正美

第５R第２Z ゾーンチェアパーソン L 鈴木　秀作

12 各委員会活動方針・報告

地区国際大会国際関係委員会 L 吉田　　功

ライオンズエスト・YCE・薬物乱用防止委員会 L 末永　玲子

LCIF委員会　エクステンション委員会 L 佐藤　　洋

会則委員会　 アラート委員会 L 作並　真一

ECHO 　IT委員会 L 松本　　衛

次世代リーダー研修委員会　環境保全・社会福祉 L 堀野　　明

視力障害・糖尿病委員会　検眼献血委員会 L 佐々木　亮

キャビネット運営委員会 L 高瀬 孝太郎

15 質疑応答

16 閉会ゴング 地区ガバナー L 馬場　哲也

懇親会 18：00～19：30

挨拶 地区ガバナー L 馬場　哲也

ウィサーブ 第１副地区ガバナー L 渡部　義男

ローア 第２副地区ガバナー L 齋藤　尚仁
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● キャビネット幹事・会計選任（同意書）について

● 幹事・会計の担保について

● 地区会計監査の委嘱について

● キャビネット予算（収入）案について

● キャビネット予算（支出）案について

● 青少年育成費収支予算【案】について

● エコー誌・ＩＴ活動費発行費収支予算【案】について

● 今年度クラブ拠出金一覧について

● 今年度取引銀行・事務局案内について

● 地区キャビネット旅行支給規定【案】について

● 地区キャビネット旅費支給規定【案】について

● キャビネット慶弔規定【案】について

● 地区ガバナー公式訪問日程予定表【案】について

● クラブ提出議案について

審　議　事　項
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【収入の部】 単位：円
科　目 予 算 額 摘    要

前 期 繰 越 金 0 伊達キャビネットより繰越金

地 区 費 10,500,000 1,250名×700円×12ヶ月

地 区 特 別 運 営 費 6,000,000 1,250名×400円×12ヶ月

雑 収 入 0

小　計 16,500,000

地 区 大 会 費 1,500,000 1,250名×100円×12ヶ月

地 区 特 別 大 会 費 1,500,000 1,250名×100円×12ヶ月

青 少 年 育 成 費 1,250,000 1,250名×1,000円

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,500,000 1,250名×2,000円

小　計 6,750,000

合　計 23,250,000

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 伊達キャビネットより繰越金

前 地 区 引 継 金 4,000,000 伊達キャビネットより引継金

小　計 14,035,125

総合計 37,285,125

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）
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【支出の部】 単位：円
科　目 摘　要

会 議 費 1,000,000 キャビネット会議、各種会議他

旅 費 交 通 費 2,000,000 キャビネット会議・各種委員会他・旅費宿泊費

訪 問 費 800,000 ガバナー公式訪問他

人 件 費 3,640,000 事務局員給料

通 信 費 430,000 郵便料・電話料、光回線料他

印 刷 費 700,000 会議資料・コピーカウンター・印刷機消耗品他

事 務 所 費 2,250,000 事務所賃貸料・光熱費・暖房費他

消 耗 品 費 500,000 事務用品・コピー紙・名刺他

什 器 備 品 費 300,000 事務机他、コピー機、印刷機リース料・ＰＣ他

贈 呈 費 1,750,000 ＣＡＢネームプレート・バナー・バッチ他

慶 弔 費 200,000 会員香典・供花他

周 年 行 事 費 200,000 周年お祝い他

交 際 費 200,000 お祝い他

引 継 費 50,000 キャビネット事務局引継ぎ経費

研 修 費 100,000 地区役員・三役・事務局員研修会

Ｇ Ａ Ｔ 経 費 280,000 ＧＡＴ（ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴ・ＧＳＴ各70,000円）活動費

ゾ ー ン 経 費 834,000 ＺＣ活動費（基本額50,000円+ゾーン内クラブ数×8,000円）

委 員 会 経 費 900,000 ＬＣＩＦコーディネーター活動費・委員会活動費

SDGS 0

IT 0

離 島 補 助 100,000 奥尻LC会議出席補助金

開 設 費 50,000 看板他

雑 費 200,000 振込手数料、他

予 備 費 16,000

小　計 16,500,000

青 少 年 育 成 費 1,250,000 ＹＣＥ・ライオンズクエスト関係

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,500,000 エコー誌発行・ＩＴ活動費

地 区 大 会 費 3,000,000 地区大会運営費

小　計 6,750,000

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 次期キャビネットへ引継ぎ金

次期キャビネット準備金 4,000,000 次期キャビネットへ引継ぎ金

合　計 14,035,125

総合計 37,285,125

37285125

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）
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【収入の部】 単位：円
科目 予算額(小樽） 予算額 摘要

会 議 費 1,500,000 1,250,000 ▲ 250,000 1,250名×1,000円

合計 1,500,000 1,250,000 ▲ 250,000

【支出の部】
科目 予算額(小樽） 予算額 摘要

会 議 費 30,000 30,000 0

旅 費 交 通 費 240,000 150,000 ▲ 90,000

図 書 印 刷 費 10,000 10,000 0

通 信 費 10,000 10,000 0

雑 費 50,000 50,000 0

複 合 分 担 金 250,000 250,000 0 複合分担金

サ マ ー キ ャ ン プ 負 担 金 500,000 400,000 ▲ 100,000 ＹＣＥサマーキャンプ分担金

予 備 費 10,000 50,000 40,000

小計 1,100,000 950,000 ▲ 150,000

会 議 費 40,000 50,000 10,000

旅 費 交 通 費 70,000 60,000 ▲ 10,000

図 書 印 刷 費 10,000 10,000 0

通 信 費 10,000 10,000 0

雑 費 10,000 10,000 0

ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト 費 250,000 150,000 ▲ 100,000

予 備 費 10,000 10,000 0

小計 400,000 300,000 ▲ 100,000

総合計 1,500,000 1,250,000 ▲ 200,000

【収入の部】 単位：円
科目 予算額(小樽） 予算額 摘要

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,800,000 2,500,000 ▲ 300,000 1,250名×2,000円

合計 2,800,000

【支出の部】
科目 予算額(小樽） 予算額 摘要

エ コ ー 誌 発 行 費 2,400,000 2,100,000 ▲ 300,000 エコー誌 6回発行

会 議 費 10,000 10,000 0

取 材 活 動 費 50,000 50,000 0 活動経費

Ｉ Ｔ 活 動 費 250,000 250,000 0

通 信 費 70,000 70,000 0 発送費用

雑 費 10,000 10,000 0 備品一式

予 備 費 10,000 10,000 0

小計 2,800,000 2,500,000 ▲ 300,000

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

エコー誌・ＩＴ活動費発行費収支予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

青少年育成費収支予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）

≪ＹＣＥ関係費≫

≪ライオンズクエスト関係費≫
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可能であれば

29 



30



3

31 



55 33
66

32



 

 

 

 

 

 キャビネッ
ト    

33 



    ★ ★　

34



≪ ク ラ ブ 提 出 議 案 ≫ 

 

 

 

＊ 提出議案なし ＊ 

函館 LC、江差 LC、北檜山 LC、奥尻 LC、函館北斗 LC、木古内・知内 LC、松前 LC 

小樽 LC、余市 LC、岩内 LC、黒松内 LC、小樽中央 LC、倶知安 LC、 

小樽みなと LC、ニセコ LC、小樽うしお LC、 

室蘭 LC、洞爺 LC、伊達 LC、室蘭北斗 LC、 

登別 LC、室蘭東 LC、白老 LC、登別中央 LC 

函館東 LC、函館海峡 LC、上磯 LC、函館元町 LC、函館臥牛 LC、 

八雲 LC、森 LC、函館中央 LC、函館グリーン LC、函館みなと LC 

苫小牧 LC、静内 LC、新冠 LC、苫小牧ハスップ LC、 

むかわ LC、苫小牧中央 LC、安平 LC、厚真 LC、苫小牧白鳥 LC 
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国　際　レ　ベ　ル





私たちは共に生き、分かち合い、一体となって奉仕しま
す。なぜなら、皆で団結すれば、大きな力となることを
知っているからです。皆でやれば、限界はありません。 

Together  We Can 
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会長への道のりの始まりは       

バードアイランド
ブライアン・シーハンを知るということは、家族と地域社会がほぼ一体であり、同じことを
意味するミネソタの小さな町、バードアイランドを知るということ。家族が互いに助け合
い、隣人が互いに気を配り合う町。安全で、互いが信頼し合い密接に結びついているとこ
ろです。

「みんながみんなを知っていて、みんなが見守ってくれる町ですよ」と語るブライアン・シー
ハン。歩道の雪かきや引っ越しの手助けが必要な場合に手を貸してくれるのは大抵すぐ隣
に住んでいる人たち。この地域社会への帰属意識と、それがもたらす連帯感がシーハンの
人生を形成してきました。もちろん彼の家族もそうです。家族は立派な親や良き隣人である
だけでなく、ライオンズのメンバーでもありました。 

彼の父親は1964年にバードアイランド・ライオンズクラブを結成した創設メンバーの一人
であり、シーハンはその伝統を誇りにしています。「我が家は4世代にわたるライオンズ一家
です」。彼の妻ロリの祖父と父親もライオンズの会員でした。彼にとって奉仕は子ども時代
の生活の一部でした。「ミールズ・オン・ホイールズ」の食事配達をしたり、クリスマスツリー
を売ったりし、ツリーは、地元のライオンズクラブが焚火をするために後で回収しました。「6
歳でしたし、小さな町ですから、大人たちがいろいろなことをやろうとしていたのを、ただ一
緒について回ってやっていたんです」

成長するにつれ、彼はライオンズの活動にいっそう深く関わるようになり、ライオンズのイ
ベントで自家製のソーセージを調理したり、地元の廃車ダービーに参加するようになりま
した。やがて30代で自らライオンズに入会。「この団体の一員となろうと、自分でその決断
をしました。父親から入会するよう頼まれたわけでもなかったんです」 。 彼は知っていまし
た。ライオンズが自分が住んでいる地域社会、そして世界中の地域社会をより強固なもの
に、より住み良いものに、より密接なものにしていることを。 

ブライアン・シーハンは、地域に貢献する最善の方法は、まず自分自身が何かを成し遂げる
ことだということも、幼い頃から知っていました。
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私はこのチームで取り組むというやり方  
を自分たちのクラブで見てきました。いつ 
だって地域社会が第一でした。 
- 国際会長 ブライアン E. シーハン
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小さな町 

大きなアイデア
ブライアンは機械工学士になるため、バードアイラン
ドを離れ大学に進学。工学が大きな問題に取り組む
のに役立つと考えたからです。しかし、コンピューター
サイエンスの授業を1回受けただけで、彼が優先させ
たいことは変わりました。この新しくてエキサイティン
グな分野に秘められた可能性は、彼には明らかだっ
たのです。ブライアンはバードアイランドに戻ると、す
ぐに最初のコンピューターを注文しました。 

彼の事業は、父親のプロパン配達ルートを改善すると
いう小さなアイデアから始まりました。兄のケビンと
共に、独自のプログラミング言語を書き、父親のプロ
パン業のために、取引明細書の記録をつけ、天候や他
の要因に基づいて配達ルートを計画するために、アル
ゴリズムを構築したのです。そしてそれはたちまち評
判になり、ミネソタ州内のあちこちから人がこのソフト
ウェアを求めて来るようになりました。

事業を拡大するために大きな都市に移転しましたが、
我が家に勝る所なしとすぐに気づいたのです。バード
アイランドでは、自分のために働いてくれる人たちを
知っていました。そこにいることで地域の役に立てる
と分かっていました。経営者としてだけでなく、友人と
して、隣人として、そしてライオンとして何かできると。
小さな町でも大きなことができると気づいた彼は、そ
れを実行しました。

シーハンと彼のライオンズクラブは、ライオンズ・メモ
リアル・パーク（ミネソタ州でも有数の野球場の一つ）
建設を支援することにより、バードアイランドに人々を
呼び寄せ、地域住民のつながりを親密なものにし、小
さな町でも大きなアイデアを実現できることを皆に示
したのです。 

「このようなことは、単独ではできません。チームワー
クのたまものです。これが大きなアイデアを実現する
方法なんです」

彼のクラブは地域の中心的な存在となっています。彼
の仕事は国際的なものになりました。国際会長にな
るという夢は、いまや現実のものです。これまでにやっ
てきたことをすべて考えた上で彼は、皆が力を合わせ
れば、不可能を可能にできると信じています。それこ
そ、彼がライオンズのために計画していることです。
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皆でやればできる

単純で、当たり前で、でも確かなこと。 

「皆でやればできる」。

シーハン会長は、そう信じています。仕事でも、奉仕でも、ロリ夫人との幸せな結婚生活でも、実感しています。チ
ームワークがあればうまく行く、と。そこで、「Together We Can 皆でやればできる」が、シーハン会長からライオ
ンズ、そして世界へのメッセージです。

それは、クラブでも日常的に見られる光景です。メンバーたちが団結して、地域社会を活性化し、助けの手を差し
伸べ、人々の暮らしを変えています。皆で一緒に。

それは、ライオンズクラブ国際財団（LCIF）との共同作業でも実感できることです。より健康で、活き活きとした、
持続可能な地域社会を目指して、大規模な事業に取り組みます。力を合わせて。

ライオンズは、何事も一人ではできないことを知っています。大きなことを成し遂げるためには、全員が力を合わ
せ、額に汗して、不可能を可能にするためにやるべきことをやらなければなりません。私たちは、それを笑顔で行
います。それが私たちの生き方、それが私たちのやり方、それがライオンズだからです。 

「皆でやればできる」という、シンプルで必然的な理想を、私たちは日々実行しているのです。
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仕事や家庭生活、そして特にライオンズにおいて自分が経験してき
たことのどの場面を見ても、皆が力を合わせて取り組めば、はるか
に多くのことを達成できるということが分かります。 
- 国際会長 ブライアン E. シーハン
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皆で偉業を成し遂げる
私たちが世界に向けて一致団結の精神を発揮す
る時、素晴らしいことが起こります。以下は、地域社
会とライオンズに力を与えるために、私たちが優
先的に行っていく項目です。

ライオンズの輪を広げる  
クラブが大きくなれば、届けられる思いやりもそ 
の分大きくなります。私たちが提供する奉仕と、メ
ンバーたちの笑顔、そして地域社会の活力を絶や
さないためには、クラブが元気である必要があり
ます。家族や友人、近隣の人々をライオンズに誘え
ば、皆でできることも増えます。そして楽しい友情 
の輪も広がっていくのです。 

財団の活力を保つ  
私たちの奉仕の力の源は、私たちの財団、LCIFに
あります。LCIFとの協力で、私たちは地域でも世界
でも、より大きな事業に取り組み、より大きな結果
とより大きな変化を生み出しています。キャンペー
ン100の成功を祝いつつ、財団とライオンズの未来
の奉仕を支援し続けて、インパクトをさらに拡大し
ましょう。

奉仕の目標を高く掲げる 
得意な奉仕事業をどうすればより良いものにでき
るか考えましょう。そして、グローバル重点分野に
貢献できる新しい方法を探しましょう。真の変化
は、大胆な発想から始まるからです。大規模で野心
的な事業に臆することなく挑み、力を合わせて取 
り組んだら、その結果に驚かされるはずです。

地域社会で弱者の代弁者となる 
ライオンズは地域社会のリーダーであり、その奉仕
や声には力があります。地域社会が抱える問題に
ついて声を上げましょう。意識を高め、実情を知ら
せ、現状を変えましょう。クラブのため、問題解決の
ため、地域社会のため、地域に根ざした発言力あ
るリーダーになりましょう。 
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もちろん、単独でも違いをもたらすことはできます。でも、私たちが力を合わせれば、世界を変えることができる
のです。「皆でやればできる」をあなたのクラブと地域で実践するための素晴らしい方法を 、 ここにいくつかご紹
介します。 

チームワーク 
チームワークは、私たちを前進させる原動力であり、素晴らしいことを実現させる方法です。 だから、協力を惜し
まず、各自の役割を果たし、チームプレーヤーになることは、私たち一人ひとりの責任なのです。その責任を果た
すことで、私たちは偉大なことを成し遂げられるだけでなく、自分たちよりも大きなものの一部となれるのです。   

態度 
私たちを突き動かすのは人助けをしたいという情熱であり、私たちは楽しみながらそれを実践しています。です
から忘れないでいてください。笑顔と、やればできるという態度は周りに伝わっていくということを。私たちの奉
仕と仲間とのつながりが私たちの内なる喜びを表すものであるときにこそ、私たちは最高の結果を生み出し、私
たちそれぞれの持つ最高の能力を引き出すことができるのです。

枠にはまらない発想 
この表現は通常、革新や大きな変化を意味するものですが、実際は、問題解決のことなのです。古いやり方を見
直し、脇に置くことをいとわず、独創性を発揮し新しいことに挑戦しようとすることです。そして、それをすること
で、不可能が可能になると気づくこともあるのです。

皆でやればできる 。

それはあなたから始まります。
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私たちは何百万人、何千万人もの人々に手を差し 
伸べています。これこそが、この組織全体、そしてラ 
イオンであることの醍醐味なんです。 
- 国際会長 ブライアン E. シーハン
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皆でやればできる 。
だから皆で力を合わせて成し遂げるのです。
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2021~2022 年度 一般社団法人日本ライオンズ 

第第 44 回回社社員員総総会会（（全全国国ガガババナナーー会会））  議議事事録録  

日   時：2022 年 6 月 15 日（水）13:30~16:00 
会   場：AP 日本橋 G ルーム 
出 席 者：別紙参照 
議事録作成人：MD332 下間俊悦常務理事、MD335 三宮秀介常務理事 
議事録署名人：334-E 地区 増澤義治地区ガバナー、337-C 地区 久田裕己地区ガバナー 
定足数の確認：社員総数５９名。 

本日の出席者３６名、欠席かつ議決権行使２３名で計５９名となり、定款第 17 条
に 

より総正社員過半数の出席をもって本社員総会は成立、定款第 18 条により決議は
出席総正社員の過半数をもって決することとする。第４号議案については定款変更
のため、定款 56 条一項により出席者数、議決権行使書三分の二以上の決議が必要
となる。 
 

仁仁科科理理事事⾧⾧挨挨拶拶  
 今年度の最後に対面で社員総会が開催できたことを嬉しく思います。上半期に８複合を回り、全
国 35 地区ガバナーとお会いし、話をすることができました。皆さんのご意見を聞くことができて、
よかったと思っております。コロナ禍とウクライナの問題がありながらも、ライオンズは奉仕の手
を緩めないという気持ちでやってきました。一般社団法人日本ライオンズを強い組織にしようと、
１年やってきて志半ばですが、次期の方々に引き継いでいきたいと思う。等々一般社団法人日本ラ
イオンズに対する思いを話されました。 
 
議案審議に入る前に、司会・村木専務理事よりオブザーバー参加者の紹介。続けて議事録署名人、
議事録作成人を諮り、以下の通り指名された。 
議事録作成人：MD332 下間俊悦常務理事、MD335 三宮秀介常務理事 
議事録署名人：334-E 地区 増澤義治地区ガバナー、337-C 地区 久田裕己地区ガバナー 
その後本総会における議事運営ルールの説明があった。 
 
審審議議事事項項  

第第 11 号号議議案案：：社社員員退退会会承承認認のの件件  
      審議に先立って村木専務理事・松岡副理事⾧より監事の任期について補足説明あり。 

       遅刻１名を除き、議決権行使を含め、全員賛成により、承認 
  第第 22 号号議議案案：：新新入入社社員員承承認認のの件件  

337-E 宮川貞雄地区ガバナーより PIP 山田のお名前の記載がない件について質問
があり。 
松岡副理事⾧より PIP が社員ではなく名誉理事⾧として就任されるため２号、３号
議案に名前の記載がないと回答。 
３３７－E 宮川貞夫地区ガバナーより、定款の変更についての議案を優先すべき
であると意見。 

       議決権行使 1 名が否認、その他は賛成多数により、承認 
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 第第 33 号号議議案案：：理理事事・・監監事事候候補補者者推推薦薦名名簿簿のの件件  
議決権行使を含め、53 名の賛成により、承認 

  第第 44 号号議議案案：：定定款款変変更更のの件件  
 議決権行使反対 1 名を含め、賛成５４名、反対５名。三分の二以上、賛成多数によ
り、承認。 

  第第 55 号号議議案案：：新新年年度度臨臨時時社社員員総総会会開開催催のの件件  
       2022 年 7 月 7 日 13：30-16：00、組織、人事に特化した臨時社員総会。 

東京での開催が議決権行使書を含め、全員の賛成により、承認 
 
報報告告事事項項にに入入るる前前にに、、松松岡岡副副理理事事⾧⾧よよりり補補足足説説明明。。  
「第 2 号議案の次期入社予定者に仁科理事⾧の名前がありませんが、これは 6 月 15 日現在での予
定者であり、本日第 4 号議案が承認されましたので、７月 7 日の臨時社員総会の 2 号議案には、理
事として仁科良三現理事⾧を加えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。」 
 
報報告告事事項項  
１１．． 第第 88 回回 SSOONN 夏夏季季ナナシショョナナルルゲゲーームム・・広広島島大大会会委委員員会会          福福永永常常務務理理事事  

各準地区、クラブにこの大会の協賛をお願いしている。5 月末時点で、鈴木 LCIF 理事より３
０万ドルの拠出が認められたと聞いております。円安が幸いし、約 1000 万円が増えることに
なり、また皆様からの協賛金が現時点で 1950 万円となっており、計 5000 万円になる見込み。
もし残金が出た場合、一般社団法人日本ライオンズに移して、用途を SO に規定した基金とし
て残していく方向で検討している。 

大会用の T シャツとピンのセットをライオンズの皆様には 10000 円でお買い上げいただいて
おります。まだお買い上げでない方は、強制ではありませんが、よろしくお願いします。 

鈴鈴木木 LLCCIIFF 理理事事よよりり 
SO とは何かというお話と、広島で開催されるナショナルゲームについて説明があった。 
 

２２．．PPRR ママーーケケテティィンンググ委委員員会会・・ラライイオオンン誌誌日日本本語語版版委委員員会会          古古川川副副理理事事⾧⾧  
  現在は年 6 回発行しているが、ライオン誌の裏表紙の QR コードを読み取れば、勝手に WEB

版が入ってくる。この方式の促進を考えて、パイロットとして年 4 回発行、2 回は WEB 版と
する方向で進んでいる。WEB 版を冊子版と変わらないようなものを、ライオン誌委員会で考
えていきたい。Web 版推進にご協力いただきたい。 

  LINE の公式アカウントを各準地区で取り入れていただきたい。キャビネットから直接会員に
情報を送ることができる。これを来期の PR マーケティング委員会で取り組んでいきたい。 

 
次次期期のの委委員員会会編編成成ににつついいてて  
 次期は各委員会の委員⾧は 2 年目の理事が務め、現職の議⾧（1 年目理事）は副委員⾧を務める。
2 年目理事の時に委員⾧に昇格していただくことになった。 
 
３３．．国国際際理理事事候候補補者者推推薦薦委委員員会会            下下間間常常務務理理事事  
  今期は当初日本には国際理事の枠は無いという事であったが、急遽 1 名の枠が回ってきた。複

数の候補者から推薦依頼があり、一般社団法人日本ライオンズとして久しぶりに、「国際理事候
補者推薦選挙手続規則」に基づき、選挙を実施し 1 名の国際理事候補者の推薦をする事が出来
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た。次期は早めに日程を設定し、候補者推薦の 1 本化に努めたい。 
 
４４．．会会則則委委員員会会            三三宮宮常常務務理理事事  
  ライオンズ必携第６０版の発行に向けて動いております。7 月に入りましたら、各地区、クラ

ブにライオンズ必携第６０版の注文の案内を送らせていただきます。2 年ぶりの発行で、改訂
個所もかなりありますので、多数の購入をお願いしたい。 

 
５５．．国国際際大大会会委委員員会会        鶴鶴嶋嶋常常務務理理事事  
  次期は MD332 田名部議⾧が副委員⾧ですので、一緒に頑張っていきたい。カナダの入国、帰

国の注意点の一覧を配布するので、これを見て一つ一つチェックをしてほしい。ArriveCAN は
入国の 3 日前でないと出来ないので、よろしくお願いします。 

  パレードの参加者（国際理事、議⾧、ガバナー、ガバナーエレクト等）の内訳が委員会で把握
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  ガバナーエレクトが不参加の場合、その地区は暫定地区となり、会員数１２５０名未満の地区
と同じ扱いになると聞いている。 

  高高橋橋監監事事  
   国際理事候補者 L ⾧澤千鶴子の支援委員⾧ということで、国際大会パレードの日本の担当と
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します。また、定められた服装でないと参加できないという事ですので、よろしくお願いいたしま
す。 
 
ママーーズズ佐佐子子 OOSSEEAALL 調調整整事事務務局局  事事務務局局⾧⾧  

パレードの経路は約 1.4KM。スタート地点はホテルから徒歩１０分。チャーターバスの手配は検
討中。投票に関しては、日本語のサポートが付くのは、２８日（火）の第 3 総会の前、午前 7 時半
から。7:30 にフェアモントホテルを出発するチャーターバスを用意する。 

 
川川島島国国際際理理事事  

今回は地区ガバナー、地区ガバナーエレクトの参加が極めて少ない。もしかしたら、暫定地区に
抵触するかもしれない。そうなったらその地区から国際理事候補者が出ようと思っても出来ないと
いう事になってくる。そういう事が GAT、会員増強、リーダーシップに引っかかってきたら大変だ。
この次には多くの皆様には参加していただきたいし、一般社団法人日本ライオンズの皆様には、そ
ういう形を作り上げていただくよう、お願いしたい。 

 
６６．．YYCCEE 委委員員会会            山山本本常常務務理理事事  
  今年度の交換事業は中止とした。委員会としては、この機会に制度の見直しや事業の運営の仕

方を議論してきた。MD334 が 29 か国を担当してきたが、種々の事情により、７複合地区に 3
か国ずつ担当してもらうこととなった。送り出す側も受け入れる側も、YE 生に対して心構えや
私生活の問題も重視し、きちんとしたルールを知って行動するよう導いていきたい。今年の冬
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季の派遣はまだやるべきではないと、次年度に申し送り、来年の夏に向けて準備を進めていき
たい。 

 
７７．．ラライイオオンンズズククエエスストト・・薬薬物物乱乱用用防防止止委委員員会会          村村木木専専務務理理事事  
  今まで一般社団法人日本ライオンズではライオンズクエスト委員会は 1 回も開催されていない。

今年も開催していない。次期に託したい。 
 
８８．．アアララーートト委委員員会会            山山川川副副理理事事⾧⾧  
  日本ライオンズのアラート委員会は先進的な委員会で、組織図もしっかりしたものがある。し

かし、動かない組織図であったので、機能的なものに変えようとしている。今回の福島の地震
では、相馬市は 3.11 の時より被害が大きい。アラート委員会が迅速に対応してくれた。アラー
ト委員会の行動に際してのマニュアルが出来た。災害の判定レベルを作成し、それをもとに行
動することができる。来期早々には各複合地区に届けたい。MD から班⾧を出していただき、
各準地区の委員⾧さんに副班⾧になっていただくよう、アラート委員会から各複合地区にお願
いする。行政との災害協定も進めていきたい。 

 
９９．．ビビジジョョンン２２００２２５５委委員員会会          城城阪阪委委員員⾧⾧  
  ビジョン 2025 委員会は、理事⾧よりその時々の日本ライオンズの問題を考えてほしいという

事で、2020 年に発足した。2025 年には日本ライオンズはどうあるべきか、という事でビジョ
ン 2025 という事になった。ライオンズクラブの中でそれぞれのプロフェッショナルを集めて、
会員増強、会費の値上げ、ライオン誌のあり方等を議論してきた。 

  来期は中村泰久 GAT 日本全域リーダーのあとを受けて、私が GAT 日本全域リーダーに任命さ
れた。日本の会員減少は危機的な状況で、年々4500 人が減少している。会員増強元年にしたい。
会員増強の成功事例を各地区ガバナーに紹介していきたい。 

  合言葉「2 割、2 割、2 割アップ」 
 
 
333377--EE  宮宮川川貞貞雄雄地地区区ガガババナナーーよよりり要要望望とと確確認認  
  日本ライオンズの方向性、事業報告への要望として 

これからの日本ライオンズの方向性、展望、躍動するような話を、今後はお聞かせ願いたい。
今期の初めに聞いた前年度の事業報告は会議の日時、内容の羅列ばかり。事業取り組みの展開
の総括を重要項目としてお願いしたい。事業内容を示してほしい。 
日本ライオンズ７０周年事業についての経緯、展開への質問。 
房総半島での台風、熊本豪雨へのアラートの資金がグアムのマスクに拠出されていて、監事報
告でも指摘を受けていたが、指摘を受けてどのような取り組み、監査が行われたかの確認。 
 

仁仁科科理理事事⾧⾧  
  今今後後のの展展望望とと 7700 周周年年事事業業ににつついいてて  
  今までと違うところは、バトンリレーの速度が落ちないということ。引き継ぎのスピードアッ

プ、トップスピードで次年度に入れるというのが、大きなメリットだと思う。前年度は 8 月の
時点で引き継ぎ、中身も我々が作ったものではない。反省として、現・次期の執行理事が事前
に集まって、事業と予算を考えられる場を作った。 

56



4 
 

季の派遣はまだやるべきではないと、次年度に申し送り、来年の夏に向けて準備を進めていき
たい。 

 
７７．．ラライイオオンンズズククエエスストト・・薬薬物物乱乱用用防防止止委委員員会会          村村木木専専務務理理事事  
  今まで一般社団法人日本ライオンズではライオンズクエスト委員会は 1 回も開催されていない。

今年も開催していない。次期に託したい。 
 
８８．．アアララーートト委委員員会会            山山川川副副理理事事⾧⾧  
  日本ライオンズのアラート委員会は先進的な委員会で、組織図もしっかりしたものがある。し

かし、動かない組織図であったので、機能的なものに変えようとしている。今回の福島の地震
では、相馬市は 3.11 の時より被害が大きい。アラート委員会が迅速に対応してくれた。アラー
ト委員会の行動に際してのマニュアルが出来た。災害の判定レベルを作成し、それをもとに行
動することができる。来期早々には各複合地区に届けたい。MD から班⾧を出していただき、
各準地区の委員⾧さんに副班⾧になっていただくよう、アラート委員会から各複合地区にお願
いする。行政との災害協定も進めていきたい。 

 
９９．．ビビジジョョンン２２００２２５５委委員員会会          城城阪阪委委員員⾧⾧  
  ビジョン 2025 委員会は、理事⾧よりその時々の日本ライオンズの問題を考えてほしいという

事で、2020 年に発足した。2025 年には日本ライオンズはどうあるべきか、という事でビジョ
ン 2025 という事になった。ライオンズクラブの中でそれぞれのプロフェッショナルを集めて、
会員増強、会費の値上げ、ライオン誌のあり方等を議論してきた。 

  来期は中村泰久 GAT 日本全域リーダーのあとを受けて、私が GAT 日本全域リーダーに任命さ
れた。日本の会員減少は危機的な状況で、年々4500 人が減少している。会員増強元年にしたい。
会員増強の成功事例を各地区ガバナーに紹介していきたい。 

  合言葉「2 割、2 割、2 割アップ」 
 
 
333377--EE  宮宮川川貞貞雄雄地地区区ガガババナナーーよよりり要要望望とと確確認認  
  日本ライオンズの方向性、事業報告への要望として 

これからの日本ライオンズの方向性、展望、躍動するような話を、今後はお聞かせ願いたい。
今期の初めに聞いた前年度の事業報告は会議の日時、内容の羅列ばかり。事業取り組みの展開
の総括を重要項目としてお願いしたい。事業内容を示してほしい。 
日本ライオンズ７０周年事業についての経緯、展開への質問。 
房総半島での台風、熊本豪雨へのアラートの資金がグアムのマスクに拠出されていて、監事報
告でも指摘を受けていたが、指摘を受けてどのような取り組み、監査が行われたかの確認。 
 

仁仁科科理理事事⾧⾧  
  今今後後のの展展望望とと 7700 周周年年事事業業ににつついいてて  
  今までと違うところは、バトンリレーの速度が落ちないということ。引き継ぎのスピードアッ

プ、トップスピードで次年度に入れるというのが、大きなメリットだと思う。前年度は 8 月の
時点で引き継ぎ、中身も我々が作ったものではない。反省として、現・次期の執行理事が事前
に集まって、事業と予算を考えられる場を作った。 

5 
 

 去年、一昨年の予算の内容についてはこれから調べないといけないところがある。 
 70 周年事業についてはハワイ、マニラ、東京と繋がれた日本のライオンズ７０周年の証を何ら

かの形で行おうと提案した。事業内容については議論を重ねつつ、次年度に引き継いでいく。 
事務所移転、日本ライオンズ大学校、財団法人日本ライオンズの将来の方向性など、次期へ向
けての展望が説明された。 

 
333377--EE  宮宮川川貞貞雄雄地地区区ガガババナナーーよよりり、、ググアアムムのの件件のの進進捗捗状状況況ににつついいてて再再度度質質問問。。  
  
鶴鶴嶋嶋常常務務理理事事  
  財務委員会にて、グアムについては協議中、答えが出ていないのが現状。 

これからどうするかを財務委員会で決めさせていただきたい。 
 

333300--CC  藤藤井井栄栄一一地地区区ガガババナナーーよよりり要要望望  
  日本ライオンズの構成の中で根幹は、賛助会員である。その賛助会員に対して、日本ライオン

ズを身近に感じられるよう、ＰＲも含め活動経過、また将来のビジョンを発信してほしい。 
 
閉閉会会挨挨拶拶        仁仁科科理理事事⾧⾧  
いろいろな熱のある意見をいただいた。 
間違いなく取り入れて、皆様とともに日本ライオンズを進化させていく。 
最後に、スムーズな議事進行、議案可決についてのお礼が伝えられた。 
 
 
 
 
 
議事録作成人 
MD332 下間俊悦常務理 
MD335 三宮秀介常務理事 
 

2022 年 6 月 15 日 
議事録署名人 

議⾧・代表理事 仁科 良三【押印省略】 

334-E 地区ガバナー 増澤 義治【押印省略】 

337-C 地区ガバナー 久田 裕己【押印省略】 
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（2021-22）一般社団法人日本ライオンズ 第 4 回全国ガバナー会 

2022 年 6 月 15 日(水) 13：30-16：00 

AP 日本橋 G ルーム 

出出席席者者リリスストト  
                            2022 年 6 月 15 日午前 10 時現在 

22002211--2222 年年度度正正社社員員【【地地区区ガガババナナーー】】  ＊議長兼任 〇議決権行使書 

330-A 地区ガバナー 中 井 正 力  

330-B 地区ガバナー 亀 井 真 司  

330-C 地区ガバナー 藤 井 栄 一  

331-A 地区ガバナー 鶴 嶋 浩 二＊ 

331-B 地区ガバナー 高 井 信 夫【【欠欠席席】】〇〇 

331-C 地区ガバナー 須 藤 敏 幸 

332-A 地区ガバナー 田名部 智 之 

332-B 地区ガバナー 村 上  孝  

332-C 地区ガバナー 加 藤 俊 治 

332-D 地区ガバナー 荒 川 友 成 

332-E 地区ガバナー 佐 野 宏 美  

332-F 地区ガバナー 藤 谷 文 雄 

333-A 地区ガバナー 中 田  泰 範  

333-B 地区ガバナー 水 沼 孝 夫【【欠欠席席】】〇〇 

333-C 地区ガバナー 藤 原 宏 髙 

333-D 地区ガバナー 矢 内 久 男 【【当当日日欠欠席席】】 

333-E 地区ガバナー 岡 野 良 男 

334-A 地区ガバナー 大 山 恭 範 

334-B 地区ガバナー 岡 田  清 【【欠欠席席】】〇〇 

334-C 地区ガバナー 藤 井 嗣 也  

334-D 地区ガバナー 三 井 適 夫【【欠欠席席】】〇〇 

334-E 地区ガバナー 増 澤 義 治  

335-A 地区ガバナー 畑 山 裕 子【【欠欠席席】】〇〇 

335-B 地区ガバナー 正 岡  章 【【欠欠席席】】〇〇 

335-C 地区ガバナー 佐々木 由美子【【欠欠席席】】〇〇 

335-D 地区ガバナー 橋 崎 良 治【【欠欠席席】】〇〇 

336-A 地区ガバナー 蔵 本 守 雄【【欠欠席席】】〇〇  

336-B 地区ガバナー 平 山 智 雄【【欠欠席席】】〇〇 

336-C 地区ガバナー 三 島 英 揮【【欠欠席席】】〇〇 

336-D 地区ガバナー 大 野 美 雄 【【欠欠席席】】〇〇 

337-A 地区ガバナー 古 川  隆 ＊ 

337-B 地区ガバナー 佐 藤 哲 章【【欠欠席席】】〇〇 

337-C 地区ガバナー 久 田 裕 己  

337-D 地区ガバナー 金 沢 幸 一【【欠欠席席】】〇〇  

337-E 地区ガバナー 宮 川 貞 雄 

22002211--2222 年年度度正正社社員員【【理理事事会会理理事事】】  

（2021-22 年度） 

MD330 議長  村 木 秀 之 

MD331 議長  鶴 嶋 浩 二 

MD332 議長  下 間 俊 悦 

MD333 議長  山 川  洋  

MD334 議長  山 本 基 博 

MD335 議長  三 宮 秀 介 

MD336 議長  福 永 栄 一 

MD337 議長  古 川  隆  

（2020-21 年度） 

MD330 議長  森川  明治郎【【欠欠席席】】〇〇 

MD331 議長  中 谷 宣 巨【【欠欠席席】】〇〇 

MD332 議長  伊 藤 明 彦【【欠欠席席】】〇〇 

MD333 議長  石 橋  貞  

MD334 議長  仁 科 良 三 

MD335 議長  松 岡  勲  

MD336 議長  岡 村 聖 爾 

MD337 議長  森 口 孝 之【【欠欠席席】】〇〇 

2019-22 国際理事  川 島  正  行 

2019-22 国際理事  渡 部  雅 文【【欠欠席席】】〇〇 

2021-23 国際理事  藏 大 介【【欠欠席席】】〇〇 

2021-23 国際理事  永 田 賢 司【【欠欠席席】】〇〇 

2021-22 LCIF 理事  鈴 木  誓  男 

2015-16 国際会長/ 

2021-22 LCIF 理事  山  田   實  紘【【欠欠席席】】〇〇 

22002211--2222 年年度度正正社社員員【【監監  事事】】  

2020-22 監事（MD332 元議長）竹 下 直 義 

2020-22 監事（MD333 元議長）髙 橋 克 文 

2020-22 監事（MD335 元議長）福 田 惠 太 

2020-22 監事（MD337 元議長）吉 見 章 一【【欠欠席席】】〇〇 

 

 

 

正 社 員 総 数 59 名 （ 出 席 36 名 ・ 欠 席 23 名 ）

別別紙紙  
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334-D 地区ガバナー 三 井 適 夫【【欠欠席席】】〇〇 

334-E 地区ガバナー 増 澤 義 治  

335-A 地区ガバナー 畑 山 裕 子【【欠欠席席】】〇〇 

335-B 地区ガバナー 正 岡  章 【【欠欠席席】】〇〇 

335-C 地区ガバナー 佐々木 由美子【【欠欠席席】】〇〇 

335-D 地区ガバナー 橋 崎 良 治【【欠欠席席】】〇〇 

336-A 地区ガバナー 蔵 本 守 雄【【欠欠席席】】〇〇  

336-B 地区ガバナー 平 山 智 雄【【欠欠席席】】〇〇 

336-C 地区ガバナー 三 島 英 揮【【欠欠席席】】〇〇 

336-D 地区ガバナー 大 野 美 雄 【【欠欠席席】】〇〇 

337-A 地区ガバナー 古 川  隆 ＊ 

337-B 地区ガバナー 佐 藤 哲 章【【欠欠席席】】〇〇 

337-C 地区ガバナー 久 田 裕 己  

337-D 地区ガバナー 金 沢 幸 一【【欠欠席席】】〇〇  

337-E 地区ガバナー 宮 川 貞 雄 

22002211--2222 年年度度正正社社員員【【理理事事会会理理事事】】  

（2021-22 年度） 

MD330 議長  村 木 秀 之 

MD331 議長  鶴 嶋 浩 二 

MD332 議長  下 間 俊 悦 

MD333 議長  山 川  洋  

MD334 議長  山 本 基 博 

MD335 議長  三 宮 秀 介 

MD336 議長  福 永 栄 一 

MD337 議長  古 川  隆  

（2020-21 年度） 

MD330 議長  森川  明治郎【【欠欠席席】】〇〇 

MD331 議長  中 谷 宣 巨【【欠欠席席】】〇〇 

MD332 議長  伊 藤 明 彦【【欠欠席席】】〇〇 

MD333 議長  石 橋  貞  

MD334 議長  仁 科 良 三 

MD335 議長  松 岡  勲  

MD336 議長  岡 村 聖 爾 

MD337 議長  森 口 孝 之【【欠欠席席】】〇〇 

2019-22 国際理事  川 島  正  行 

2019-22 国際理事  渡 部  雅 文【【欠欠席席】】〇〇 

2021-23 国際理事  藏 大 介【【欠欠席席】】〇〇 

2021-23 国際理事  永 田 賢 司【【欠欠席席】】〇〇 

2021-22 LCIF 理事  鈴 木  誓  男 

2015-16 国際会長/ 

2021-22 LCIF 理事  山  田   實  紘【【欠欠席席】】〇〇 

22002211--2222 年年度度正正社社員員【【監監  事事】】  

2020-22 監事（MD332 元議長）竹 下 直 義 

2020-22 監事（MD333 元議長）髙 橋 克 文 

2020-22 監事（MD335 元議長）福 田 惠 太 

2020-22 監事（MD337 元議長）吉 見 章 一【【欠欠席席】】〇〇 

 

 

 

正 社 員 総 数 59 名 （ 出 席 36 名 ・ 欠 席 23 名 ）

別別紙紙  
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【【正正社社員員】】  第第 44 回回全全国国ガガババナナーー会会出出席席者者数数  内内訳訳：：  

 

出席   欠席*    小計     

ＤＧ  19 14  33（*DG 35 名中、2名議長兼任） 

 

理事   14 8  22 

 

監事   3 1  4 

         _______________________________________ 

              36 23            59（名） 

               

 

議議決決権権行行使使書書  

  

第 1 号議案 社員退会承認の件   賛 23 否 00 

 

第２号議案 新社員入社承認の件   賛 22 否 １１ 

 

第３号議案 理事・監事候補者推薦名簿の件 賛 23 否 00 

 

第４号議案 定款変更の件    賛 22 否 １１ 

 

第５号議案 新年度臨時社員総会開催の件  賛 23 否 00 
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ブブザザーーババーー 

22002211--2222 年年度度【【第第一一副副地地区区ガガババナナーー】】  

330-A 第一副地区ガバナー 増 田  正 明 

330-B 第一副地区ガバナー 中 澤  一 浩 

330-C 第一副地区ガバナー 沼 田  浩 正【【欠欠席席】】 

331-A 第一副地区ガバナー 松 浦  淳 一 

331-B 第一副地区ガバナー 阿 部  昭【【欠欠席席】】 

331-C 第一副地区ガバナー 馬 場  哲 也【【欠欠席席】】 

332-A 第一副地区ガバナー 岡 田  殉【【欠欠席席】】 

332-B 第一副地区ガバナー 栗 村  安 弘【【欠欠席席】】 

332-C 第一副地区ガバナー 遠 藤  誠【【欠欠席席】】 

332-D 第一副地区ガバナー 石 澤  孝【【欠欠席席】】 

332-E 第一副地区ガバナー 吾 妻  正 章【【欠欠席席】】 

332-F 第一副地区ガバナー 松 井  寛 信【【欠欠席席】】 

333-A 第一副地区ガバナー 石 川  幸 夫【【欠欠席席】】 

333-B 第一副地区ガバナー 三 枝  久 夫【【欠欠席席】】 

333-C 第一副地区ガバナー 高 橋  順 次【【欠欠席席】】 

333-D 第一副地区ガバナー 大 関  健 一【【欠欠席席】】 

333-E 第一副地区ガバナー 渡 辺  博【【欠欠席席】】 

334-A 第一副地区ガバナー 岩 田  有 司【【欠欠席席】】 

334-B 第一副地区ガバナー 宇 納  一【【欠欠席席】】 

334-C 第一副地区ガバナー 太 田  厚 利【【欠欠席席】】  

334-D 第一副地区ガバナー 戸 祭  宏 樹【【欠欠席席】】 

334-E 第一副地区ガバナー 滝 澤  文 雄【【欠欠席席】】 

335-A 第一副地区ガバナー 浜 原  正 豊【【欠欠席席】】 

335-B 第一副地区ガバナー 津 田  勝 之【【欠欠席席】】 

335-C 第一副地区ガバナー 一 盛  広 樹【【欠欠席席】】 

335-D 第一副地区ガバナー 濱 本  嘉 代 子【【欠欠席席】】 

336-A 第一副地区ガバナー 市 村  通 夫【【欠欠席席】】  

336-B 第一副地区ガバナー 西 尾  愼 一【【欠欠席席】】 

336-C 第一副地区ガバナー 弓 場  秀 俊【【欠欠席席】】 

336-D 第一副地区ガバナー 中 島   繁【【欠欠席席】】 

337-A 第一副地区ガバナー 二 場  安 之【【欠欠席席】】 

337-B 第一副地区ガバナー 杉 野  恭 市【【欠欠席席】】 

337-C 第一副地区ガバナー 濵 田  浩 平【【欠欠席席】】 

337-D 第一副地区ガバナー 川 田 代  泰 和【【欠欠席席】】 

337-E 第一副地区ガバナー 高 田  啓 世【【欠欠席席】】  

  

  

  

  

（（22002222--2233 年年度度複複合合地地区区ガガババナナーー協協議議会会議議長長予予者者））  

MD330 議長予定者(現 330-B 地区ガバナー) 

亀 井  真 司 

MD331 議長予定者(現 331-C 地区ガバナー) 

須 藤  敏 幸 

MD332 議長予定者(現 332-A 地区ガバナー) 

田 名 部  智 之 

MD333 議長予定者  松 本  宰 史【【欠欠席席】】 

MD334 議長予定者（現 334-E 地区ガバナー） 

増 澤  義 治 

MD335 議長予定者  𠮷𠮷 村  弘 吉 

MD336 議長予定者  池 原  堅 

MD337 議長予定者  玉 川  孝【【欠欠席席】】 

（（22002222--2244 年年度度監監事事予予定定者者））  

22-24 監事予定者（MD330 元議長）今 井  文 彦【【欠欠席席】】 

22-24 監事予定者（MD331 元議長）石 岡  憲 義 

22-24 監事予定者（MD334 元議長）橋 本  勝 策 

22-24 監事予定者（現理事・MD336 元議長） 

岡 村  聖 爾 

一般財団法人日本ライオンズ理事長/ 

元国際理事  不 老  安 正【【欠欠席席】】 

日本ライオンズ大学校(JLU)学長/ 

日本ライオンズビジョン 2025 委員会委員長 

   城 坂  勝 喜 

GAT 日本全域リーダー/元国際理事 

   中 村  泰 久【【欠欠席席】】 

GAT エリアリーダー  識 名  安 信【【欠欠席席】】 

GAT エリアリーダー/国際理事候補者 

長 澤  千 鶴 子【【欠欠席席】】 

 2020-21 ライオン誌日本語版委員会委員長 

   団  英 男【【欠欠席席】】 

同 編集長  星 野  勝 美 

 

OSEAL 調整事務局事務局長  マ ー ズ  佐 子 

 

法律顧問 法律顧問   池 田  和 司 

会計顧問 会計顧問   吉 田  宗 一 郎 

事務総長 事務総長   菅 原  雅 夫 
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一一般般社社団団法法人人日日本本ラライイオオンンズズ  第第６６回回理理事事会会議議事事要要録録  

  

開催日時: 2022 年６月２日（水）13:30～16:00 
 
場所:フクラシア八重洲 
 
1. 開会宣言 
村木専務理事 
 

2. 理事長の挨拶 
来期からは、2年理事に委員長をお願いし、1年理事には副委員長に入って頂くように 
変更を図る 
ライオン誌のデジタル化、2023年3月事務所移転に伴い効率の良い事務所作り等の話 
があった 
 
3. 本日の出席者確認 
理事長 仁科良三 
副理事長 山川洋、古川隆、松岡勲 
専務理事 村木秀之 
常務理事 鶴嶋浩二、下間俊悦、山本基博、三宮秀介、福永栄一 
理 事 森川明治郎（欠席）、中谷宜巨、伊藤明彦(欠席)、石橋貞、岡村聖爾(欠席)、 

森口孝行（欠席)、川島正行、渡部雅文、藏大介、永田賢司、 
山田實紘（欠席）、鈴木誓男 

監 事 竹下直義（欠席）、髙橋克文、福田惠太、吉見章一（欠席） 
理事総数22 名の内17名出席、監事総数4名の内2名出席、理事会の定足数充足 
 
オブザーバー3名の出席 

池田和司法律顧問、吉田宗一郎会計顧問、菅原雅雄事務総長 
 

4. 議事録作成人及び議事録署名人の指名 
議事録作成人 鶴嶋浩二常務理事、福永栄一常務理事 
議事録署名人 理事長、本日出席の全監事 
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5.協議事項 
松岡副理事長より議案説明 
① 一般社団法人日本ライオンズ定款の変更 

a.b. 
(1)山田元国際会長を名誉理事長に就任頂く 
(2) GAT 日本全域リーダー関係の７名を参与 
(3)一般財団日本ライオンズ並びに日本ライオンズ大学校より社団からの要請として1名の理事
の要請 
(4)各委員会の構成について、今期までは、1年目の常務理事に各委員会、委員長として担当 

1年目理事については、常務理事としてお入り頂くが、8委員会の副委員長として活動頂く 
(5)組織について、SONの委員会に関しては、本年11月実施の為、新たに日本ライオンズ70周
年記念事業委員会を立ち上げる 

MD330村木議長、MD337古川議長に就任頂く 
(6)LQ,薬物乱用防止については、MD336 福永議長にご就任頂く 
(7)その他の委員会については、今年度委員長を務めた各議長に再度就任頂く 
(8)新たに就任頂く8議長に関しては、予定者ということで案としていれてある 
担当員会については、財務はMD333松本議長予定者が希望、他については推薦、取り纏め頂
き、報告頂く 
(9)VISION2025 については、必要に応じて委員会を開催する 
城阪元アポインティに引き続き担当頂く 
(10)外部折衝全般、他団体との包括交渉前理事長という立場で仁科理事長に担当頂く 
 

c.次年度組織図案 
（1）村木現専務理事が来期理事長として推薦を受けている 
副理事長3名2022－2023議長MD332田名部Ⅼ、2021-2022議長MD333山川Ⅼ、MD337古川Ⅼ
が推薦を受けている 
（2）専務理事として2021-2022議長MD334山本L に推薦がでている 
 
（3）8複合地区のうち残る7複合地区議長においては、常務理事として信任頂くように考慮頂
いている 
 
上記内容推薦することで、承認を得た 
 
②第4回社員総会時間割について 

6月15日（水） 
13：30～16：00 AP日本橋 
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（1）村木現専務理事が来期理事長として推薦を受けている 
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いている 
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②第4回社員総会時間割について 

6月15日（水） 
13：30～16：00 AP日本橋 
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③第4回総会審議事項について 
7月7日（木）臨時社員総会 
7月中旬までに監査終了とする→7/22（金） 
7月末から8月に総会を開催するということで承認を得た 
 
④シーハン次期国際会長公式訪問及び晩餐会、ガバナー懇談会について 
7月19日（火）PM公式訪問登録料16,000円 
7月20日（水）10：00～13：00ガバナーとの懇談会 
16日（土）～21日（木）までオールジャパンライオンは、ウェルカムで迎えることに賛同を
得た 
 
⑤日本ライオンズ70周年記念事業実施について 
実施については、賛同済み、次年度でしっかりアクティビティについて検討することに賛

同を得た 
 
⑥次年度社員総会の開催について 
7月7日（木）人事面での臨時社員総会とする 
 
6．報告事項 
①モントリオール国際大会への参加について 
国際大会委員長鶴嶋常務理事、川島理事より報告があった 
参加人数については、238名前後 
パレードコンテストに参加する 
6月6日、9日OSEALによるウエビナーがある（2回）のでご覧頂きたい 
プラカード、国旗等を持つ方の要請がきているので、6月のウエビナーが終了次第国際大会
委員会を開催したい。 
必要な書類等について、参加者にメールを流して問題なく参加頂けるようにしたい 
大会に参加しなければ、議決権はなし。 
長澤国際理事候補者への投票にご協力頂きたい。 
鶴嶋常務理事より、ガバナーエレクトが国際大会に参加をし、宣誓書類にサインをしなく
てもガバナーになれるのか。それで良いのかと多数質問が来て困っているので皆さんに聞
いてみたい。ただ、私が参加した4月8日名古屋でのGMA会議時時に山田元国際会長へその
旨を確認したところ、国際大会に参加し、ガバナー宣誓式に出席しないガバナーエレクト
は、暫定地区の扱い。然るに、1250名以下の地区と同じ扱いとなる。どこかの会則の方が
日本の会則上行かなくてもガバナーになれるとおっしゃったらしいが、私の方ではお答え
しかねるので、本日の議事録に乗せてしっかり発信して欲しいと、国際大会委員会に関連
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4 
 

し報告があった 
 
②会則委員会 
三宮会則委員長より報告があった。 
今年度の各複合地区で改正項目を読み上げて頂いた。 
必携に各複合地区は独立した項目と・・・・・2016年7月一般社団法人日本ライオンズを設
立し日本のライオンズ共通な事項について必要な各種会議を用い進歩向上を図りつつある
という文言を入れたいと思っている 
不老元国際理事よりリジョン・ソーンの編成については地区ガバナーの裁量により、自由
に変更することができるというのは今の方針と違うと指摘があったが、標準地区付則会則
第5条4項（a）の項目に地区キャビネットの承認ありが入っている。かつクラブ・地区国際
協会にとって最善である場合に地区ガバナーは、リジョン・ソーンを変更することができ
るとあり、自由裁量により変更できるということではないので、これを会則の文言に改め
る 
去年改訂された会則を追加する 
20日に会則委員会で最終の確認をする。 
10月ころには手元に届くようにしたい 
 
③SON広島大会 
福永委員長より報告があった 
各地区からの協賛金について19,373,797円の入金を頂いている 
現在MD336で募金をおこなっており、この金額が6月末に戻ってくるので2,000万円は超え
るものと思われる。  
Tシャツ、ピンのキット販売、1万円で引き続き現在も行っているので、感謝するとともに
ご協力をお願いしたい。 
レガシーランナーの募集をMD335に依頼しているが、延長し募集しているので、MD330の
方へ協力要請をしている。 

 
④アラート委員会 
山川委員長より報告があった 
2022.3.16福島沖で震度6強の地震があり、相馬地域では3.11より、建物内部に被害があっ
た。瓦が落ちるなど、17日の夜から雨予報であり、緊急的にご支援が頂きたいと橋本ライ
オンを通じ332D地区の地区ガバナー、第一副地区ガバナーより要請があった。経験上、私
の判断で対応指示をだし、その日の夜19時には一部であるが、第1陣がブルーシート、土嚢
袋、ロープを奉仕させて頂いた。第2陣として22日に相馬市へ寄付をした。迅速な対応に感
謝され、アラートとして成果をあげることができたが、指示系統がうまくできなかった。 
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マニュアルは出来てはいたが、素案であった為、決定されておらず結果として指示系統等
うまく機能できていなかった。今回の災害レベルは２で1つの準地区若しくは１つの複合地区
レベルでの対応であった。マニュアルをきちんとまとめあげ、来期に対応していきたい。 
※アラート委員会の今回の件は、仁科理事長もグループラインに入っており、承知してい
た。日本ライオンズアラート委員会緊急支援金会計より120万円拠出したいが賛同頂けるか。 
→賛同 
 
⑤ウクライナ支援について 
⑥LCIF 
ウクライナ支援について世界で4月末の時点で合計約500万ドル、日本は3番目と鈴木理事よ

り報告があった。 
 
 
今後の日程の確認。6月15日（水）全国ガバナー会 

以上 
 

2022（令和4）年6月2日 

議事録署名人 

代表理事  仁科良三 

監事  髙橋克文 

監事  福田惠太 
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2021-2022 年度 

第 6 回８複合 GST コーディネーター会議 議事録 

日時 ： 2022 年 3 月 23 日（水）  10：00～12：00 

場所 ： WEB 会議（Zoom） 

    【出席者】 

   GAT 日本全域リーダー／元国際理事   L 中村 泰久 

      GAT エリアリーダー(GST 担当)     L 識名 安信 

      330 複合地区 GST コーディネーター      L 井田 渉 

      331 複合地区 GST コーディネーター      L 松浦 淳一（欠席） 

      332 複合地区 GST コーディネーター      L 岸  秀年 

      333 複合地区 GST コーディネーター      L 田中 勝司（欠席） 

      334 複合地区 GST コーディネーター     L 浜島 清美（会議世話人） 

      335 複合地区 GST コーディネーター   L 江草 長史（11:00 で退席） 

      336 複合地区 GST コーディネーター      L 澤  辰水（欠席） 

      337 複合地区 GST コーディネーター      L 高橋 抒見（欠席） 

      OSEAL 調整事務局事務局長       マーズ佐子 

      OSEAL 調整事務局 GAT スペシャリスト 畠山 直子 

 

１．開会       8 複合 GST コーディネーター会議世話人 L 浜島清美 

  ・開会の宣言。 

 

２．出席者紹介    8 複合 GST コーディネーター会議世話人 L 浜島清美 

  ・会議資料の出席者一覧のとおり。 

  ・331 複合地区 GST コーディネーター L 松浦淳一、 

  ・333 複合地区 GST コーディネーター L 田中勝司、 

  ・336 複合地区 GST コーディネーター L 澤 辰水、 

  ・337 複合地区 GST コーディネーター L 高橋抒見の 4 名が欠席した｡ 

 

３．ＧＡＴ日本全域リーダー挨拶と報告 GAT 日本全域リーダー／PID  L 中村 泰久 

  ３／16 福島県沖地震のお見舞いの言葉 

  第 2 回 GST フォーラムについて 

 

４．ＧＡＴエリアリーダー挨拶          GAT エリアリーダー L 識名安信 

  ３／16 福島県沖地震のお見舞いの言葉 

  第 2 回 GST フォーラムについて 
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５．議事録作成者指名 

・MD332GST コーディネーターL 岸秀年が、議事録の作成を担当する。 

 

６．協議事項 

➀第２回 全日本 GST フォーラムについて 

１）会場および日程 

識名エリアリーダーより、１回目を関東で実施したので、２回目は関西で開催し

たい旨発言があり、全員が賛同した。 

そこで、３３５複合地区江草 GST コーディネーターより会場候補として４つの場

所と料金見積が紹介された。使用料等は 60 万円前後、交通の便も大差なかったが、

伊丹シティホテル以外はキャンセル料が大きく、各コーディネーターの意見はコ

ロナで中止もありうるのでキャンセル料の比較的低く抑えられる会場が良いとの

結論になった。会場を伊丹シティホテル決定し、料金を下げるためケーキとコー

ヒーのセットを無くしペットボトルのみにするよう江草コーディネーターに依頼

した。結果会場費は\402,500 となる見込み。また当会場の 6 月の予約可能日は 16

日（木）でしたのでその日に決定した。 

 

＜会場＞ 伊丹シティホテル 大宴会場（光琳） 

     兵庫県伊丹市中央 6-2-33 

          TEL 072-777-111 

＜日程＞ 2022 年 6 月 16 日(木) 

     受   付：13:30 

     フォーラム：14:00～17:00 

 

２）フォーラムテーマ 

これより３３０複合地区井田 GST コーディネーターが議事進行者として指名され

る。 

L 井田より、テーマを第１回と同様『拡げよう感動の奉仕 ～いまライオンズクラ

ブができること～』したい旨発言があり、全員の賛同を受けそのように決定した。 

 

＜開催趣旨＞ 

井田フォーラムリーダーより次の３点が趣旨として紹介され、全員の了解を得た。 

・多クラブの活動事例から、自クラブでできることを考えだす機会とすること。 

・多クラブが連携し、より大きなインパクトのある合同アクティビティを実施す

る契機とすること。 
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・地域社会への貢献→会員満足度の向上→会員維持→リーダーシップの発掘→会

員増強・新クラブ結成 という成功イメージを醸成し、GMA の取り組みへ繋げる

こと。 

 

＜フォーラムプログラム＞ 

（１） 基調講演 

山田 PIP のご出席を考え２０分程度の基調講演を井田フォーラムリーダー

から提案があったが、時間が足りなければかつあいしても良いのではとの

意見あり、中村 GAT 日本全域リーダーから、1 回目に山田 PIP の講演をい

ただいているので、もし出席いただける場合は「挨拶だけでも良い」との

了承をいただいた。 

また、識名 GAT エリアリーダーから「この時間に LCIF 交付事業について

オセアル事務所より説明をいただいたら」との提案があり皆の了解を得た

ので組み込むことにした。 

（２） アクティビティ好事例紹介 

・前回フォーラムで提出された「実行宣言」で今期中に実施予定とされた 

アクティビティの進捗及び実施報告 

・LCIF 交付金事業の好事例 

※紹介数は３～４クラブ程度。方式は前回と同様のインタビュー方式か？

動画作成の出来るメンバーの協力による紹介動画の放映等が井田フォー

ラムリーダーから提案されたがこの場では決定されず、最終決定は識名

GAT エリアリーダー・浜島 GST 世話人・井田フォーラムリーダーに任さ

れた。 

（３） グループディスカッション 

「あなたの地域の奉仕ニーズは？」 

「今、ここから始めよう！合同アクティビティ計画」 などなど 

以上２点が井田フォーラムリーダーから紹介されたが、コーディネーター

から特に意見・異論はなかった。 

 

３）参加対象者 

＜参加対象者＞ 

・協議会議長 ・地区ガバナー ・ガバナーエレクト ・第２副地区ガバナー 

・地区 GST コーディネーター ・クラブ会長 ・クラブ第１副会長 

・クラブ奉仕委員長 

以上の提案が井田フォーラムリーダーから提案があり全員の了承を得る。 

 

68



・地域社会への貢献→会員満足度の向上→会員維持→リーダーシップの発掘→会

員増強・新クラブ結成 という成功イメージを醸成し、GMA の取り組みへ繋げる

こと。 

 

＜フォーラムプログラム＞ 

（１） 基調講演 

山田 PIP のご出席を考え２０分程度の基調講演を井田フォーラムリーダー

から提案があったが、時間が足りなければかつあいしても良いのではとの

意見あり、中村 GAT 日本全域リーダーから、1 回目に山田 PIP の講演をい

ただいているので、もし出席いただける場合は「挨拶だけでも良い」との

了承をいただいた。 

また、識名 GAT エリアリーダーから「この時間に LCIF 交付事業について

オセアル事務所より説明をいただいたら」との提案があり皆の了解を得た

ので組み込むことにした。 

（２） アクティビティ好事例紹介 

・前回フォーラムで提出された「実行宣言」で今期中に実施予定とされた 

アクティビティの進捗及び実施報告 

・LCIF 交付金事業の好事例 

※紹介数は３～４クラブ程度。方式は前回と同様のインタビュー方式か？

動画作成の出来るメンバーの協力による紹介動画の放映等が井田フォー

ラムリーダーから提案されたがこの場では決定されず、最終決定は識名

GAT エリアリーダー・浜島 GST 世話人・井田フォーラムリーダーに任さ

れた。 

（３） グループディスカッション 

「あなたの地域の奉仕ニーズは？」 

「今、ここから始めよう！合同アクティビティ計画」 などなど 

以上２点が井田フォーラムリーダーから紹介されたが、コーディネーター

から特に意見・異論はなかった。 

 

３）参加対象者 

＜参加対象者＞ 

・協議会議長 ・地区ガバナー ・ガバナーエレクト ・第２副地区ガバナー 

・地区 GST コーディネーター ・クラブ会長 ・クラブ第１副会長 

・クラブ奉仕委員長 

以上の提案が井田フォーラムリーダーから提案があり全員の了承を得る。 

 

＜参加費＞ 

・２，０００円 

※ＷＷｅｅｂｂについては視聴のみの参加とする（ディスカッション無し） 

 中継のための業者手配がいらないので、参加費は無料とする。 

以上の提案が井田フォーラムリーダーからあり、反対意見もなくそのように決

定した。 

 

＜参加動員＞ 

 総数 ２００名 

 MD３３０ ４０名、MD３３１ １０名、MD３３２ １０名、 

 MD３３３ １０名、MD３３４ ３０名、MD３３５ ５０名、 

MD３３６ ３０名、MD３３７ ２０名 

会場の収容能力を鑑みると、３５０名まで受入可能（ソーシャルディスタンス 

の問題はあるが・・・）なので、上記割振りを超える参加を受け入れる方針で 

よいか？との提案が井田フォーラムリーダーの提案があり、特に異議もなかっ 

たのでそのように決まった。 

 

４）Ｗｅｂ対応 

・ＭＤ３３５および３３５－Ａ地区のＭＣＩＴ委員会に協力を要請する。 

    ＜万一、対面での開催が困難となった場合＞ 

 下記５．タイムテーブル（案）の内容の全てをｗｅｂ開催へ切り替えることも 

念頭におく必要があるかと思われる。その場合の、中継元及び中継のための協 

力者についても予め考え、協力者とともに打合せしておく必要がある。 

この審議事項は、開催複合地区の江草ＧＳＴコーディネーターが本日途中退席 

のため後日連絡することとなった。 

 

５）次第およびタイムテーブル（案） 

司会者 ８複合ＧＳＴコーディネーター会議世話人 Ｌ浜島 清美 

   １４：００ 

（１） 開会宣言                  司会者＜1 分＞ 

（２） 役員紹介  ※割愛？            司会者＜２分＞ 

（３） 役員挨拶              ＰＩＰ Ｌ山田實紘＜3 分＞ 

          ＧＡＴ日本全域リーダー ＰＩＤ Ｌ中村泰久＜3 分＞ 

（４） 挨拶及び趣旨説明 ＧＡＴエリアリーダー   Ｌ識名安信＜3 分＞ 

   １４：１２ 

（５） アクティビティ好事例発表 インタビュー   Ｌ井田 渉＜40 分＞ 
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   １４：５２ 

（６） ＬＳＩＦ交付金事業について OSEAL    オセアル事務局＜15 分＞ 

～ 換 気 休 憩 ＜5 分＞～ 

 

１５：１２ 

（７） グループディスカッション          ＜６０分＞ 

   １６：１２ 

（８） グループ発表                ＜４０分＞ 

（９） 講評                ＰＩＰ Ｌ山田實紘＜3 分＞ 

          ＧＡＴ日本全域リーダー ＰＩＤ Ｌ中村泰久＜２分＞ 

ＧＡＴエリアリーダー   Ｌ識名安信＜２分＞ 

   １６：５９ 

（10）閉会宣言                司会者＜1 分＞ 

※「５）次第およびタイムテーブル」は「２）フォーラムテーマ」の変更に合わ

せて記録者 L 岸がフォーラムリーダーのタイムテーブルを修正したもので、正式

なものではありません。 

 

 ②各複合地区報告 

  ・MyLion 報告率についての現時点での状況を中心に下記の複合地区の GST コーディネ 

ーターより報告があった。 

MD330、MD332、MD334 

 

 ③その他 

  ・オセアル調整事務局 GAT 畑山直子スペシャリストより 

MyLion 報告率に関してレオクラブからの報告が少ないので報告するよう指導のこ

と。親クラブとレオクラブの名称が同じ場合で報告率が５０％となっているとき

は親クラブかレオクラブのどちらかが報告していない場合です。 

 

  ・オセアル調整事務局 事務局長マーズ佐子局長より 

“KMSA FINAL Winners Doc 2020-2021_JA”を各地区・クラブに周知してアイディ

アを共有してください。 

    “レオクラブと若手ライオンズ”について 

        “奉仕の写真やビデオを共有” 地区やクラブが奉仕の様子を撮影した写真やビ

デオをオセアル事務局に提供してください。国際協会がライオンズの PR に利用

します。特に LCIF とのコラボ、アドボカシーに関するもの大歓迎。 
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（９） 講評                ＰＩＰ Ｌ山田實紘＜3 分＞ 

          ＧＡＴ日本全域リーダー ＰＩＤ Ｌ中村泰久＜２分＞ 

ＧＡＴエリアリーダー   Ｌ識名安信＜２分＞ 

   １６：５９ 

（10）閉会宣言                司会者＜1 分＞ 

※「５）次第およびタイムテーブル」は「２）フォーラムテーマ」の変更に合わ

せて記録者 L 岸がフォーラムリーダーのタイムテーブルを修正したもので、正式

なものではありません。 

 

 ②各複合地区報告 

  ・MyLion 報告率についての現時点での状況を中心に下記の複合地区の GST コーディネ 

ーターより報告があった。 

MD330、MD332、MD334 

 

 ③その他 

  ・オセアル調整事務局 GAT 畑山直子スペシャリストより 

MyLion 報告率に関してレオクラブからの報告が少ないので報告するよう指導のこ

と。親クラブとレオクラブの名称が同じ場合で報告率が５０％となっているとき

は親クラブかレオクラブのどちらかが報告していない場合です。 

 

  ・オセアル調整事務局 事務局長マーズ佐子局長より 

“KMSA FINAL Winners Doc 2020-2021_JA”を各地区・クラブに周知してアイディ

アを共有してください。 

    “レオクラブと若手ライオンズ”について 

        “奉仕の写真やビデオを共有” 地区やクラブが奉仕の様子を撮影した写真やビ

デオをオセアル事務局に提供してください。国際協会がライオンズの PR に利用

します。特に LCIF とのコラボ、アドボカシーに関するもの大歓迎。 

 

  ・GAT 日本全域リーダー中村 PID より 

“「思いやりは大切なこと」奉仕アワード”に応募いただきました全クラブに感謝

状を差し上げます。各複合事務局に記入シートをお送りしますので、記入の上

GAT JAPAN へ返送ください。 

    “「レオを育てる」のは昔から GST の役目です。レオを育てて、会員を増やしまし

ょう。” 

 

  ・フォーラムリーダーL 井田より 

    “「レオクラブを作る」→会員増”ならばフォーラムで話を聞く価値がありますね。 

“写真でプロモーション”ならば奉仕のフォトコンテストも考えられますね。 

 

・8 複合 GST 世話人浜島および MD332GST コーディネーターより 

「思いやりは大切なこと」奉仕アワードを MD 内のクラブ及びレオクラブが受賞し

た報告とお礼を述べた。 

 

７．閉会挨拶                   GAT エリアリーダー Ｌ識名安信 

  閉会宣言（お疲れさまでした。） 

 

議事録作成人 L岸 秀年 
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一般社団法人 日本ライオンズ 
2021-2022年度 第 6回 YCE委員会【WEB会議】要録 

 
◎日時：2022年 6月 13日（月）13:30－16:00 
◎場所：一般社団法人日本ライオンズ事務所（ZOOM併催） 
◎出席者： 
一般社団法人日本ライオンズ 
  理事長            仁 科  良 三（334-E地区 長野みすず LC）【欠席】 
  委員長（MD334議長）     山 本  基 博（334-B地区 恵那 LC） 
  委員（MD330YCE委員長）   青 木  秀 茂（330-A地区 東京吉祥寺 LC） 
  委員（MD331 YCE委員長）  大 澤  勝 雄（331-B地区 釧路ぬさまい LC） 
  委員（MD332 YCE委員長）  髙 堂  裕（332-F地区 秋田中央 LC） 
  委員（MD333 YCE委員長）  小 吹  勇（333-E地区 石岡 LC）【欠席】 
  委員（MD334 YCE委員長）  加藤  万寿夫（334-B地区 土岐織部 LC） 
  委員（MD335 YCE委員長）  吉 川  二 郎（335-C地区 奈良 LC） 
  委員（MD336 YCE委員長）   高 橋  淳（336-C地区 広島デルタ LC）【WEB参加】 
  委員（MD337 YCE委員長）  北  由 美 子（337-D地区 鹿児島第一 LC） 
   
オブザーバー： 
  333複合地区 YCE副委員長  藤 川  清 幸（333-E地区 前橋中央 LC）【代理参加】 

334複合地区 YCE副委員長  川 嶋  秀 典（334-C地区 浜松葵 LC） 【WEB参加】 
一般社団法人日本ライオンズ 
専務理事          村 木  秀 之（330-A地区 東京数寄屋橋 LC） 
事務総長         菅 原  雅 雄（330-A地区 東京堀留 LC） 

 
◎◎ 本本日日のの出出席席者者確確認認及及びび進進行行ににつついいてて  

⚫ 山本委員長は開会を宣言し、出席者は配布資料による確認とした。 
⚫ 山本委員長は高橋委員（MD336）のWEB参加を確認した。 
⚫ 山本委員長はMD333藤川清幸 YCE副委員長のオブザーバー参加を許可した。 
⚫ 山本委員長はMD334川嶋秀典 YCE副委員長のWEBオブザーバー参加を許可し
た。 

⚫ 村木専務理事はあいさつをした。 
（村木専務理事） 

➢ 今日が今年度最後の会議になります。一年間お疲れ様でした。皆様には今年度も
多くの課題について協議していただきました。この YCE 事業の再開に向けて、
山本委員長を始め、皆様にはライオンズクラブの重要な YCE事業の火が消えぬ
よう十分に検討していただき、前に進めていかれることを祈ります。 

⚫ 山本委員長はあいさつをした。 
（山本委員長） 

➢ 今日はご参加いただきありがとうございました。未熟な委員長ではありました
が、皆さんの協力をいただき、長年の懸案事項についてある程度の結論を出させ

内部資料 
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2021-2022年度 第 6回 YCE委員会【WEB会議】要録 
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◎◎ 本本日日のの出出席席者者確確認認及及びび進進行行ににつついいてて  
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➢ 今日が今年度最後の会議になります。一年間お疲れ様でした。皆様には今年度も
多くの課題について協議していただきました。この YCE 事業の再開に向けて、
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ていただいたかと思います。実際の交換事業が出来なかったことは残念でした

が、様々な状況や環境から安心、安全を確保しながら行っていく事業という観点

からみると、致し方ない判断だったかと思います。（一社）日本ライオンズの社

員総会ではまだ承認されていませんが、執行理事会では承認を得ているという

段階での発言として次年度の体制について若干触れさせていただきます。本年

度までは協議会議長が、（一社）日本ライオンズの一年理事として各委員会の委

員長となり、また日本ライオンズの常務理事として活動にかかわらせていただ

きました。私に限らず議長の皆様は大変多忙な年を過ごしてきました。その状況

を改善するために次年度から（一社）日本ライオンズの体制が変わります。協議

会議長であります一年目理事がそれぞれの委員会の副委員長として、その所属

する委員会に携わり、二年目理事の時に委員長となり委員会の運営に携わると

いう体制になります。1年目に副委員長として委員会に携わることより、2年目
にある程度、知識を持って委員長として委員会を運営するという流れにするこ

とがどの委員会も有効であろうということで、先日の理事会で承認されました。

次年度に限り、今年度の委員長が次年度も委員長をするという形になります。よ

って、次年度も私がこの YCE委員会の委員長をさせていただくことになります
ので、よろしくお願いします。 
 

◎◎ 議議事事録録作作成成人人のの指指名名  
⚫ 山本委員長は加藤委員（MD334）と吉川委員（MD335）を議事録作成人に指名し
た。 

◎◎ 前前回回のの要要録録のの確確認認  
⚫ 山本委員長は前回の要録を確認した。 

◎◎ 議議案案  
１１．．（（一一社社））日日本本ラライイオオンンズズ YYCCEE委委員員会会資資料料のの改改訂訂ににつついいてて  

⚫ 山本委員長は 2022年 4月 25日に改訂した「幹事旅行代理店業務内容（例）」を含
む「日本ライオンズ YCE委員会資料」の統合版の確認を各委員に依頼した。 

２２．．過過去去 33年年間間交交換換実実績績がが無無いい国国（（地地域域））のの扱扱いいににつついいてて  
⚫ 山本委員長は過去 3 年間交換実績が無い国（地域）の取り扱いについて各委員の
意見を求めた結果、現状維持との回答を得、次年度に申し送ることとした。 

⚫ 吉川委員（MD335）は、過去 3年間交換実績が無い国（地域）の取り扱い関連に
て、MD335が担当する交渉通信窓口国について調査をした結果を報告した。 

３３．．海海外外交交渉渉通通信信窓窓口口業業務務ににつついいてて  
⚫ 山本委員長は加藤委員（MD334）に「海外交渉通信窓口業務」資料について説明
を求め、加藤委員（MD334）はこの資料はMD334の YCE委員長引継ぎ資料で、
参考資料として参照されたいとした。 

４４．．そそのの他他  
◎◎海海外外交交渉渉通通信信窓窓口口業業務務のの情情報報共共有有ににつついいてて  
⚫ 藤川 MD333YCE 副委員長は MD333YCE 委員会において海外から来日の要望が
あった場合には交渉通信窓口担当MDではなく直接要望を受けたMDが交渉をし
てはどうかとの意見があり、また、各MDの YCE担当事務局員間でも情報共有し
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てはどうかとの意見があったと述べた。 
⚫ 高堂委員（MD332）は全日本レベルで業務を担当する仕組み作りを要望した。 
⚫ 加藤委員（MD334）は将来的に全日本レベルのコーディネーターを置き、運営す
る仕組み作りの提案をした。 

⚫ 山本委員長は各 MD の YCE 担当事務局員の情報共有ネットワークの構築や各事
務局員が本委員会各委員をサポートする仕組み作りの必要性について言及し、次

年度に申し送ることとした。 
◎◎22002233年年夏夏期期交交換換ににつついいてて  
⚫ 藤川MD333YCE副委員長は 2023年夏期交換実施について山本委員長に尋ね、山
本委員長は次年度の本委員会会議で協議すると回答した。また、それに関連して、

2022年冬期交換については今年度の本委員会で次年度へ「中止」の申し送りをし
たが、最終的には次年度の本委員会で決定する必要性があると述べた。 

◎◎派派遣遣費費用用ににつついいてて  
⚫ 青木委員（MD330）は山本委員長に派遣費用について下記のように尋ねた。 

➢ 現在、MD330 は幹事旅行代理店である名鉄観光にフランスへの派遣費用を
20 万円代に抑えて提案するように依頼しているが、その場合、MD334 の担
当のドイツへの派遣費用が 40万円代、フランスへの派遣費用が 20万円代と
なる可能性があるが同じヨーロッパ派遣でも大きく差がある状況でもよい

か？ 
⚫ 山本委員長は上記、青木委員（MD330）の質問に下記のように回答した。  

➢ 従来、通信担当MDとそのMDの指定旅行代理店である幹事旅行代理店が協
議の上、派遣費用を算定している。また、ヨーロッパ諸国担当のMD334はこ
れまで各国への派遣が少人数であること、そして安心安全な派遣を条件とし

て派遣費用を提案していると認識している。 
⚫ 加藤委員（MD334）は派遣費用について下記のように述べた。 

➢ 従来、派遣費用は幹事旅行代理店が提案する派遣費用について本委員会で内
容を説明し承認している。よって、フランスへの派遣費用が 20万円代にて提
案されることは担当MDの努力の結果であり、本委員会にて承認され決定さ
れると認識している。 

⚫ 青木委員（MD330）は山本委員長に派遣費用算出条件の安心安全レベルについて、
本委員会での統一した条件は必要ではなく、各MDの判断でよいかと質問した。 

⚫ 山本委員長は上記の青木委員（MD330）の質問に対し、下記のように回答した。 
➢ 安心安全の統一した条件を決めることは困難である。これまで各MDが積み
上げてきた安心安全レベルがあり、それを維持した上で派遣費用を安く抑え

ることが出来るのであればよいと思う。今まで積み上げてきた安心安全レベ

ルを下げてでも派遣費用を抑えたいということであれば、本委員会で協議す

べきである。 
  ◎◎来来日日生生のの旅旅行行保保険険ににつついいてて  

⚫ 高橋委員（MD336）はコロナ禍における来日生の旅行保険について各委員の意見
を求めた。 

⚫ 上記、高橋委員（MD336）の質問に対して、山本委員長は調べて回答するとした。 
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てはどうかとの意見があったと述べた。 
⚫ 高堂委員（MD332）は全日本レベルで業務を担当する仕組み作りを要望した。 
⚫ 加藤委員（MD334）は将来的に全日本レベルのコーディネーターを置き、運営す
る仕組み作りの提案をした。 

⚫ 山本委員長は各 MD の YCE 担当事務局員の情報共有ネットワークの構築や各事
務局員が本委員会各委員をサポートする仕組み作りの必要性について言及し、次

年度に申し送ることとした。 
◎◎22002233年年夏夏期期交交換換ににつついいてて  
⚫ 藤川MD333YCE副委員長は 2023年夏期交換実施について山本委員長に尋ね、山
本委員長は次年度の本委員会会議で協議すると回答した。また、それに関連して、

2022年冬期交換については今年度の本委員会で次年度へ「中止」の申し送りをし
たが、最終的には次年度の本委員会で決定する必要性があると述べた。 

◎◎派派遣遣費費用用ににつついいてて  
⚫ 青木委員（MD330）は山本委員長に派遣費用について下記のように尋ねた。 

➢ 現在、MD330 は幹事旅行代理店である名鉄観光にフランスへの派遣費用を
20 万円代に抑えて提案するように依頼しているが、その場合、MD334 の担
当のドイツへの派遣費用が 40万円代、フランスへの派遣費用が 20万円代と
なる可能性があるが同じヨーロッパ派遣でも大きく差がある状況でもよい

か？ 
⚫ 山本委員長は上記、青木委員（MD330）の質問に下記のように回答した。  

➢ 従来、通信担当MDとそのMDの指定旅行代理店である幹事旅行代理店が協
議の上、派遣費用を算定している。また、ヨーロッパ諸国担当のMD334はこ
れまで各国への派遣が少人数であること、そして安心安全な派遣を条件とし

て派遣費用を提案していると認識している。 
⚫ 加藤委員（MD334）は派遣費用について下記のように述べた。 

➢ 従来、派遣費用は幹事旅行代理店が提案する派遣費用について本委員会で内
容を説明し承認している。よって、フランスへの派遣費用が 20万円代にて提
案されることは担当MDの努力の結果であり、本委員会にて承認され決定さ
れると認識している。 

⚫ 青木委員（MD330）は山本委員長に派遣費用算出条件の安心安全レベルについて、
本委員会での統一した条件は必要ではなく、各MDの判断でよいかと質問した。 

⚫ 山本委員長は上記の青木委員（MD330）の質問に対し、下記のように回答した。 
➢ 安心安全の統一した条件を決めることは困難である。これまで各MDが積み
上げてきた安心安全レベルがあり、それを維持した上で派遣費用を安く抑え

ることが出来るのであればよいと思う。今まで積み上げてきた安心安全レベ

ルを下げてでも派遣費用を抑えたいということであれば、本委員会で協議す

べきである。 
  ◎◎来来日日生生のの旅旅行行保保険険ににつついいてて  

⚫ 高橋委員（MD336）はコロナ禍における来日生の旅行保険について各委員の意見
を求めた。 

⚫ 上記、高橋委員（MD336）の質問に対して、山本委員長は調べて回答するとした。 
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⚫ 加藤委員（MD334）は来日生の旅行保険はその来日生が自分でかけることが原則
であるが、それとは別に各 MD の判断で来日生に旅行保険をかけていると認識し
ているとした。 

⚫ 藤川MD333YCE副委員長はMD333では YCE事業に緊急事態対応費用として毎
年 100万円を積み立てていると述べた。 

⚫ 北委員（MD337）は MD337 も緊急事態対応費用を確保しており、また、来日生
が自身でかけてくる旅行保険に加え、MD337内各準地区が来日生に対して旅行保
険をかけていると述べた。 

    ◎◎（（一一社社））日日本本ラライイオオンンズズ YYCCEE委委員員会会のの立立ちち位位置置ににつついいてて  
⚫ 山本委員長は青木委員（MD330）から書面で届いた「（一社）日本ライオンズ YCE
委員会の立ち位置」について下記のように回答した。 
➢ 本委員会は各MD間の調整役と認識している。各MDのYCE委員長が各MD
を代表して本委員会の委員として参加し、各MDから上程された、もしくは
全日本レベルでの共通の認識や対応をしなければならない事由について本委

員会で協議し、決定をしていくのが本委員会であると考えている。 
  ◎◎（（一一社社））日日本本ラライイオオンンズズ委委員員会会のの会会議議要要録録のの取取りり扱扱いいににつついいてて  

⚫ 藤川MD333YCE副委員長は本年度、（一社）日本ライオンズ委員会会議要録が各
MDガバナー協議会事務局に届いていない件について質問した。 

⚫ 上記の藤川MD333YCE副委員長の質問に対して、菅原（一社）日本ライオンズ事
務総長は下記のように回答した。 
➢ 今年度、第一回（一社）日本ライオンズ理事会にて委員会会議要録は内部資料
として委員会委員にだけ配信するとした。必要であれば各 MD の委員長であ
る（一社）日本ライオンズ委員会委員はその資料を基に各MDにて協議してい
ただくようにお願いをしている。 

⚫ 本委員会委員は YCE 事業実施、中止についてすみやかに各 MD ガバナー協議会
に報告し協議する必要があるとして、本年度の本委員会は本委員会会議要録をす

みやかに各 MD ガバナー協議会事務局に配信することを（一社）日本ライオンズ
に要望し、次年度に申し送ることとした。 

◎◎YYCCEE事事業業実実施施、、中中止止のの決決定定ププロロセセススににつついいてて  
⚫ 北委員（MD337）は本委員会で決議した YCE 事業実施もしくは中止についてす
みやかに（一社）日本ライオンズ執行理事会、理事会に答申し、すみやかに各MD
に回答を伝えるよう山本委員長に要望した。 

◎◎22002233年年夏夏期期交交換換実実施施ににつついいてて  
⚫ 吉川委員（MD337）は 2023 年夏期交換実施の可能性について各委員に尋ね、高
橋委員（D336）は呼吸器科医師として種々条件はあるが交換実施の可能性はある
とした。 

    ◎◎次次年年度度本本委委員員会会会会議議のの日日程程ににつついいてて  
⚫ 加藤委員（MD334）は 2023 年夏期交換実施の有無を早期に決定する必要がある
ため、次年度、本委員会の第一回会議を 7月に開催することを提案した。 
 

◎◎各各MMDDのの取取りり組組みみににつついいてて  
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⚫ 吉川委員（MD335）は 335-B地区は 2023年夏季ユースキャンプに備え、2022年
8 月 1 日～8 月 7 日まで日本人高校生を対象としたユースキャンプを開催すると
報告した。 

⚫ 北委員（MD337）はMD337では 2泊 3日で 11月 12日～14日まで YCEサポー
ト研修会を開催予定であると報告した。 

⚫ 北委員（MD337）は 337-D地区はシンガポールのレオクラブ、シンガポール YCE・
OB生、337-D地区のレオクラブと YCE・OB生を集めウエブ交流会を開催した経
験があるので、要望があれば海外の学生とのウエブ交流会のお手伝いすることが

出来ると述べた。 
◎◎本本年年度度のの振振りり返返りりににつついいてて  
⚫ 山本委員長は各委員に本年度の振り返りの感想を求め、各委員が本年度の振り返
りと挨拶をし、村木専務理事の挨拶をもって本委員会を閉会した。 

 

 

2022年 6月 22日 

議事要録作成人：  
 

YCE委員（MD334）加 藤 万 寿 夫 
 
YCE委員（MD335）吉 川 二 郎 
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2021-2022年度 
一般社団法人日本ライオンズ 

第８回アラート全体会議（WEB） 議事録 

日 時 2022年 5月 31日（火）１５：００～１７：００ 
場 所 各 PCから接続（WEB会議接続システム Zoom 利用） 
出席者 別紙名簿 

議事録作成人：MD331アラート委員 L.能澤正明 
議事録署名人：L.山川 洋・事務局 
司会者：MD333アラート委員会班長 L.若林純也 

１．開会挨拶 東日本統括リーダー L.橋本修一 
月末の忙しい所ご苦労様です。福島沖地震の際のご支援に対し感謝申し上げます。

ありがとうございました。本日は宜しくお願いいたします。 

２．出席者確認、議事録作成人・署名人の確認  司会 ＭＤ333班長Ｌ．若林純也 

３．理事長挨拶 一般社団法人日本ライオンズ理事長 L.仁科良三 
  先日、福島沖地震の時は、グループラインに参加させてもらい、皆様が一生懸命
やり取りをしているのを見ておりましたので、山川委員長が心配されている費用の
件は承知しておりました。翌日の雨に備えてブルーシートを何とかしたいという中
でどなたかが手配し届けてくださり、何とか皆さんのおかげでやり遂げました。こ
れが現場の動きです。 
 今日は 3年前私がガバナーの時に台風 19号があり、その後コロナで計画は中断
しておりますがＬＣＩＦに資金を申請した際のプレゼンテーションの動画が有り
ますので、是非ご紹介したいのでご覧ください。 

４．委員長挨拶 日本ライオンズアラート委員会委員長 L.山川 洋 
仁科理事長プレゼンありがとうございました。今後の参考にさせていただきたい

と思います。また、アラート委員会にご支援ご協力をいただきありがとうございま
した。この場を借りて御礼申し上げます。 
私も次回の引継ぎ委員会で退任と思っておりましたが、新議長がいきなり委員会
の委員長は大変でしたので、理事会承認をいただき、もう 1年留任し。新議長は副
委員長を務め 1年間一緒に学び、翌年委員長になってリーダーシップを発揮しても
らう事となりました。 
日本ライオンズもまだまだ改善する点があります。一つの委員会がしっかりとし
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た形を作り上げる、特にアラート委員会は会則などもありますし、整備されており
ますので、他の委員会の為にもアラート委員会を完成させていきたいので宜しくお
願いします。 

 
５．協議及び報告 日本ライオンズアラート委員会委員長 L.山川 洋 
 
（１） アラート委嘱状に関する件 
  5 月 25 日に開催した執行理事会に案を提出し、特に反対意見は無く承認していた
だきましたが時期の事になりますので、次回理事会、7月の社員総会を経て確定する
ことになります。 

  また、来期のプロトコールに組み込む件につきましては、残念ながら三宮会則委員
長が欠席でしたのでお話し出来ませんでしたが、執行理事会ではお話させていただき  
今期中出来るだけ早く各複合に対し組織図に組み込んでいただくように働きかけ、引
継ぎをしっかり行いたいと考えています。 

 
（２） 福島県沖地震災害支援金報告 
  執行理事会では橋本統括リーダーより提出いただいた報告書により説明いたしま
した。我々の至らなかった点、ルールが確定していなかった、また、災害レベルも確
定していない中で行動し、本来は準地区、複合地区で解決していただく災害レベルで
したが、仁科理事長、執行理事の方にご理解いただき承認を戴きました。今後はしっ
かりしたルールに副って同様の事が起こらないよう説明しご理解をいただきました。 
アラート委員会は素晴らしい機動力のある委員会だと感謝しています。被災地の方に
も感謝され、支援の内容には全く問題が無かったという事で安堵しています。 

 
（３） アラート委員会次期引継ぎの件 
  まず、大きな異動がありました。西日本統括リーダーＬ．坂本惠市が退任されるこ
とになりました。後任は現ＭＤ336班長Ｌ藤井信英が就任されます。L.坂本には今後
はアドバイザーとしてご協力いただきます。 

  6 月 21 日の引継ぎ委員会は極めて重要な会議です。日本ライオンズの引継ぎは難
しいので次期委員も出席しますので是非闊達に意見を交換していただきたいので事
前に資料などもご提出ください。会議はハイブリッドです。 

 
６．アラート委員報告 
 
 ＭＤ330 L.森川明治郎 
  1年間お世話になりました。山川委員長の下、決まりごとの整理が出来てきました。
コロナ禍が明けてコミュニケーションを取りながら地区ガバナーとともに災害に向
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かう態勢を構築していただけるように、山川委員長のもと地区との融和を図りながら
メンバーの皆様に理解してもらえるアラート委員会を作っていただきたいと思いま
す。 

  
ＭＤ332 L.木川田明弘 
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さんに相談して作った資料だという事を補足させていただきます。私が各準地区の委
員長にお願いしているのは実働するのは各準地区、メンバーであり、私は啓蒙活動を
する立場で個人としては動けますが、アラートの緊急支援で活動される方が変な批判
をされないようにルール作り、制度作り、組織作りが必要で今年の 1年はかなり前に
進んだと思います。来期も積み重ね行って全国の皆さんが納得して動ける形が出来れ
ばと思います。私は今期で委員は終わり、来期、別の役職になります。2年間大変お
世話になりました。 

 
 ＭＤ331 L.能澤正明 
  3回のガバナー協議会の前に事前会議として、必ず鶴嶋議長出席のもとにアラート
委員会を開き情報共有をして参りました。アラートとは何かを浅野班長を中心に３地
区の委員長に伝えて参りましたが、地区ガバナーの理解度を高めるのに苦労しました。
班長を中心とした組織作りをしてアラートの活動を全メンバーに伝えるのが使命と
思っています。 

 
ＭＤ337 L.石永扶佐夫 

  6月 8日に複合の定例会議が有るので、議案として社団のアラート委員会、複合地
区、準地区アラート委員会の一元化した委員会組織を作って欲しいという要望を出し

79 



4 
 

ております。また、先日福岡の方にクラブ例会訪問をしましたが、災害が多い九州の
わりにアラート委員会が無いクラブがたくさんありますので、全クラブ向けにアンケ
ートを出しております。アラートの認識を強くしたいのと、独自に他の組織と災害協
定を結んでいるような所があれば複合全体で把握したいという事でアンケートを回
しております。MD337としては、まだまだアラート委員会は浸透がなく、複合年次
大会で発表したところで、理解がされない状態なので周知する所から始めて行かなく
てはなりません。 

  佐世保でのアラート・フォーラムですが、MD332・335・336・337 からの登録を
受け、地区内より地区外の登録者数が上回っている状態です。今日が締め切りですの
でよろしかったら登録をお願いします。 

 
 社団法人日本ライオンズ事務総長 L.菅原雅雄 
  今、全日本で地震が起きております。特に東京は直下型の地震があるのではないか
ということで頭を悩ませている状況です。皆様にはどんな方向でどのように備えれば
よいかという事をご指導いただきたいと思います。 

 
７．意見交換 
 委員長 L.山川   「次期議長でアラート委員会副委員長の適任者がいたら推薦し

てください。」 
 ＭＤ337委員Ｌ.石永 「熊本地震を経験し、人吉の災害の際は自ら泥かきをしていた

アラートに理解のある L.玉川はいかがでしょうか。」 
委員長 L.山川    「お声掛けいただけるならばお願い致します。」 

  
委員長Ｌ.山川    「ＪＶＯＲＤ加盟についてどう考えますか？」 
ＭＤ335委員 L.佐々木「自災害支援のボランティアとしてのスペシャリストが揃って

いるようなので、自分の勉強のために個人を募って参加する
ことは良いのですが、ライオンズクラブが他の組織に会費を
払って参加するのは前例がない事なので、アラート委員会と
して加盟する事は違うと思います。」 

委員長Ｌ.山川    「概ね皆さんもＬ.佐々木のご意見と同じようなので L.藤之原
にそのように伝えます。」 

 
8．総 評  アドバイザー Ｌ．柿原勝彦  

 日本ライオンズにアラート委員会が設立され、今期 3年目においてマニュアルに等
しい物が出来上がり、コミュニティ・ラインも出来ました。そういう意味で 3年経っ
てどうにか日本全体にアラート委員会の必要性が認知されたと思います。山川委員長
が残り、先程お話に出ましたMD337の玉川次期議長が副委員長を務めていただけれ
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ばと思いっております。二日前にMD335ガバナー協議会が有りました。次の議長に
してもアラ－トに関しては自分なりの考えでやろうとしているので、説明させてもら
いましたが、地区ガバナーから第二副地区ガバナーまで、いわゆるガバナー・チーム
は同じ感覚で取り組んでいただかないとアラート委員会がまとまって行かないと思
っています。新しくガバナーになられるアラートについてどの程度の認識を持ってい
るかがその地区のアラートの取り組みに温度差が出るので、仁科理事長にお願いしで
すが、社員総会でしっかりとお伝えいただきたい。 
私の所属地区のアラート委員長と話したこともないのですが、その機会がありませ
ん。ガバナーとアラート委員長を交えて準備会議を開きアラート活動に取り組んでい
きたい。 

 
９．閉 会 西日本統括リーダー Ｌ坂本 惠市 
   まず、この委員会発足当時から関わらせていただいて、クラブ・地区に呼んでい
ただいて感じることは、徐々に理解が深まってきていますが、一番感じるのは基本
的な部分で社団と複合地区、準地区との信頼関係が充分構築できていないのではな
いかと感じる場面がありました。来期以降も各複合地区、準地区との社団の信頼関
係を構築することが一番の基本になるのではないかと思っております。 
また、災害が起こるとひとつの単位として動くのは準地区です。ガバナーの理解が
ない事にはどうにもなりません。できれば副地区ガバナーの研修会にアラートのカ
リキュラムを必須として入れていただきたい。 
中・小規模の災害は別として、南海トラフ、東京直下型地震、富士山の噴火など

の大規模災害に当り、被害が及ぶ範囲が予想されているので、どこの地区がどの地
区を支援しに行くかを想定し、具体的に決めておいて地区間の連携をはかる必要が
あると考えています。 

   来期はアドバイザーとして残らせていただくようです。後任の L.藤井を宜しく
お願いいたします。 

 
委員長 Ｌ．山川 洋 
次回引継ぎ会議は 6月 21日（火）１５：００～１７：００ 松本楼を会場にハイブ

リッド形式で開催いたしますので、是非ご参加ください。 
 
 

議事録作成人 一般社団法人日本ライオンズアラート委員会 
331複合地区委員 能澤 正明 

議事録署名人 一般社団法人日本ライオンズアラート委員会 
委員長 山川  洋 
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第10回会議 報告書 

 
日　時：2022年5月10日（火）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者：国際理事                            渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　国際理事                            藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   𠮷𠮷 𠮷𠮷（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人副理事長     古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング委員長 

　　　　事務総長                            菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー                  荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

欠席者：国際理事                            川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

 

◉ 
　 
　団委員長の開会あいさつの後、渡部、藏、永田各国際理事からあいさつとホノ
ルル国際理事会の報告、古川副理事長からあいさつと社団の活動報告があったの
に続き、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 

 
　【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●次年度予算と印刷版発行回数 
　古川副理事長から、4月27日開催の第5回一般社団法人日本ライオンズ理
事会で取り上げられたライオン誌関連事項について報告があり、2022-23年
度日本ライオンズ予算案が前回委員会でまとめたライオン誌予算案通りに
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第10回会議 報告書 
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ブ　） 

欠席者：国際理事                            川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

 

◉ 
　 
　団委員長の開会あいさつの後、渡部、藏、永田各国際理事からあいさつとホノ
ルル国際理事会の報告、古川副理事長からあいさつと社団の活動報告があったの
に続き、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 

 
　【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●次年度予算と印刷版発行回数 
　古川副理事長から、4月27日開催の第5回一般社団法人日本ライオンズ理
事会で取り上げられたライオン誌関連事項について報告があり、2022-23年
度日本ライオンズ予算案が前回委員会でまとめたライオン誌予算案通りに

承認されたこと、また、2022-23年度はライオン誌の年6回発行のうちパイロ
ットとして2回をPDF配布とし、それによる経費削減効果を測りたいとの提
案がなされたことが説明された。説明を受けた後、吉田委員から「前回委
員会で2022-23年度は印刷版（印刷した冊子）の発行を年6回、2023-24年度
からは年4回と決めて、次期委員会に引き継ぐことを決定している。次年度
は印刷版年6回発行を維持するべき」との発言があった。さらに団委員長か
ら、社団理事会で印刷版年6回発行・送付の費用を含む次年度予算案が承認
されたことを古川副理事長に再度確認した。 
　委員会としては前回決定した通り、印刷版年6回発行を次期委員会に申し
送る。 
●2021年7月～22年3月ライオン誌関係会計報告 
　社団の正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目を確認し
た。3月にはライオン誌印刷版の発行がなかったので、直接出版費の予算消
化率は67.1%で先月からほぼ変動なし。毎月発行のデジタル版は9回発行完
了時点の予算消化率が58.6%と、コロナ禍で取材回数が減ったことが影響し
費用が抑えられている。 
 

2. 印刷版関係 
●2022年5･6月号（4月20日発行／83,600部）出来 
 　4月20日に発行した5･6月号の出来を確認した。 
●2022年7･8月号（6月20日発行）台割（案） 
 　「国際理事だより：川島、渡部国際理事」、「編集室：団委員長、星野編
集長」。「2022-23年度地区ガバナー紹介」（4ページ）を掲載する。国際本部配
信の「2020-21年度LCIF年次報告」はオセアル調整事務局に日本語訳の提供
を依頼し、2ページの記事にまとめる。4月開催のホノルル国際理事会決議事
項要約がこの号に間に合うよう入手出来た場合、台割を調整して掲載する。 
●2022年9･10月号（8月20日発行）台割（案） 
 　表紙は国際本部指定の国際会長ポートレート。同じく指定記事の「2022-23
年度国際会長テーマ」は要約版（2ページ）を掲載する。「モントリオール国
際大会」は取材を行わず、国際本部からの配信や、大会参加者からの提供に
よって集めた情報や写真を使用する。その際、従来の取材記事に準じた内容
で記事をまとめられるよう配慮する。「ライオンズ･インフォメーション」の
「国際理事だより」はモントリオール国際大会で就任する新国際理事に原稿
を依頼、「GAT情報」「日本ライオンズ情報」は休載する。 
●用紙代値上げ 
　共同印刷から提出された用紙代値上げの見積書を確認し、了承。値上げ
された価格は7・8月号分から適用される。 
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3. ウェブマガジン関係 
●2022年5月号（5月1日更新）出来 
　ウェブマガジン5月号の出来を確認した。 
●2022年6月号（6月1日更新）更新予定（案） 
　6月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し
た。 

●2022年7月号（7月1日更新）更新予定（案） 
　7月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し
た。「奉仕活動」3件のうち1件は該当クラブの都合で取材見合わせとなり、
他のクラブの取材を調整中であることが報告された。 

 
4. 主要記事予定 

●2021-22年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 

●2022年3、4月取材経費 
　3、4月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され確認した。 
●2022年5、6月取材経費概算 
　5、6月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。 
 

5. その他 
●ウェブマガジン専門部会 
　前回委員会で設置を決めたウェブマガジンのリニューアルに取り組む専門
部会について、団委員長から下記の構成が提案され、承認された。 

　　【ウェブマガジン専門部会】 
　　　　2020-22年度委員長　団英男 
　　　　　 　同　　編集長　星野勝美 
　　　　2019-20年度編集長、20-21年度副委員長　稲岡敬弘 
　　　　ITアドバイザー　荘英隆 
　　　　2022-23年度委員長　未定 

　今後、印刷版の発行回数を減らすことを見据えて、ウェブマガジンを会員
にとってより役立つものにバージョンアップして普及させることを目的に、
専門部会はリニューアルの具体案策定、業者との打ち合わせなどに当たる。
2023年3月のリニューアル完了を目標とし、同年2月までを活動期間とする。次
年度委員長が決定するまでの期間はその他の4人で活動し、次回委員会にリニ
ューアル完了までのロードマップを提出する。 
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●2022年5月号（5月1日更新）出来 
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●2022年6月号（6月1日更新）更新予定（案） 
　6月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し
た。 

●2022年7月号（7月1日更新）更新予定（案） 
　7月号の主要コンテンツについて、活動概要や取材経費が提出され承認し
た。「奉仕活動」3件のうち1件は該当クラブの都合で取材見合わせとなり、
他のクラブの取材を調整中であることが報告された。 

 
4. 主要記事予定 

●2021-22年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 

●2022年3、4月取材経費 
　3、4月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され確認した。 
●2022年5、6月取材経費概算 
　5、6月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。 
 

5. その他 
●ウェブマガジン専門部会 
　前回委員会で設置を決めたウェブマガジンのリニューアルに取り組む専門
部会について、団委員長から下記の構成が提案され、承認された。 

　　【ウェブマガジン専門部会】 
　　　　2020-22年度委員長　団英男 
　　　　　 　同　　編集長　星野勝美 
　　　　2019-20年度編集長、20-21年度副委員長　稲岡敬弘 
　　　　ITアドバイザー　荘英隆 
　　　　2022-23年度委員長　未定 

　今後、印刷版の発行回数を減らすことを見据えて、ウェブマガジンを会員
にとってより役立つものにバージョンアップして普及させることを目的に、
専門部会はリニューアルの具体案策定、業者との打ち合わせなどに当たる。
2023年3月のリニューアル完了を目標とし、同年2月までを活動期間とする。次
年度委員長が決定するまでの期間はその他の4人で活動し、次回委員会にリニ
ューアル完了までのロードマップを提出する。 

●サバンナ（ServannA）関係 
　全35準地区を対象に実施した「次年度の地区版サバンナ利用についての
アンケート」の回答結果を確認した。各地区が運用している地区版サバン
ナを2022-23年度に使用すると回答したのは34地区で、今年度と変わりな
し。地区版未使用の1地区は今年度からライオン誌発送先住所等の更新専
用システム（サバンナ）を利用している。よって、次年度もライオン誌発
送に必要な会員及びクラブ事務局の住所をサバンナから抽出出来ることを
確認した。 
●2022-23年度ライオン誌年間購読の請求書発行 
　クラブ事務局保管用や図書館等への寄贈用としてライオン誌印刷版の年
間購読を契約している約200クラブへの次年度分請求書（例年は7月1日付
で発行）を、次年度の印刷版発行回数が確定した後に発行・発送すること
を承認した。 
 
 

　審議終了後、団委員長が各委員に今年度これまでの委員会活動等について発言
を求め、ウェブマガジンの方向性や会員への普及策、アクセスの利便性向上など
について意見が発表された。各委員の意見を受けて団委員長は、「ライオン誌は
会員サービスの一環であると捉えるべきで、サービスを低下させないためにはど
うするべきかを考えていかなければならない」と述べた。 
　　 

閉会あいさつ　団委員長 
 
 
【次回開催予定】 

          6月7日（火）13:30～16:30（集合）＊終了後、懇親会
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2022 年 5 月 24 日 
 

2022 年年 5 月月ラライイオオンンズズククララブブ国国際際財財団団（（LCIF））理理事事会会審審議議事事項項にに関関すするる報報告告 
 

LCIF 理理事事  鈴鈴木木  誓誓男男 
 

2022 年 5 月 13 日に閉会した LCIF 理事会の審議内容及び決議事項について以下の通りご報告いたします。 
今理事会で審議され、承認された日本からの交付金申請は 6 件（ライオンズクエスト交付金 5 件、マッチング

交付金 1 件）です。承認された交付金のリストは添付をご確認ください。 
 
今回、プログラム委員会では、現在進行中のウクライナ避難民への支援に関して審議がありました。皆さんの

関心が高い分野ですので、この際に使用されたプレゼンテーションを翻訳したものを参考として添付します。 
 
皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。報告内容についてご質問がありましたら、LCIF 事務局

(LCIFTokyo@Lionsclubs.org) までお知らせください。 
 
 

マーケティング委員会 

 

o LCIFの Facebook ページを立ち上げてから、2019 年 4月から 2022年 4月までの

間に、Facebook 募金活動を通じて 27万 6,650米ドル以上の寄付が集まった。この四半

期（2022 年１月～４月）には、125件強の LCIFフェイスブック募金活動を通じて、約

３万ドルの寄付を獲得。フォロワー数は２４万２千人以上。  

o 2022年１月から４月のあいだのオンライン寄付は 200万ドル以上。 

o LCIFと共同で設立した「サイト・フォー・キッズ」プログラムにおけるジョン

ソン・エンド・ジョンソンとのパートナーシップ 20周年記念のプロモーションを開

始。 

o 国際大会では、キャンペーン 100の祝賀に重点を置き、LCIFブースに特設ステ

ージを設置。その他、総会、メルビン・ジョーンズ・フェロー昼食会、そしてキャンペ

ーン 100を祝うドナーレセプションなどを予定。 

o LCIFと LCIの各マーケティング部門のあいだの継続した協力関係について、さ

らに推進。  

 

開発委員会 

o 2022年 5月 9日の時点で、キャンペーン 100は、現金、誓約残高、モデルクラ

ブ、およびレガシープログラム誓約残高の合計で約 2億 9,600万ドルを獲得。これは、

キャンペーンの目標である 3億ドルの 99％に相当。今後 6週間で 400万ドル強を集め

る必要がある。 

o これまでに、LCIF のリード・メジャードナープログラムはキャンペーン 100の

ために 4,600万ドルを獲得。 
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o ライオンズレガシーソサエティのメンバーは、現在米国とカナダにおり、今後日

本を含め他の国でもこのプログラムが実施される予定。これまでに、レガシーソサエテ

ィのメンバーからは LCIFとキャンペーン 100に対し、合計 600万ドル以上の誓約がさ

れている。 

o 今年度、企業等からの寄付は 26％増加し、継続的な成長がされている。戦略計

画の一環として、会則地域１，２，６での推進のため、タスクフォースが結成された。 

o キャンペーン 100が終了した後の LCIF表彰制度の骨子について検討し、LCIF の

寄付者表彰がファンドレイジングのツールとしてより効果的なものとなるため、今後概

要案をまとめていく。 

o LCIFと MD 111 –ドイツ・ライオンズ（ドイツライオンズ財団）とのパートナーシ

ップを検討し、このパートナーシップの成果として、キャンペーン 100に合計 1650万

ドルが寄付されたことを確認。 

 

プログラム委員会 

o 総額 350万ドル余りを要請する 60件の交付金申請を審査し、総額 340万ドル余

りに及ぶ、59 件の交付金を承認。これにより、およそ 880,806人が恩恵を受ける見込

み。1 件の申請を保留。    

  

o ライオンズクエスト・プログラムのクロアチアにおける国連薬物犯罪事務所

（UNODC）との共同出資事業拡大を支援するべく、15 万 7,983ドルの理事会主導交付金

を承認。 

 

o 以下の主要パートナーシップとプログラムの進捗状況を確認。 

aa.. ライオンズのはしか・風疹に対する取り組み  

bb.. グローバル HOPEとのパートナーシップ    

cc.. パートナー共同出資の最新情報  

dd.. LCIF-スペシャルオリンピックス：「ミッション・インクルージョン」パー

トナーシップ    

  

  

o 交付金のコンプライアンスについて、３２４複合地区（インド）のコロナ援助指

定交付金の使用について審議し、疑惑が外部監査人によりある程度裏付けられたため、

この複合地区と所属準地区からの新しい交付金申請については、複合地区からの回答が

あるまで、管理上の一時停止措置を継続する。 

 

o 南スーダンのライオンズに対する 1万ドルの交付金について、様々な選択肢を検

討した結果、Dr.アノノの言動がライオンらしからぬ行動であるかどうかについての検
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討を、ライオンズクラブ国際理事会に付託することを推奨し、南スーダンのライオンズ

からの交付金申請書の検討について、モラトリアム（一時停止）とする。  

 

o 複合地区 104 ノルウェーからの要請について、現在進行中の交付金について満

足な最終報告書が提出されることを条件に、2022年 8月の会議で再度検討することを

決定。 

 

o 日本のライオンズは、2017年以降、スペシャルオリンピックス日本とパートナ

ーシップを結んでおり、 現在のパートナーシップ期間は 2020年から 2025年までで、

年間 10万ドルの資金提供を含むものとなっている。  LCIFは、スペシャルオリンピッ

クス本部に直接送金し、そこからスペシャルオリンピックス日本に資金が転送されるこ

ととし、2022年分の送金分として、10万ドルの理事会主導交付金を承認。  

 

o 複合地区 306スリランカからの指定寄付案を検討し、新しい眼科病院の設立のた

めの指定寄付金の受付は推奨しないことを決定。 現地ライオンズには、既存事業の拡

大を奨励する。    

 

o エジプトの寄付者から寄せられた、アフリカの遠隔地におけるヘルスセンターの

建設を支援する指定寄付について、提案書を検討。スタッフには、エジプトのライオン

ズに回答し、フィードバックと次のステップに向けたアドバイスを伝えるよう指示。 

 

o 小児がん交付金 CCG19731/317-Fについて、インド国外からの電子送金の許可を

得るのに遅延が生じることから、再びこの交付金を LCIFインドの交付金として支給し

てほしいとのリクエストについて検討。  実行する際のロジスティック上の課題と、

LCIF交付金を LCIFインドの交付金に切り替える前例を作ってしまう危険性から、委員

会はアクションを取らないことを決定。  交付金受領者は、インドの法律に従って

FCRA登録を行う必要があり、その後、交付金の支給を受けることができるようにな

る。 

 

o 複合地区 306スリランカより、スリランカ保健省に寄贈する医薬品の購入支援に

ついての要請があり、審議した。  この要請の背景は、医療システムを圧迫している同

国の政治経済的危機であり、同複合地区のコロナ援助指定寄付の余剰分をこうした別の

用途に使いたいという提案書が提出されれば、スタッフが LCIF理事長との相談の上で

検討できると判断し、 提案書の中で、スリランカ保健省に寄贈する医薬品の購入のた

めに資金が使われる旨を説明することが可能であることを指示する。 
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              DDIISSTTRRIICCTT  333344－－CC  CCAABBIINNEETT  OOFFFFIICCEE  ((SSHHIIZZUUOOKKAA－－KKEENN))  
         Minami-cho Daiichi Bldg.3F.6-1Minami-cho Suruga-ku Shizuoka 422-8067 Japan PHONE(054)286-8922 FAX(054)286-8919  

    2021～2022アクティビティスローガン 愛愛とと和和のの心心のの奉奉仕仕でで，，夢夢とと希希望望にに満満ちちたた未未来来をを拓拓ここうう！！  
Governor L. Tsuguya FUJII    URL http://www.lions334-c.org  E-mail webmaster＠lions334-c.org 

 

                  ＭＭＡＡＩＩＬＬ発発信信        ２０２２年７月７日 
 現・前 

    複合地区ガバナー協議会議長 各位 

    準地区ガバナー       各位  

                                   ライオンズクラブ国際協会  

３３４－Ｃ地区 

                                   前地区ガバナー 藤井嗣也 

 

 

「熱海土石流災害支援金」収支報告について 

 

拝啓 盛夏の候、各位にはご清栄にてご活躍のことと拝察申し上げます。昨年の当地区内熱海市に 

おける土石流災害から早くも一年が経過いたしました。時の過ぎ去る速さに驚くとともに、その節 

の温かいご配慮とご支援に心より厚く御礼を申し上げます。 

    さて、大変遅くなりましたが、別紙「熱海市伊豆山土石流災害支援金収支報告書」をお送り申し 

   上げます。支援金口座につきましては、当初当地区として開設いたしました口座と熱海ライオンズ 

クラブ独自の口座と２口となっており、各口座に日本国内各地区各クラブより多くのご送金を賜り 

ましたので、該当地区・クラブ宛にはその都度御礼状をお送り申し上げました。 

   別紙は、今年６月２９日現在のもので、２口宛にお送り頂きました支援金を統一し、熱海ライオン 

ズクラブに管理・支出を委託した結果の収支報告書となります。 

    なお、日本国内各地区より多くの支援金をお寄せいただきましたので、現・前 社）日本ライオ 

ンズ理事長各位、並びに、同アラート委員長各位宛にも当方より収支報告をお送りさせていただき 

ました。 

    以上、ご報告ととともに今回の温かいご支援とご配慮に心より感謝と御礼を申し上げます。末筆 

ながら、今後のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げます。 

誠にありがとうございました。                           敬具 
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３
町
へ
米
支
援

3
3
5
地
区

2
6
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

¥
7
0
8
,
3
5
1

静
岡
茶
の
国
会
議

（
災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
よ
り
要
請
）

¥
4
0
0
,
0
0
0
伊
豆
山
子
ど
も
交
流
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）
実
施
支
援

3
3
6
地
区

2
4
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

¥
9
7
6
,
5
7
4

熱
海
市
消
防
本
部

¥
2
9
1
,
5
8
7
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
１
０
台
・
乾
電
池
 
￥
２
０
２
,
１
６
３

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
用
飲
物
 
￥
８
９
,
４
２
４

3
3
7
地
区

1
7
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

¥
7
8
1
,
0
0
0

伊
豆
山
復
興
団
体
テ
ン
カ
ラ
セ
ン

¥
2
,
0
0
0
,
0
0
0
伊
豆
山
浜
会
館
　
運
営
費
用

雑
収

入
他

¥
4
,
7
0
0
初
期
預
金
\
2
,
8
0
0

ｱ
ﾗ
ｰ
ﾄ
委
員
会
\
1
,
9
0
0

伊
豆
山
漁
業
会

　
　
　
　
「
復
興
協
力
金
」

¥
2
,
0
0
0
,
0
0
0
伊
豆
山
港
　
復
興
支
援

利
息

¥
4
6

熱
海
市
社
会
福
祉
協
議
会

¥
1
,
6
5
0
,
0
0
0
元
伊
豆
山
農
協
建
物
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
再
利

用
支
援

振
込
手
数
料

¥
5
,
8
3
0

繰
越
金

¥
1
,
0
0
9
,
3
5
3
今
後
支
援
金
等
運
用

¥
2
0
,
6
4
3
,
9
2
1

　
　
　
　
　
合
計

¥
2
0
,
6
4
3
,
9
2
1

会
長

：
川

﨑
秀

和
、

幹
事

：
水

谷
幸

伸
、

会
計

：
相

川
 
守

熱
海

市
伊

豆
山

土
石

流
災

害
支

援
金

（
地

区
別

）
　

収
支

報
告

　
　

令
和

４
年

６
月

２
９

日
現

在

収
入

支
出

各
地

区
 
支

援
金
収
入

　
　

　
　

　
　

合
計
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複　合　レ　ベ　ル





氏　　名 地区

安井　克之 旭川東 Ｂ

杉本　忠夫 札幌ライラック Ａ

議長 須藤　敏幸 伊達 C

副議長 馬場　哲也 函館東 C

幹事 松浦　淳一 岩見沢はまなす A

会計 阿部　　昭 士別 Ｂ

須藤　敏幸 伊達 C

鶴嶋　浩二 札幌中島 Ａ

石岡　憲義 函館臥牛 C

一般財団法人
日本ライオンズ

副理事長 小野寺眞悟 札幌北の杜 Ａ

鶴嶋　浩二 札幌中島 Ａ

GATコーディネーター

諏訪　昇三 札幌時計台 A

阿部　　昭 士別 B

松浦　淳一 岩見沢はまなす A

及川　隆人 苫小牧ハスカップ C

設楽　幸子 札幌アカシヤ A

一般社団法人　関係委員会

本所　光男 室蘭東 C

鈴木　善一 千歳 A

奥山　幸一 函館みなと C

本所　光男 室蘭東 C

YCE委員会　委員 大澤　勝雄 釧路ぬさまい B

アラート委員会　委員 能澤　正明 札幌トラスト A

アラート委員会　班長 浅野　敬一 北見中央 B

３３１複合地区　各委員会

委員長 奥山　幸一 函館みなと C

委員長 本所　光男 室蘭東 C

委員長 牧野　修一 美唄 A

委員長 大澤　勝雄 釧路ぬさまい B

副委員長 鈴木　喜博 三笠 A

副委員長 藤田　忠一 名寄 B

副委員長 末永　玲子 函館グリーン C

会則委員会　委員

国際大会委員会　委員

２０２２－２０２３年度　３３１複合地区ガバナー協議会役員構成表

2022.7.19

役　  職 クラブ名

ガバナー協議会顧問　　元国際理事

ガバナー協議会顧問　　元国際理事

ＹＣＥ委員会

会則委員会

国際大会委員会

ＧＬＴ　ＭＤコーディネーター

３３１－C地区前ガバナー

３３１－C地区ガバナー

３３１－B地区ガバナー

一般社団法人
日本ライオンズ

（社）日本ライオンズ　理事

ＧＳT　ＭＤコーディネーター

ＬＣＩＦ　ＭＤコーディネーター

ＭＣ・情報テクノロジー委員会

ＳＣＰ・ＦＷＴ　ＭＤコーディネーター

ＬＣＩＦ　エリアリーダー（東）

ＧＭＴ　ＭＤコーディネーター

 ガバナー
 協議会 ３３１－Ａ地区ガバナー

ライオン誌日本語版委員会　委員

国際理事候補者推薦選挙管理委員会　委員

（社）日本ライオンズ　常務理事

（社）日本ライオンズ　会計監事
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氏　　名 地区

委員長 新保　秀宜 岩見沢中央 A

委員長 広瀬　寛人 富良野 B

委員長 堀野　明 函館中央 C

委員長 美田　法賢 札幌パイオニア A

副委員長 藤原　回向 稚内北斗 B

副委員長 渡部　義男 苫小牧中央 C

委員長 服部　昌平 札幌中島 A

副委員長 大島　尚久 釧路みなと B

副委員長 堀野　明 函館中央 C

委員長 能澤　正明 札幌トラスト A

副委員長 浅野　敬一 北見中央 B

委員 中野　政光 長沼 A

委員 佐藤　豪一 帯広かしわ B

委員 作並　真一 函館みなと C

委員長 佐々木忠康 小樽 C

委員 設楽　幸子 札幌アカシヤ A

委員 藤原　回向 稚内北斗 B

委員 渡部　義男 苫小牧中央 C

委員 美田　法賢 札幌パイオニア A

委員 伊東　隆志 北見 B

委員 齋藤　尚仁 函館北斗 C

委員長 吉田　　寛 函館東 C

事務局長 玉井　大輔 函館東 C

委員 道下　将秀 岩見沢はまなす A

委員 前野　光延 帯広 B

委員長 吉居　大輔 伊達 C

副委員長 吉田　　寛 函館東 C

副委員長 渡辺美智留 岩見沢はまなす A

副委員長 喜多　武彦 士別 B

事務局長 玉井　大輔 函館東 C

ガバナー協議会事務局運営委員会

ライオンズクエスト委員会

アラート委員会

長期計画リサーチ委員会

年次大会委員会

会計監査委員会

役　  職 クラブ名

青少年育成委員会（薬物・レオ）

次世代リーダーシップ研究会

環境保全・献血・献眼委員会

ＬＣＩＦ委員会
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特別委員会

委員長 齊田　博文 札幌清田 A

副委員長 森川　知之 札幌中島 A

副委員長 木村　宏幸 釧路みなと B

副委員長 今野　靖晃 函館東 C

委員長 山﨑　　巌 札幌北の杜 A

副委員長 片山　雅裕 札幌北の杜 A

副委員長 中野　修吾 稚内北斗 B

副委員長 高瀬孝太郎 函館東 C

GAT委員会

氏　　名 地区

委員長 阿部　　昭 士別 B

副委員長 西國　宏冶 札幌清田 A

副委員長 熊谷　淳史 北見白樺 B

副委員長 松浦　則雄 函館北斗 C

委員長 諏訪　昇三 札幌時計台 A

副委員長 其田　勝則 砂川 A

副委員長 柳澤　豊 留萌みなと B

副委員長 作並　真一 函館みなと C

委員長 松浦　淳一 岩見沢はまなす A

副委員長 小玉　享幸 札幌中島 A

副委員長 中村　文彦 旭川平和 B

副委員長 玉井　大輔 函館東 C

委員長 設楽　幸子 札幌アカシヤ A

副委員長 熊谷　敬子 札幌北の杜 A

副委員長 土谷　節子 帯広さくら B

副委員長 荒川　祥子 倶知安 C

ＧST委員会

ＳＣＰ・ＦＷＴ委員会

ＧＬＴ委員会

ＧＭＴ委員会

役　  職 クラブ名

OSEALフォーラム準備委員会

一般財団法人日本ライオンズ委員会
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331-C地区報告





地区ガバナースローガン 国際会長 ブライアンE．シーハン

　L𠮷𠮷𠮷𠮷原　成昌　（苫小牧ハスカップLC）
　L石岡　憲義　（函館臥牛LC）
　L本所　光男　（室蘭東LC）
　L佐々木忠康 （小樽LC）
　L松浦　則雄　（函館北斗LC）
　L髙橋　和雄　（苫小牧LC）
　L奥山　幸一　（函館みなとLC）
　L中嶋　　辛 　（室蘭北斗LC）
　L茂尾　　実 　（黒松内LC）
　L小玉　　誠　 （苫小牧白鳥LC）
　L後藤　　忍　 （函館グリーンLC）
　L田中　　稔　 （苫小牧中央LC）
　L荒川　隆志　（室蘭東LC）

　L田中　　稔　 （苫小牧中央LC）
　L荒川　隆志　（室蘭東LC）

     

　 　

　

　

　

ｆ

１Z こどもサポートクラブ支部 ２Z アミカル支部 １Z 友絆会支部１Z 若獅子会支部 １Z わかぶな支部 １Z メディカルケアピープル支部
4R 函館東LC ４R 函館グリーンLC ５R 苫小牧ハスカップLC

L
遠
藤
　
秀
明

L
尾
崎
　
賢
一

L
笹
谷
　
正
史

ク　ラ　ブ　支　部

１R 木古内知内LC ２R 黒松内LC 4R 函館東LC

L
渋
谷
　
昌
彦

L
佐
藤
　
幸
博

L
大
坪
　
　
優

L
佐
藤
　
玄
一

L
渡
辺
　
隆
広

L
高
田
　
芳
和

L
木
村
　
　
孝

L
伊
藤
　
健
一

L
橋
本
　
一
美

L
本
多
　
弘
幸

L
小
沼
　
和
夫

L
両
川
　
武
弘

L
高
田
　
眞
樹

L
木
村
有
加
里

L
相
原
慎
太
郎

L
伊
藤
　
俊
子

L
嶋
﨑
　
宏
史

L
久
坂
　
　
進

L
稲
見
　
裕
一

L
新
岡
　
博
正

L
河
野
　
昭
次

L
平
出
　
陽
子

L
小
山
　
直
子

L
片
岡
　
　
博

L
石
崎
　
幸
男

L
阿
相
　
忠
佑

L
藤
本
　
　
圭

L
嘉
堂
　
卓
也

L
石
岡
　
憲
義

L
石
原
　
　
諭

L
勝
俣
　
　
智

L
富
山
　
信
行

L
荒
木
　
明
美

L
木
村
　
謙
一

L
生
田
　
　
豊

L
白
石
　
勝
士

L
田
中
　
秀
治

L
門
脇
　
宏
幸

L
山
田
　
繁
樹

L
広
地
　
紀
彰

L
吉
谷
　
一
孝

L
亀
谷
　
和
人

L
舘
岡
　
恵
一

L
永
井
　
武
憲

L
笹
山
　
陽
子

L
中
鉢
　
義
登

L
石
井
み
ず
江

L
田
中
　
寛
志

L
吉
村
　
政
哉

L
木
村
　
嘉
広

L
小
川
　
哲
司

L
高
橋
　
國
夫

L
木
村
　
誠
志

L
山
戸
　
準
也

L
竹
田
　
宗
弘

L
荒
川
　
祥
子

L
阿
部
　
和
久

L
山
城
栄
太
郎

L
中
井
　
義
仁

L
岩
崎
　
勇
樹

L
堀
川
　
　
一

L
永
井
　
惠
亮

L
菅
原
　
哲
也

L
小
谷
　
孝
夫

L
佐
々
木
賢
一

L
草
野
　
伸
彦

L
成
澤
　
五
郎

L
佐
藤
　
幸
春

L
種
市
　
　
誠

L
宮
﨑
　
尚
浩

L
加
藤
　
朋
二

L
中
川
　
　
通

L
佐
藤
　
剛
人

L
寅
尾
　
裕
志

L
竹
内
　
　
司

L
蛭
子
井
眞
市

L
水
野
　
幸
文

L
山
田
　
顕
人

L
工
藤
　
鉄
男

L
福
田
　
正
樹

L
中
村
　
英
樹

L
紺
谷
ひ
ろ
美

L
加
藤
　
　
健

会
長

幹
事

会
長

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

苫
小
牧
白
鳥

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

会
長

幹
事

ハ
ス
カ
ッ
プ

苫
小
牧

む
か
わ

苫
小
牧
中
央

安
平

厚
真

函
館
中
央

函
館
グ
リ
ー
ン

函
館
み
な
と

苫
小
牧

静
内

新
冠

函
館
海
峡

上
磯

函
館
元
町

函
館
臥
牛

八
雲

森
室
蘭
東

白
老

登
別
中
央

函
館
東

小
樽
み
な
と

ニ
セ
コ

小
樽
う
し
お

室
蘭

洞
爺

伊
達

函
館

江
差

北
檜
山

奥
尻

函
館
北
斗

知
内

木
古
内

松
前

北桧山LC
L伊関　寿之 L熊澤龍一郎 L遠藤　勝也 L和泉　薫 L渡辺　晃男 L作並　真一 L田外　清 L佐藤　聖

小
樽

余
市

岩
内

黒
松
内

小
樽
中
央

俱
知
安

新冠LC 苫小牧白鳥LC小樽LC 室蘭LC 登別中央LC 上磯LC 函館みなとLC小樽うしおLC

室
蘭
北
斗

登
別

函館みなとLC 新冠LC 苫小牧白鳥LC

ゾーン委員 ゾーン委員 ゾーン委員 ゾーン委員 ゾーン委員 ゾーン委員 ゾーン委員

北桧山LC 小樽LC 小樽うしおLC 室蘭LC 登別中央LC 上磯LC

ゾーン委員

L前側　進 L山塙　武 L小川　哲司 L庄司　典弘 L大島　秀雄 L鐙谷　朝詩 L三品　孝浩 L橋本　正美 L鈴木　秀作
GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE GAT・YCE

伊
達

L
小
林
拓
二

函
館
み
な
と

L
嘉
堂
卓
也

函
館
臥
牛

第２Z 第１Z 第２Z
ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン

第１Z 第１Z 第２Z 第１Z 第２Z 第１Z
ゾーンチェアパーソン ゾーンチェアパーソン

L
山
形
俊
英

函
　
館

L
五
十
嵐
公
憲

俱
知
安

L
木
村
耕
志

函
館
東

１R ２R ３R ４R ５R

函
館
中
央

L
本
間
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上
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委員 委員 副委員長 副委員長 　L玉井　大輔　（函館東LC）

L
今
野
靖
晃

函
館
東

L
富
山
信
行

函
館
東

L
青
山
和
晴

副委員長 委員 委員 委員 委員 委員
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る

　L吉田　寬　 　（函館東LC）
事務局次長 事務局長 副委員長 委員１R 委員２R 委員３R 委員４R 委員５R

L
鐙
谷
朝
詩

上
磯

４
R
1
Z

　L茂尾　　実 　（黒松内LC）

※元地区ガバナーは、名誉顧問会を兼任する。
　L小玉　　誠　 （苫小牧白鳥LC）
　L後藤　　忍　 （函館グリーンLC）

　
L
高
瀬
孝
太
郎

　L奥山　幸一　（函館みなとLC）
函
館
東

函
館
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５
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末
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一

　
L
松
本
　
衛

　
L
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野
　
明

　
L
佐
々
木
　
亮

１
R
1
Z

　L本所　光男　（室蘭東LC）
　L佐々木忠康 （小樽LC）
　L松浦　則雄　（函館北斗LC）

委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長

２
R
２
Z

　L中嶋　　辛 　（室蘭北斗LC）

L
鈴
木
秀
作

苫
小
牧
白
鳥

５
R
2
Z

L
橋
本
正
美

新
冠

　L齋藤　尚仁　（函館北斗LC）
☆　委員
　L北島　孝雄　（木古内・知内LC）　
　L𠮷𠮷𠮷𠮷原　成昌　（苫小牧ハスカップLC）

各チームメンバー（ZC） 　L石岡　憲義　（函館臥牛LC）

L
大
島
秀
雄

登
別
中
央

L
松
浦
則
雄
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　L北島　孝雄　（木古内・知内LC）　 　L須藤　敏幸　（伊達LC）
　L渡部　義男　（苫小牧中央LC）L

脇
田
　
忠

　L髙橋　和雄　（苫小牧LC）
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上
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館
東

委員長 委員長

地
区
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ー

苫小牧中央LC 苫小牧中央LC

GMA 元地区ガバナー

ア
ラ
ー
ト
委
員
会

会
則
委
員
会

E
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・
　
　

I
T
委
員
会

環
境
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会
福
祉

次
世
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リ
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ー
　
　

研
究
委
員
会

献
眼
献
血
委
員
会

L
田
中
敏
治

小
樽
う
し
お

L明石　章彦
コーディネーター コーディネーター 地区キャビネット副会計 地区キャビネット副幹事 函館中央LC

長期計画リサーチ委員会
チーム副リーダー リーダー 　L中村　全博　（小樽LC）　 ☆　副委員長

L玉井　大輔 地区GMAチーム 地区GMAチーム副リーダー

L生田　豊
函館臥牛LC 函館みなとLC 函館北斗LC 函館東LC 函館東LC 伊達LC 苫小牧中央LC 函館北斗LC 小樽LC

L玉井　大輔 L吉田　　寛 L須藤　敏幸 L渡部　義男 L齋藤尚仁 L中村　全博
函館海峡LC

第一副地区ガバナー 第二副地区地区ガバナー 長期計画
地区会計監査

GAT
地区LCIF 地区GMT 地区GLT 統　括 地区キャビネット会計

地区GMAチームサポーター 地区GMAチームサポーター 地区名誉顧問会議長 地区GMAチームリーダー 地区GMAチームリーダー リサーチ委員長副コーディネーター コーディネーター コーディネーター

L
後
藤
　
忍

函
館
グ
リ
ー
ン

地
区
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L石岡　憲義 L奥山　幸一

ライオンズクラブ国際協会　３３１‐C地区  組織表
地区ガバナー

GATファシリテーター
地区LCIFコーディネーター

L馬場　哲也

〈２０２２年7月～２０２３年6月〉
函館東LC

ゾーン委員
L木村　嘉広

地区キャビネット幹事 前地区ガバナー

L松浦　則雄

L荒川　祥子
倶知安LC 函館東LC L坂本　将一 L脇田　忠

地区FWT 地区GST

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
副
幹
事

L
荒
川
祥
子

地
区
F
W
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L
玉
井
大
輔

地
区
大
会
・
国
際
　
　

　
大
会
委
員
会

【We Serve】
地域からの再起動！ 待ったなし✋✋の改革！
・温故知新～古い教えを学び 新しい解釈を得る。

We Serve

TTooggeetthheerr WWee    CCaann
・単純で、当たり前で、でも確かなこと。「皆でやれば出来
る」。
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（１）研修会

次期ZC・Z委員研修会 2022年6月18日（土）

次期クラブ会長・幹事事務局員  研修会 2022年6月18日（土）

ZC・Z委員研修会 331A B C Zoom
合同セミナー開催 2022年８月１０日（水）

第104回国際大会
2022年
6月22日（水） ～ 6月29日（水） モントリオール カナダ

第105回国際大会
2023年
7月 7日（金） ～ 7月11日（火） ボストン アメリカ

第1回キャビネット会議・各委員会
11:00～17:00

2022年7月30日（土）
ホテル函館ロイヤルシー
サイド

函館市

第2回キャビネット会議・各委員会
11:00～17:00

2022年10月22日（土） ホテル法華クラブ函館 函館市

第3回キャビネット会議 ・各委員会
11:00～17:00

2023年1月28日（土） ベルクラシック函館 函館市

第4回キャビネット会議・各委員会※
11:00～17:00

2023年3月18日（土）
ホテル函館ロイヤルシー
サイド

函館市

第1回ガバナー協議会 2022年 ９月     9日 京王プラザホテル 札幌市

第2回ガバナー協議会 2022年 1月      7日か14日 京王プラザホテル 札幌市

第3回ガバナー協議会 2023年3月      6日か13日 京王プラザホテル 札幌市

OSEALフォーラム
2022年
11月24日（木）～11月27日（日）

韓国 済州市

地区大会記念ゴルフ・ボウリング大会 2023年4月27日（木）
函館ベイコーストCC・テ
キサス函館

函館市

代議委員会・第69回地区年次大会・
懇親会

2023年4月28日（金）
函館市民会館　・　ホテル
函館ロイヤルシーサイド

函館市

代議員会・大会式典

懇  親  会

2023年5月26日（金） 函館国際ホテル 函館市

331-C地区関連年間行事予定表（案）

ホテル函館ロイヤルシーサイド

ホテル函館ロイヤルシーサイド
（事務局員研修会  Zoom）

Zoom

（2）国際大会

　２０２２年７月～２０２３年６月

（3）キャビネット会議 ／ 委員会等

（4）ガバナー協議会（MD）

（5）0SEALフォーラム

（6）331-C地区第69回年次大会

（7）331MD第69回年次大会
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月次マンスリーレポート集計（リジョン別明細）　　2022年 3月度

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館 3/25 1 15,400 8 418,821 1 28 4 76 0 0 14600 0 89 49000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 21 6 100 0

江差 3/30 1 75,000 2 155,000 1 3 2 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9 4 0 0

北檜山 3/31 1 49,607 4 322,591 0 0 2 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25 4 0 0

奥尻 3/29 1 23,000 1 23,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 1 12 0 0 0

函館北斗 3/25 0 0 8 441,720 0 0 13 374 0 0 0 1 61 24400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 0 0 41 11 91.9 0

木古内知内 3/31 0 0 4 253,594 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 0 1 42 6 100 0

松前 3/28 1 36,000 6 392,859 0 0 0 0 0 0 0 2 201 79600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 0 1 36 5 31.9 0

Z小計 5 199,007 33 2,007,585 2 31 23 476.5 0 0 14600 3 351 153000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 189 0 3 186 36 7

R合計 5 199,007 33 2,007,585 2 31 23 476.5 0 0 14600 3 351 153000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 189 0 3 186 36 7

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 小樽 3/31 4 78,285 24 1,534,646 1 4.5 30 79 0 0 0 1 63 24600 3,585 3,585 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 64 0 1 63 14 75 0

余市 3/28 9 75,925 21 1,008,166 9 18 18 79 0 0 0 0 57 22800 5,814 5,814 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 0 54 4 0 0

岩内 3/31 2 46,040 12 200,529 0 0 8 123 0 4 1600 5 98 39200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38 0 1 37 10 30.6 0

黒松内 3/23 1 3,000 5 157,000 0 0 6 70 0 0 0 2 101 39000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 1 53 16 4.6 0

Z小計 16 203,250 62 2,900,341 10 22.5 62 351 0 4 1600 8 319 125600 9,399 9,399 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 210 0 3 207 44 4

2 小樽中央 3/31 4 74,347 13 272,347 1 3 5 28 0 0 0 0 0 0 2,035 2,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 1 27 4 33.9 0

倶知安 3/29 2 251,400 20 1,351,077 0 0 0 0 0 0 0 1 0 31200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 0 1 48 4 51 0

小樽みなと 3/28 3 72,660 17 604,373 1 6 20 77 0 0 0 0 0 0 0 5,513 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 39 0 74.3 0

ニセコ 3/25 1 37,200 49 395,704 0 0 13 25 0 0 0 1 4 1600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38 0 0 38 14 100 0

小樽うしお 3/31 2 41,000 15 551,819 0 0 6 158 0 0 0 2 62 24800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 0 22 1 68.1 0

Z小計 12 476,607 114 3,175,320 2 9 44 288 0 0 0 4 66 57600 2,035 7,548 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 176 0 2 174 23 5

R合計 28 679,857 176 6,075,661 12 31.5 106 639 0 4 1600 12 385 183200 11,434 16,947 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 386 0 5 381 67 9

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 室蘭 3/28 1 25,000 21 337,093 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 0 0 23 5 69.5 0

洞爺 3/28 0 0 12 1,160,876 1 1 7 62.5 0 0 0 4 107 50200 0 18,092 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 97 0 0 97 28 0 0

伊達 3/29 2 176,464 15 1,315,723 0 0 4 94 0 0 0 1 28 11200 0 2,790 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 0 53 9 80.4 0

室蘭北斗 3/31 4 76,998 12 119,820 0 17.5 17 76.5 0 0 0 0 0 0 2,474 2,474 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 21 4 100 0

Z小計 7 278,462 60 2,933,512 1 18.5 28 233 0 0 0 5 135 61400 2,474 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 194 0 0 194 46 4

2 登別 3/31 2 8,250 22 275,981 0 0 38 229 0 0 0 0 100 40000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 15 3 83.3 0

室蘭東 3/31 0 0 21 1,048,790 0 0 11 53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46 2 0 48 5 62.5 0

白老 3/28 1 45,000 11 370,790 0 0 6 76 0 0 0 1 76 30400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 2 51 15 100 0

登別中央 3/31 2 7,250 10 104,240 0 0 35 161 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 6 77.5 0

Z小計 5 60,500 64 1,799,801 0 0 90 519 0 0 0 1 176 70400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 134 2 2 134 29 4

R合計 12 338,962 124 4,733,313 1 18.5 118 752 0 0 0 6 311 131800 2,474 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 328 2 2 328 75 8

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館東 3/25 1 46,000 11 2,176,322 1 10 25 286 0 0 0 0 0 0 0 2,639 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 0 2 47 17 68 0

函館海峡 未 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 1 0 0

上磯 3/25 1 22,169 3 151,469 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 28 2 53.5 0

函館元町 3/28 4 38,500 29 766,852 5 7 29 115 3 53 21200 19 511 198600 4,200 4,200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 4 100 0

函館臥牛 3/28 1 0 8 419,314 1 7 6 54 1 74 29200 3 163 64000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 0 1 18 4 0 0

Z小計 7 106,669 51 3,513,957 7 24 60 455 4 127 50400 22 674 262600 4,200 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 133 0 3 130 28 5

2 八雲 3/29 1 36,000 3 36,000 0 0 3 31 1 44 17000 4 169 66400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 5 73 0

森 3/23 0 0 6 341,867 0 0 1 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 0 1 35 2 0 0

函館中央 3/25 5 40,000 21 140,018 5 3 19 176 1 95 37200 9 816 321800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 27 8 100 0

函館グリーン 3/25 0 0 1 101,952 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 18 7 0 0

函館みなと 3/17 0 0 2 230,532 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 30 12 76.6 0

Z小計 6 76,000 33 850,369 5 3 23 227 2 139 54200 13 985 388200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 143 0 1 142 34 5

R合計 13 182,669 84 4,364,326 12 27 83 682 6 266 104600 35 1,659 650800 4,200 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 276 0 4 272 62 10

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 苫小牧 3/25 4 359,147 14 471,788 0 0 8 26 0 0 0 1 45 18000 0 5,339 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 0 0 26 6 46.1 0

静内 3/28 3 204,092 17 741,930 0 0 10 283 1 39 15600 5 87 77700 0 7,221 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 56 0 2 54 0 80.3 0

門別 3/30 0 0 9 107,107 0 0 10 72 0 0 0 0 0 0 0 2,417 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25 5 0 0

新冠 3/29 2 83,063 16 3,532,987 2 8 13 351 0 0 0 1 100 40000 0 4,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 4 50 0

苫小牧ハスカップ 3/31 4 559,524 44 3,489,685 0 0 23 334 0 0 0 3 23 9200 0 12,756 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 0 34 6 33.8 0

Z小計 13 1,205,826 100 8,343,497 2 8 64 1066 1 39 15600 10 255 144900 0 31,733 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 181 0 2 179 21 5

2 むかわ 3/31 3 39,899 20 500,891 1 1 9 88 1 29 11600 8 219 87000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 31 9 83.8 0

苫小牧中央 3/31 2 77,000 15 1,490,311 1 4 9 440 0 0 0 0 27 10800 0 5,156 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 0 0 43 0 37.2 0

安平 3/28 1 40,000 10 105,628 0 0 7 19 0 0 0 0 116,158 63000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 0 0 0

厚真 3/25 2 136,800 23 765,850 0 0 14 227 0 0 0 6 260 103600 0 22,608 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 35 5 50 0

苫小牧白鳥 3/31 5 384,412 18 1,025,697 2 14 11 34.5 0 0 0 1 17 6800 0 8,782 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 1 53 5 27.3 0

Z小計 13 678,111 86 3,888,377 4 19 50 808.5 1 29 11600 15 116,681 271200 0 36,546 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 195 0 1 194 19 5

R合計 26 1,883,937 186 12,231,874 6 27 114 1874.5 2 68 27200 25 116,936 416100 0 68,279 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 376 0 3 373 40 10

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
5R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
4R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 会員の移動
3R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

クラブ数月 累計 月 累計 月

献腎 骨髄バンク登録

献眼登録

会員の移動
女性 例会出席率

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供

骨髄提供
2R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

累計

献眼登録 献眼 献腎登録

例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼
1R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
女性

献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
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月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館 4/26 1 24,000 9 442,821 0 0 4 76 0 0 0 0 89 49000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 21 6 73.8 0

江差 4/28 2 80,000 4 235,000 1 27 3 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9 4 83.3 0

北檜山 4/28 4 60,000 8 382,591 0 0 2 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25 4 100 0

奥尻 4/21 0 0 1 23,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 12 0 83.3 0

函館北斗 4/26 1 29,000 9 470,720 0 0 13 374 0 0 0 1 61 24400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 0 0 41 11 91.9 0

木古内知内 4/26 1 32,000 5 285,594 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 0 42 6 100 0

松前 未 0 0 6 392,859 0 0 0 0 0 0 0 2 201 79600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 0 0 36 5 58.3 0

Z小計 9 225,000 42 2,232,585 1 27 24 503.5 0 0 0 3 351 153000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 186 0 0 186 36 7

R合計 9 225,000 42 2,232,585 1 27 24 503.5 0 0 0 3 351 153000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 186 0 0 186 36 7

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 小樽 4/28 0 0 24 1,534,646 0 0 30 79 0 0 0 1 63 24600 0 3,585 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 63 0 0 63 14 73 0

余市 4/27 0 0 21 1,008,166 1 32 19 111 0 0 0 0 57 22800 0 5,814 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 0 54 4 72.2 0

岩内 4/29 5 0 17 200,529 5 37 13 160 0 0 0 5 98 39200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 0 2 35 9 61.1 0

黒松内 4/22 2 126,980 7 283,980 0 0 6 70 0 0 0 2 101 39000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 1 52 16 16.9 0

Z小計 7 126,980 69 3,027,321 6 69 68 420 0 0 0 8 319 125600 0 9,399 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 207 0 3 204 43 4

2 小樽中央 4/27 1 31,000 14 303,347 0 0 5 28 0 0 0 0 0 0 0 2,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 27 4 62.9 0

倶知安 4/26 0 0 20 1,351,077 0 0 0 0 0 0 0 1 0 31200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 2 0 50 4 52 0

小樽みなと 4/27 1 199,883 18 804,256 0 0 20 77 0 0 0 0 0 0 0 5,513 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 39 0 80.7 0

ニセコ 4/25 2 11,239 51 406,943 2 18 15 43 1 0 2000 2 4 3600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38 2 1 39 15 100 0

小樽うしお 4/28 1 370 16 552,189 1 3 7 161 0 0 0 2 62 24800 2,299 2,299 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 0 22 1 70.4 0

Z小計 5 242,492 119 3,417,812 3 21 47 309 1 0 2000 5 66 59600 2,299 9,847 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 174 4 1 177 24 5

R合計 12 369,472 188 6,445,133 9 90 115 729 1 0 2000 13 385 185200 2,299 19,246 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 381 4 4 381 67 9

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 室蘭 4/25 4 68,771 25 405,864 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 0 0 23 5 82.6 0

洞爺 4/28 1 84,000 13 1,244,876 0 0 7 62.5 0 0 0 4 107 50200 0 18,092 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 97 0 1 96 28 0 0

伊達 4/26 2 62,260 17 1,377,983 1 3 5 97 0 0 0 1 28 11200 0 2,790 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 0 53 9 84.1 0

室蘭北斗 4/28 3 103,764 15 223,584 3 4 20 80.5 0 0 0 0 0 0 0 2,474 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 1 20 4 100 0

Z小計 10 318,795 70 3,252,307 4 7 32 240 0 0 0 5 135 61400 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 194 0 2 192 46 4

2 登別 4/28 3 90,166 25 366,147 4 64 42 293 0 58 23200 0 158 63200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 15 3 96.6 0

室蘭東 4/28 3 53,784 24 1,102,574 3 7 14 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 0 0 48 5 62.5 0

白老 4/28 4 31,600 15 402,390 4 30 10 106 0 0 0 1 76 30400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 0 0 51 15 77.4 0

登別中央 4/28 2 91,166 12 195,406 2 24 37 185 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 6 92.5 0

Z小計 12 266,716 76 2,066,517 13 125 103 644 0 58 23200 1 234 93600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 134 0 0 134 29 4

R合計 22 585,511 146 5,318,824 17 132 135 884 0 58 23200 6 369 155000 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 328 0 2 326 75 8

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館東 4/28 0 0 11 2,176,322 1 13 26 299 0 0 0 0 0 0 0 2,639 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 1 0 48 17 75 0

函館海峡 未 1 10,000 1 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 1 0 0

上磯 4/27 0 0 3 151,469 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 28 2 55.3 0

函館元町 4/25 6 264,394 35 1,031,246 4 16 33 131 4 111 39400 23 622 238000 0 4,200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 4 85.9 0

函館臥牛 4/28 1 24,000 9 443,314 0 0 6 54 0 0 0 3 163 64000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 1 6 13 2 72.2 0

Z小計 8 298,394 59 3,812,351 5 29 65 484 4 111 39400 26 785 302000 0 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 130 2 6 126 26 5

2 八雲 未 0 0 3 36,000 1 3 4 34 1 18 7200 5 187 73600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 5 76.9 0

森 4/21 1 10,000 7 351,867 0 0 1 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 2 33 2 68.1 0

函館中央 4/26 1 0 22 140,018 1 30 20 206 1 76 30000 10 892 351800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 27 8 81.4 0

函館グリーン 4/21 0 0 1 101,952 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 18 7 0 0

函館みなと 4/25 1 20,000 3 250,532 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 3 0 33 14 73.3 0

Z小計 3 30,000 36 880,369 2 33 25 260 2 94 37200 15 1,079 425400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 142 3 2 143 36 5

R合計 11 328,394 95 4,692,720 7 62 90 744 6 205 76600 41 1,864 727400 0 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 272 5 8 269 62 10

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 苫小牧 4/28 4 125,338 18 597,126 4 19 12 45 0 0 0 1 45 18000 2,822 8,161 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 0 1 25 6 76.4 0

静内 4/28 4 9,768 21 751,698 3 147 13 430 0 0 0 5 87 77700 0 7,221 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 1 0 55 0 80.5 0

門別 4/28 2 30,000 11 137,107 2 13 12 85 0 0 0 0 0 0 577 2,994 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25 5 0 0

新冠 4/27 3 10,000 19 3,542,987 2 55 15 406 0 0 0 1 100 40000 0 4,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 4 87.5 0

苫小牧ハスカップ 4/28 0 0 44 3,489,685 0 0 23 334 0 0 0 3 23 9200 0 12,756 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 0 34 6 77.9 0

Z小計 13 175,106 113 8,518,603 11 234 75 1300 0 0 0 10 255 144900 3,399 35,132 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 179 1 1 179 21 5

2 むかわ 4/27 2 81,020 22 581,911 1 9 10 97 0 0 0 8 219 87000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 31 9 83.8 0

苫小牧中央 4/28 2 30,000 17 1,520,311 0 0 9 440 0 0 0 0 27 10800 0 5,156 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 1 1 43 0 68.2 0

安平 4/28 4 389,326 14 494,954 0 0 7 19 0 0 0 0 116,158 63000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 1 31 0 41.3 0

厚真 4/27 4 12,394 27 778,244 4 100 18 327 0 0 0 6 260 103600 0 22,608 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 35 5 97.1 0

苫小牧白鳥 4/28 1 48,000 19 1,073,697 1 2 12 36.5 0 0 0 1 17 6800 0 8,782 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 0 53 5 76.4 0

Z小計 13 560,740 99 4,449,117 6 111 56 919.5 0 0 0 15 116,681 271200 0 36,546 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 194 1 2 193 19 5

R合計 26 735,846 212 12,967,720 17 345 131 2219.5 0 0 0 25 116,936 416100 3,399 71,678 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 373 2 3 372 40 10

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 骨髄提供
女性

献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録
例会出席率

会員の移動
5R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計
女性

献眼登録
3R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
例会出席率

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動献眼

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼
2R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録 骨髄提供

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動

会員の移動献腎登録 献腎 骨髄バンク登録

1R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼

例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼
4R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
女性

献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
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月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館 5/27 2 11,000 11 453,821 2 7 6 83 0 0 13800 0 89 62800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 21 6 83.3 0

江差 5/30 0 0 4 235,000 0 0 3 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9 4 0 0

北檜山 5/27 1 0 9 382,591 1 0 3 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 25 4 0 0

奥尻 5/19 0 0 1 23,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 12 0 83.3 0

函館北斗 5/27 2 10,130 11 480,850 2 130 15 504 0 0 27000 1 61 51400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 0 0 41 11 77.4 0

木古内知内 5/27 0 0 5 285,594 0 0 2 4 1 42 16800 1 42 16800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 0 42 6 0 0

松前 5/23 1 20,000 7 412,859 0 0 0 0 0 0 0 2 201 79600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 1 0 37 6 56.7 0

Z小計 6 41,130 48 2,273,715 5 137 29 640.5 1 42 57600 4 393 210600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 186 1 0 187 37 7

R合計 6 41,130 48 2,273,715 5 137 29 640.5 1 42 57600 4 393 210600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 186 1 0 187 37 7

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 小樽 5/30 2 100,000 26 1,634,646 22 50 52 129 0 0 0 1 63 24600 0 3,585 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 63 0 0 63 14 76.1 0

余市 5/26 0 0 21 1,008,166 1 28 20 139 0 0 0 0 57 22800 0 5,814 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 0 54 4 86.1 0

岩内 5/30 2 0 19 200,529 2 46 15 206 0 0 0 5 98 39200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 35 9 71.4 0

黒松内 5/20 0 0 7 283,980 0 0 6 70 0 0 0 2 101 39000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52 0 0 52 16 18.8 0

Z小計 4 100,000 73 3,127,321 25 124 93 544 0 0 0 8 319 125600 0 9,399 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 204 0 0 204 43 4

2 小樽中央 5/25 1 0 15 303,347 1 21 6 49 0 0 0 0 0 0 0 2,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 27 4 57.4 0

倶知安 5/27 2 0 22 1,351,077 0 0 0 0 0 0 0 1 0 31200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 1 0 51 4 45 0

小樽みなと 5/30 2 211,900 20 1,016,156 2 49 22 126 0 0 0 0 0 0 0 5,513 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 39 0 75.6 0

ニセコ 5/24 0 0 51 406,943 1 26 16 69 0 0 0 2 4 3600 1,856 1,856 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 39 15 100 0

小樽うしお 5/31 2 0 18 552,189 2 44 9 205 1 76 29400 3 138 54200 0 2,299 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 0 22 1 59 0

Z小計 7 211,900 126 3,629,712 6 140 53 449 1 76 29400 6 142 89000 1,856 11,703 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 177 1 0 178 24 5

R合計 11 311,900 199 6,757,033 31 264 146 993 1 76 29400 14 461 214600 1,856 21,102 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 381 1 0 382 67 9

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 室蘭 5/26 3 0 28 405,864 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 0 0 23 5 69.5 0

洞爺 5/26 1 5,712 14 1,250,588 1 17 8 79.5 0 0 0 4 107 50200 0 18,092 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 96 0 0 96 28 100 0

伊達 5/31 2 129,812 19 1,507,795 1 34 6 131 0 0 0 1 28 11200 0 2,790 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 0 53 9 85.3 0

室蘭北斗 5/30 2 106,515 17 330,099 1 14 21 94.5 0 0 0 0 0 0 0 2,474 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 4 100 0

Z小計 8 242,039 78 3,494,346 3 65 35 305 0 0 0 5 135 61400 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 192 0 0 192 46 4

2 登別 5/30 0 0 25 366,147 1 14 43 307 0 0 0 0 158 63200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 15 3 100 0

室蘭東 5/31 3 13,000 27 1,115,574 3 8.5 17 68.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 0 0 48 5 70 0

白老 5/31 1 2,600 16 404,990 1 24 11 130 0 0 0 1 76 30400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 0 0 51 15 70.5 0

登別中央 5/30 0 0 12 195,406 1 10 38 195 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 6 87.5 0

Z小計 4 15,600 80 2,082,117 6 56.5 109 700.5 0 0 0 1 234 93600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 134 0 0 134 29 4

R合計 12 257,639 158 5,576,463 9 121.5 144 1005.5 0 0 0 6 369 155000 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 326 0 0 326 75 8

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館東 5/27 2 17,878 13 2,194,200 2 23 28 322 0 0 0 0 0 0 0 2,639 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 1 0 49 17 69.3 0

函館海峡 5/25 0 0 1 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 1 80 0

上磯 5/27 1 10,000 4 161,469 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 28 2 58.9 0

函館元町 5/27 3 0 38 1,031,246 3 3 36 134 3 58 23000 26 680 261000 0 4,200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 4 65.6 0

函館臥牛 5/18 0 0 9 443,314 1 20 7 74 0 0 0 3 163 64000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 13 2 0 0

Z小計 6 27,878 65 3,840,229 6 46 71 530 3 58 23000 29 843 325000 0 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 126 1 0 127 26 5

2 八雲 5/25 0 0 3 36,000 0 0 4 34 1 57 22400 6 244 96000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 5 57.6 0

森 5/19 1 100,000 8 451,867 0 0 1 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 1 32 2 81.2 0

函館中央 5/27 5 56,933 27 196,951 4 18 24 224 1 81 32200 11 973 384000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 27 8 90.7 0

函館グリーン 5/24 0 0 1 101,952 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 18 7 0 0

函館みなと 5/26 1 6,906 4 257,438 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 33 14 73.3 0

Z小計 7 163,839 43 1,044,208 4 18 29 278 2 138 54600 17 1,217 480000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 143 0 1 142 36 5

R合計 13 191,717 108 4,884,437 10 64 100 808 5 196 77600 46 2,060 805000 0 6,839 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 269 1 1 269 62 10

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 苫小牧 5/27 2 132,569 20 729,695 1 20 13 65 0 0 0 1 45 18000 0 8,161 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 1 24 6 68 0

静内 5/30 3 85,623 24 837,321 2 54 15 484 1 0 51000 6 87 128700 0 7,221 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 2 1 56 0 81.9 0

門別 5/27 2 1,410 13 138,517 1 12 13 97 0 0 0 0 0 0 0 2,994 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 20 5 0 0 0

新冠 5/27 2 66,000 21 3,608,987 0 0 15 406 0 0 0 1 100 40000 0 4,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 4 78.7 0

苫小牧ハスカップ 5/27 0 0 44 3,489,685 0 0 23 334 0 0 0 3 23 9200 0 12,756 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 0 34 6 82.3 0

Z小計 9 285,602 122 8,804,205 4 86 79 1386 1 0 51000 11 255 195900 0 35,132 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 179 2 22 159 16 5

2 むかわ 5/31 5 8,942 27 590,853 4 51 14 148 1 54 21400 9 273 108400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 31 9 77.4 0

苫小牧中央 5/30 0 0 17 1,520,311 0 0 9 440 0 0 0 0 27 10800 0 5,156 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 0 0 43 0 72 0

安平 5/31 0 0 14 494,954 0 0 7 19 0 0 0 0 116,158 63000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 31 0 92.8 0

厚真 5/26 1 10,000 28 788,244 1 32 19 359 0 0 0 6 260 103600 0 22,608 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 35 5 84.2 0

苫小牧白鳥 5/31 1 40,060 20 1,113,757 2 21 14 57.5 0 0 0 1 17 6800 0 8,782 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 1 52 5 61.3 0

Z小計 7 59,002 106 4,508,119 7 104 63 1023.5 1 54 21400 16 116,735 292600 0 36,546 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 193 0 1 192 19 5

R合計 16 344,604 228 13,312,324 11 190 142 2409.5 2 54 72400 27 116,990 488500 0 71,678 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 372 2 23 351 35 10

会員の移動
1R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
女性

献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録
例会出席率

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 骨髄提供

2R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録 献眼 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動

献眼登録

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
3R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
女性 例会出席率

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼

4R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録 献眼 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動

献眼登録

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動
5R

アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手
女性 例会出席率

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼
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月次マンスリーレポート集計（リジョン別明細）　　2022年 6月度

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館 6/27 0 0 11 453,821 0 0 6 83 0 0 0 0 89 62800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 1 0 22 7 72.7 0

江差 6/29 1 20,000 5 255,000 0 0 3 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9 4 66.6 0

北檜山 6/27 0 0 9 382,591 0 0 3 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 1 2 24 5 100 0

奥尻 6/16 1 50,000 2 73,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 12 0 83.3 0

函館北斗 6/27 1 71,941 12 552,791 1 24 16 528 0 0 0 1 61 51400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 0 2 39 11 86.2 0

木古内知内 6/29 0 0 5 285,594 0 0 2 4 0 0 0 1 42 16800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 7 35 5 100 0

松前 6/25 1 50,000 8 462,859 0 0 0 0 0 0 0 2 201 79600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 0 1 36 6 59.4 0

Z小計 4 191,941 52 2,465,656 1 24 30 664.5 0 0 0 4 393 210600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 187 2 12 177 38 7

R合計 4 191,941 52 2,465,656 1 24 30 664.5 0 0 0 4 393 210600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 187 2 12 177 38 7

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 小樽 6/28 6 245,957 32 1,880,603 2 30 54 159 0 79 31200 1 142 55800 0 3,585 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 63 0 5 58 13 81.7 0

余市 6/30 0 0 21 1,008,166 2 30 22 169 0 0 0 0 57 22800 0 5,814 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 3 51 4 87 0

岩内 6/30 0 0 19 200,529 0 0 15 206 0 0 0 5 98 39200 5,800 5,800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 1 34 9 82.3 0

黒松内 6/20 1 0 8 283,980 0 0 6 70 0 0 0 2 101 39000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52 0 0 52 16 14.1 0

Z小計 7 245,957 80 3,373,278 4 60 97 604 0 79 31200 8 398 156800 5,800 15,199 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 204 0 9 195 42 4

2 小樽中央 6/27 1 10,000 16 313,347 0 0 6 49 0 0 0 0 0 0 0 2,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 1 26 4 62.9 0

倶知安 6/28 1 0 23 1,351,077 0 0 0 0 0 0 0 1 0 31200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 0 1 50 4 58.8 0

小樽みなと 6/27 3 36,390 23 1,052,546 1 3 23 129 0 0 0 0 0 0 0 5,513 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 1 1 39 0 85.8 0

ニセコ 6/23 0 0 51 406,943 0 0 16 69 0 0 0 2 4 3600 0 1,856 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 2 37 14 100 0

小樽うしお 6/29 1 10,000 19 562,189 0 0 9 205 0 0 0 3 138 54200 0 2,299 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 0 22 1 90.9 0

Z小計 6 56,390 132 3,686,102 1 3 54 452 0 0 0 6 142 89000 0 11,703 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 178 1 5 174 23 5

R合計 13 302,347 212 7,059,380 5 63 151 1056 0 79 31200 14 540 245800 5,800 26,902 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 382 1 14 369 65 9

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 室蘭 6/20 1 0 29 405,864 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 0 0 23 5 65.2 0

洞爺 6/27 0 0 14 1,250,588 1 1 9 80.5 0 0 0 4 107 50200 0 18,092 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 96 0 7 89 27 100 0

伊達 6/29 2 11,000 21 1,518,795 1 34 7 165 0 0 0 1 28 11200 0 2,790 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 0 1 52 8 81.7 0

室蘭北斗 6/30 3 4,080 20 334,179 3 3 24 97.5 0 0 0 0 0 0 0 2,474 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 20 4 100 0

Z小計 6 15,080 84 3,509,426 5 38 40 343 0 0 0 5 135 61400 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 192 0 8 184 44 4

2 登別 6/28 1 17,002 26 383,149 1 15 44 322 0 0 0 0 158 63200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 15 3 100 0

室蘭東 6/30 2 800,000 29 1,915,574 2 4.5 19 73 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 0 1 47 5 63.7 0

白老 6/29 0 0 16 404,990 0 0 11 130 0 0 0 1 76 30400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 0 0 51 15 79.4 0

登別中央 6/28 1 17,003 13 212,409 1 6 39 201 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 2 18 5 92.1 0

Z小計 4 834,005 84 2,916,122 4 25.5 113 726 0 0 0 1 234 93600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 134 0 3 131 28 4

R合計 10 849,085 168 6,425,548 9 63.5 153 1069 0 0 0 6 369 155000 0 23,356 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 326 0 11 315 72 8

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 函館東 6/24 0 0 13 2,194,200 2 18 30 340 0 0 0 0 0 0 1,194 3,833 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 0 0 49 17 81.6 0

函館海峡 未 0 0 1 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 1 0 0

上磯 6/27 0 0 4 161,469 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 28 2 60.7 0

函館元町 6/28 1 0 39 1,031,246 1 2 37 136 1 29 11200 27 709 272200 0 4,200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 1 31 4 84.1 0

函館臥牛 6/27 0 0 9 443,314 0 0 7 74 0 0 0 3 163 64000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 4 9 2 92.3 0

Z小計 1 0 66 3,840,229 3 20 74 550 1 29 11200 30 872 336200 1,194 8,033 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 127 0 5 122 26 5

2 八雲 6/27 0 0 3 36,000 0 0 4 34 0 0 0 6 244 96000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 5 80.7 0

森 6/13 0 0 8 451,867 0 0 1 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 0 32 2 87.5 0

函館中央 6/28 2 92,587 29 289,538 3 36 27 260 1 93 37200 12 1,066 421200 988 988 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 1 2 26 9 80.7 0

函館グリーン 6/23 1 10,000 2 111,952 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 18 7 27.7 0

函館みなと 6/24 0 220,000 4 477,438 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 2 31 13 75.7 0

Z小計 3 322,587 46 1,366,795 3 36 32 314 1 93 37200 18 1,310 517200 988 988 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 142 1 4 139 36 5

R合計 4 322,587 112 5,207,024 6 56 106 864 2 122 48400 48 2,182 853400 2,182 9,021 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 269 1 9 261 62 10

月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 月 累計 前月末 入 退 当月末

Z クラブ名 受付 件数 金額 件数 金額 件数 人×時 件数 人×時 回数 動員数 採血量 回数 動員数 採血量 枚数 枚数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 %

1 苫小牧 6/24 11 45,000 31 774,695 3 28 16 93 0 0 0 1 45 18000 670 8,831 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 0 0 24 6 75 0

静内 6/24 4 53,100 28 890,421 2 16 17 500 0 0 0 6 87 128700 0 7,221 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 56 0 1 55 0 84.5 0

門別 未 0 0 13 138,517 0 0 13 97 0 0 0 0 0 0 0 2,994 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0 0 0

新冠 6/28 1 0 22 3,608,987 1 20 16 426 1 49 19400 2 149 59400 0 4,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 4 81.2 0

苫小牧ハスカップ 6/30 0 0 44 3,489,685 0 0 23 334 0 0 0 3 23 9200 0 12,756 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 2 32 6 73.5 0

Z小計 16 98,100 138 8,902,305 6 64 85 1450 1 49 19400 12 304 215300 670 35,802 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 159 0 8 151 16 5

2 むかわ 6/29 0 0 27 590,853 0 0 14 148 0 0 0 9 273 108400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 31 9 72.5 0

苫小牧中央 6/29 0 0 17 1,520,311 0 0 9 440 0 0 0 0 27 10800 0 5,156 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 2 0 45 0 76.6 0

安平 6/29 4 83,910 18 578,864 0 0 7 19 0 0 0 0 116,158 63000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 3 28 0 81 0

厚真 6/23 1 6,811 29 795,055 1 6 20 365 3 52 20800 9 312 124400 0 22,608 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 35 5 91.4 0

苫小牧白鳥 6/30 0 0 20 1,113,757 2 1.5 16 59 0 0 0 1 17 6800 2,600 11,382 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52 0 0 52 5 88.4 0

Z小計 5 90,721 111 4,598,840 3 7.5 66 1031 3 52 20800 19 116,787 313400 2,600 39,146 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 192 2 3 191 19 5

R合計 21 188,821 249 13,501,145 9 71.5 151 2481 4 101 40200 31 117,091 528700 3,270 74,948 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 351 2 11 342 35 10

1R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手 献眼登録 献眼 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動

会員の移動

女性 例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

2R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

女性
献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録

例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 骨髄提供

献腎登録 献腎 骨髄バンク登録 骨髄提供 会員の移動献眼

アクティビティ（金額）

3R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

4R
アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

女性
献眼登録

献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録

会員の移動

会員の移動骨髄提供
例会出席率

クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼
女性

5R
アクティビティ（金額） アクティビティ（労力） アクティビティ（献血） 使用済切手

女性
献眼登録 献腎登録 献腎 骨髄バンク登録

例会出席率
クラブ数月 累計 月 累計 月 累計

献眼 骨髄提供
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 3月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 2,280

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北檜山 0 0 0 0 0 0 1 432 1 432 21 2,432

奥尻 0 0 0 0 0 0 1 199 1 199 1 199

函館北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 3,620

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 2,200

松前 0 0 35 280 0 0 2 94 37 374 39 2,607

R合計 0 0 35 280 0 0 4 725 39 1,005 133 13,338

小樽 0 0 44 352 0 0 2 94 46 446 137 5,864

余市 0 0 0 0 0 0 1 536 1 536 3 2,063

岩内 0 0 28 233 0 0 2 94 30 327 37 1,671

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1,164

小樽中央 0 0 22 440 0 0 0 0 22 440 23 640

倶知安 0 0 48 384 0 0 2 94 50 478 102 2,183

小樽みなと 0 0 39 312 0 0 1 86 40 398 118 2,378

ニセコ 0 0 24 192 0 0 1 86 25 278 50 2,887

小樽うしお 0 0 0 0 21 168 1 86 22 254 45 1,536

R合計 0 0 205 1,913 21 168 10 1,076 236 3,157 517 20,386

室蘭 0 0 15 112 0 0 1 86 16 198 18 1,598

洞爺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 8,980

伊達 1 1,000 0 0 1 86 1 441 3 1,527 48 8,988

室蘭北斗 0 0 34 476 0 0 1 86 35 562 35 562

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 1,088

室蘭東 0 0 0 0 0 0 2 432 2 432 49 8,232

白老 0 0 35 280 0 0 1 86 36 366 73 2,374

登別中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 288

R合計 1 1,000 84 868 1 86 6 1,131 92 3,085 327 32,110

函館東 0 0 34 272 0 0 2 103 36 375 75 14,392

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上磯 0 0 0 0 0 0 1 278 1 278 3 1,428

函館元町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 640

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 1,600

八雲 0 0 26 208 0 0 1 86 27 294 27 294

森 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 720

函館中央 0 0 0 0 0 0 1 268 1 268 24 890

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 900

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2,000

R合計 0 0 60 480 0 0 5 735 65 1,215 189 22,864

苫小牧 0 0 23 2,109 23 184 1 86 47 2,379 70 2,563

静内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 112 1,568

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 400

新冠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 720

苫小牧ハス 2 2,000 69 2,737 0 0 1 86 72 4,823 86 18,823

むかわ 0 0 0 0 24 192 1 86 25 278 50 2,889

苫小牧中央 0 0 43 344 0 0 1 86 44 430 135 5,642

安平 0 0 30 240 0 0 1 86 31 326 31 326

厚真 0 0 30 240 0 0 1 86 31 326 62 3,590

苫小牧白鳥 1 1,000 106 636 0 0 1 86 108 1,722 218 5,462

R合計 3 3,000 301 6,306 47 376 7 602 358 10,284 820 41,983

地区合計 4 4,000 685 9,847 69 630 32 4,269 790 18,746 1,986 130,681

その他個人 その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1

R Z クラブ名
MJF一括 MJF分割

1

2

1

2

3

1

2

4

1

2

5

1

2
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 4月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 1 196 1 196 17 2,476

江差 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 1 81

北檜山 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 22 2,513

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 199

函館北斗 0 0 0 0 0 0 1 237 1 237 35 3,857

木古内知内 0 0 22 176 0 0 1 81 23 257 45 2,457

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 2,607

R合計 0 0 22 176 0 0 5 676 27 852 160 14,190

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 137 5,864

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,063

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 1,671

黒松内 0 0 0 0 0 0 2 1,040 2 1,040 4 2,204

小樽中央 0 0 21 168 0 0 1 81 22 249 45 889

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 102 2,183

小樽みなと 0 0 39 1,638 0 0 0 0 39 1,638 157 4,016

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,887

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,536

R合計 0 0 60 1,806 0 0 3 1,121 63 2,927 580 23,313

室蘭 0 0 0 0 0 0 1 123 1 123 19 1,721

洞爺 0 0 74 592 0 0 1 81 75 673 157 9,653

伊達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 8,988

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 562

登別 0 0 10 80 0 0 1 81 11 161 22 1,249

室蘭東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 8,232

白老 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 2,374

登別中央 0 0 11 88 0 0 1 81 12 169 23 457

R合計 0 0 95 760 0 0 4 366 99 1,126 426 33,236

函館東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 14,392

函館海峡 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 1 81

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1,428

函館元町 0 0 0 0 0 0 1 1,508 1 1,508 33 2,148

函館臥牛 0 0 13 104 1 8 1 81 15 193 31 1,793

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 294

森 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 2 801

函館中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 890

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 900

函館みなと 0 0 0 0 0 0 1 245 1 245 3 2,245

R合計 0 0 13 104 1 8 5 1,996 19 2,108 208 24,972

苫小牧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 2,563

静内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 112 1,568

門別 0 0 20 160 0 0 1 81 21 241 41 641

新冠 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 37 801

苫小牧ハス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86 18,823

むかわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,889

苫小牧中央 0 0 3 246 0 0 0 0 3 246 138 5,888

安平 0 0 29 2,900 0 0 0 0 29 2,900 60 3,226

厚真 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 62 3,590

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 218 5,462

R合計 0 0 52 3,306 0 0 2 162 54 3,468 874 45,451

地区合計 0 0 242 6,152 1 8 19 4,321 262 10,481 2,248 141,162

MJF分割 その他個人 その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1

R Z クラブ名
MJF一括

1

2

1

2

2

1

3

2

1

4

1

5

2
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 5月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 2,476

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81

北檜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 2,513

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 199

函館北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 3,857

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 2,457

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 2,607

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160 14,190

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 137 5,864

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,063

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 1,671

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2,204

小樽中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 889

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 102 2,183

小樽みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 157 4,016

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,887

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,536

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 580 23,313

室蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 1,721

洞爺 0 0 1 44 0 0 0 0 1 44 158 9,697

伊達 1 1,000 0 0 0 0 0 0 1 1,000 49 9,988

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 562

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 1,249

室蘭東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 8,232

白老 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 2,374

登別中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 457

R合計 1 1,000 1 44 0 0 0 0 2 1,044 428 34,280

函館東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 14,392

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1,428

函館元町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 2,148

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 1,793

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 294

森 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 801

函館中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 890

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 900

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,245

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 208 24,972

苫小牧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 2,563

静内 0 0 55 385 0 0 0 0 55 385 167 1,953

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 641

新冠 0 0 36 252 0 0 0 0 36 252 73 1,053

苫小牧ハス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86 18,823

むかわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,889

苫小牧中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 138 5,888

安平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 3,226

厚真 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 62 3,590

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 218 5,462

R合計 0 0 91 637 0 0 0 0 91 637 965 46,088

地区合計 1 1,000 92 681 0 0 0 0 93 1,681 2,341 142,843

MJF分割 その他個人 その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1

R Z クラブ名
MJF一括

2

2

1

1

2

1

3

2

1

4

2

1

5
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 6月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 2,476

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81

北檜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 2,513

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 199

函館北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 3,857

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 2,457

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 2,607

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160 14,190

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 137 5,864

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,063

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 1,671

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2,204

小樽中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 889

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 102 2,183

小樽みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 157 4,016

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,887

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,536

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 580 23,313

室蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 1,721

洞爺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 158 9,697

伊達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 9,988

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 562

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 1,249

室蘭東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 8,232

白老 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 2,374

登別中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 457

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 428 34,280

函館東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 14,392

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1,428

函館元町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 2,148

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 1,793

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 294

森 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 801

函館中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 890

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 10 981

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2,245

R合計 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 209 25,053

苫小牧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 2,563

静内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 167 1,953

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 641

新冠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 1,053

苫小牧ハス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86 18,823

むかわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 2,889

苫小牧中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 138 5,888

安平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 3,226

厚真 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 62 3,590

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 218 5,462

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 965 46,088

地区合計 0 0 0 0 0 0 1 81 1 81 2,342 142,924

LCIF合計 期首からの累計

1

R Z クラブ名
MJF一括

4

2

1

3

その他個人 その他クラブ

2

1

2

1

MJF分割

2

1

5

2

1
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●　

活　動　方　針

GMT・GLT・FWT・GST　活動方針

ゾーンチェアパーソン活動方針

各委員長活動方針





7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

　

ク
ラ
ブ
会
員
増
強
チ
ー
ム
結
成ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
１
－
C地

区
　
　
GM

T・
運
営
・
活
動
計
画

地
区
及
び
ク
ラ
ブ
の
目
標

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
の
目
標
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
の
勧
誘
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
の
維
持
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
の
結
束

（
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
・
退
会
者
撲
滅
）

　
　
　
５
月
頃
　
GM

T・
GL
T・

FW
T・

　
総
括
会
議

一
年
間
を
通
し
て
・
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
て
「
会
員
勧
誘
」
活
動
を
行
う

地
区

ガ
バ

ー
諮

問
委

員
会

・
各

ク
ラ

の
勧

誘
・

退
会

状
況

報
告

１
０
月
GM

T/
GL
T/
FW

Tセ
ミ
ー
開
催

２
月
GM

T/
GL
T/
FW

Tセ
ミ
ー
開
催

３
３
１
－
C地

区
　
GM

T地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L奥

山
幸
一

ク
ラ
ブ
会
員
委
員
長
・
GM

T活
動
計
画
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地
区
ガ
バ
ナ
ー
会
員
数
増
強
「
目
標
」

　
　

　
　

　
　

   
正

会
員

・
（

一
人

目
家

族
会

員
・

二
人

目
以

降
家

族
会

員
）

賛
助

会
員

・
ク

ラ
ブ

支
部

等
全

て
を

模
索

４
３

ク
ラ

ブ
中

純
増

４
３

名

　
　

　
　

　
　

  ９
ゾ

ー
ン

中
９

ク
ラ

ブ
支

部
結

成
を

目
標

と
す

る
　

   
   

   
　

　
　

  退
会

者
を

１
０

パ
ー

セ
ン

ト
減

ら
す

。

１
１

月
　

　
　

　
 退
会
予
定
者

・
有

無
の

把
握

を
報

告
す

る
。

7/
10

/1
/3

　
　

　
各
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会

に
於

い
て

各
ク

ラ
ブ

よ
り

、
具

体
的

な
勧

誘
活

動
状

況
の

報
告

を
受

け
る

。
（

参
考

に
す

る
）

１
０

月
/２

月
　

　
GM

T・
Ｇ

LT
・

FW
T合

同
セ
ミ
ナ
ー

開
催

実
施

。

５
月

上
旬

　
　

　
１

）
会

員
勧

誘
の

会
員

増
強

結
果

に
つ

い
て

　
２

）
退

会
者

防
止

の
策

定
　

　
３

）
１

年
間

の
会

員
増

強
の

総
括

４
/５

/６
　

　
　

 退
会
予
定
者
説
得
月
間

７
月

～
８

月
　

　
  ク

ラ
ブ
会
員
委
員
長

を
中

心
と

な
り

会
員

増
強

チ
ー

ム
を

結
成

し
計

画
の

立
案

及
び

策
定

す
る

。

７
月

～
６

月
　

　
  一

年
間
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
チ
ー
ム

に
よ

り
計

画
通

り
,策

定
の

会
員

勧
誘

活
動

を
実

施
す

る

　
  毎

月
　

　
　

   
理
事
会
等

で
会

員
増

強
の

状
況

報
告

を
す

る

GM
T・

運
営
・
活
動
計
画
　
概
要

128



◎◎GGLLTT ココーーデディィネネーータタ――活活動動計計画画  

（（２２００２２２２年年～～２２００２２３３年年））  

３３３３１１－－CC 地地区区 GGLLTT ココーーデディィネネーータタ――  

LL 松松浦浦則則雄雄  

 

① ＧＬＴのミッション（パワーポイント活用） 

■ＧＭＡプロジェクトとＧＬＴミッションを、ＺＣとＺ委員に対して理解と納得

してもらい、ＺＣ担当当該クラブ会長はじめクラブへの周知徹底を促進す

る。 

■「クラブ活動あってのライオンズクラブ存在意義」（主権在クラブ）あり

との、基本理念を再認識。クラブメンバーとの最前線にいるＺＣの役割を

効果的に発揮するための「サポーター」が GLT コーディネータ―の使命

である。 

② ＺＣとＺ委員研修会議の年間スケジュール 

■第１回会議 

２０２２年６月１８日（実施済み） 

■第２回～第５回会議 

２０２２年７月～２０２３年３月のキャビネット会議開催時 

■諮問委員開催時（ＺＣからの要請による） 

■その他セミナー等適宜開催可能性 

■公認ガイディングライオン研修開催（複合主催で開催予定） 

③研修会議内容 

  ■ＺＣとＺ委員としてのミッション 

  ■Ｔ（Ｔｈｉｎｋｉｎｇ）チャートワークショップ（グループ討議） 

  ■ＬＣＩＦセミナー（派遣講師） 

  ■ＺＣ活動レポート検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

129 



 

◎◎LL 馬馬場場哲哲也也ガガババナナーー（（CCAABB））活活動動運運営営方方針針情情宣宣  

（（２２００２２２２年年～～２２００２２３３年年））  

 

① 馬場ガバナー陣頭指揮の元１副地区ガバナーとニ副地区ガバナーにこのブラン

をガバナーチームとして 3 年間に亘り継続する事を指示。 

② 「新クラブ結成チーム」 

「会員増加チーム」 

「会員満足チーム」 

のリーダーとガバナーチームがこのプロジェクトを促進達成するために効果的に連

携プレーを実行。 

③ 各チームの目標は ZC と Z 委員を通じて各クラブ会長達に目標を理解してもら

い、限りなくベスト結果を出すために作成した、１年間のスケジュールに基づき速

やかに実行。（ＰＤＣＡ理念） 

④ なぜ会員増強なのか？ 

■会員の激減により準地区（１２５０人・３５クラブ）から移行地区への、危機に立た

されております。 

■Ｃ地区が４０年前の複合Ａ地区に併合される事が最大の危惧です。 

 ■Ｌ馬場ＣＡＢをスタートにした、GMA プロジェクトの「機動力」で会員増強を実現す

るチャンスを醸成する事です。 

⑤ Ｌ馬場ＣＡＢの目標必達の極意 

 ■GMA プロジェクトを実践するのは地区組織の主役活動チームである４４クラブの

メンバーさんです 

 ■いかに４４クラブメンバーさんに GMA ミッションを周知徹底するかが『成功』の鍵

を握っております 

 ■各クラブとの一番の親密なるコミュニケーターは ZC と ZC 委員です。Ｌ馬場ガバ

ナーはじめ第１・第２副地区ガバナーチームからの、熱い思い入れを ZC と Z 委員

に理解して情宣する事が成功するベストプロセスです。 
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◎◎LL 馬馬場場哲哲也也ガガババナナーー（（CCAABB））活活動動運運営営方方針針情情宣宣  

（（２２００２２２２年年～～２２００２２３３年年））  

 

① 馬場ガバナー陣頭指揮の元１副地区ガバナーとニ副地区ガバナーにこのブラン

をガバナーチームとして 3 年間に亘り継続する事を指示。 

② 「新クラブ結成チーム」 

「会員増加チーム」 

「会員満足チーム」 

のリーダーとガバナーチームがこのプロジェクトを促進達成するために効果的に連

携プレーを実行。 

③ 各チームの目標は ZC と Z 委員を通じて各クラブ会長達に目標を理解してもら

い、限りなくベスト結果を出すために作成した、１年間のスケジュールに基づき速

やかに実行。（ＰＤＣＡ理念） 

④ なぜ会員増強なのか？ 

■会員の激減により準地区（１２５０人・３５クラブ）から移行地区への、危機に立た

されております。 

■Ｃ地区が４０年前の複合Ａ地区に併合される事が最大の危惧です。 

 ■Ｌ馬場ＣＡＢをスタートにした、GMA プロジェクトの「機動力」で会員増強を実現す

るチャンスを醸成する事です。 

⑤ Ｌ馬場ＣＡＢの目標必達の極意 

 ■GMA プロジェクトを実践するのは地区組織の主役活動チームである４４クラブの

メンバーさんです 

 ■いかに４４クラブメンバーさんに GMA ミッションを周知徹底するかが『成功』の鍵

を握っております 

 ■各クラブとの一番の親密なるコミュニケーターは ZC と ZC 委員です。Ｌ馬場ガバ

ナーはじめ第１・第２副地区ガバナーチームからの、熱い思い入れを ZC と Z 委員

に理解して情宣する事が成功するベストプロセスです。 

 

【  FWT コーディネーター活動方針  】               
  L 荒川  祥子   

 

 ＦＷＴは、女性の特性を生かした奉仕活動と支部クラブの結成を目指し、
活動を展開してまいります。また、GAT（GMT・GST・GLT・LCIF コーデ
ィネーター）の皆様と連携をさせて戴き、事業の構築をしてまいります。 
 
 
 
≪ ＦＷＴ活動目標 ≫ 
 
○  各クラブへのＦＷＴの周知活動 

 
○  小児ガン支援 

・ヘアドネーション 
・タンスに眠る外貨募金 
 

○ 子どもの貧困対策  
・こどものみらい古本募金 
 

○ クラブ支部の推進 
   ・９ゾーンに１つのクラブ支部結成 
 
〇 GAT と連携し、事業の構築 
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【 地区 GST コーディネーター活動方針 】   

            
  L 玉井 大輔  

 

地区 GST コーディネーターL 玉井大輔でございます。 

今期も GST コーディネーターとして各クラブの GST 担当、これ

は各クラブ幹事となっておりますが糖尿病啓発活動・小児がんの

支援及び献血活動を実施して参ります。 

この活動についてまだ実施されていない、又は興味のあるクラブがござ

いましたら訪問し説明・支援をさせて頂きますので遠慮なくご連絡お願い

致します。 

また、各クラブの奉仕活動報告件数がクラブ・リジョン・ゾーンによって０

件から１２件と大差があり、原因と改善方法を皆様と一緒に考えていきた

いと思います。 

今期一年、皆様のお力添えを宜しくお願い致します。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第１R 第１Z L前側 進（北檜山 LC） 

 

≪ガバナースローガン≫ 
『Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ』地域からの再起動！待ったなしの改革！ 

 
 ２０２２～２０２３の第１R 第１Z ゾーンチェアパーソンを務めることにな
りました、北檜山ＬＣのＬ前側 進です。１年間よろしくお願いいたします。 
 

ガバナースローガンを受け次のような活動をしてまいります。 
 
① 会員増強 

ご存じのように、ライオンズクラブの解散やクラブメンバーの脱会等で 
３３１－Ｃ地区の会員数も徐々に減りつつあります。 
新クラブの結成や新会員を募り、会員減少に歯止めをかける必要がありま
す。 
 
*第１R 新会員増員目標  １２名 （７クラブの増強目標の積み上げ） 
*第１R 新クラブ支部設立 １クラブ 

 
② 奉仕活動 

 足掛け３年目になるコロナの影響で各クラブの奉仕活動も停滞気味にな
っているように思われます。各クラブ地場の奉仕活動をもう一度振り返り
コロナ禍でも有効な奉仕活動を実践しましょう。 

 
③ ＬＣＩＦ 

 各クラブの活動もコロナの第７波の影響がどれくらいなのか先が読めな
い状況ですが、世界的には各地でいろいろな問題・課題が山積しており、 
国際協会もＬＣＩＦの重要性が再認識されおり、我々の協力も必要不可欠
と思われます。各クラブの活動も厳しい状況ですがご協力をお願い申し上
げます。 
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１１RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL前前側側　　進進 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　  ２２ 名 ①　足るを知り、そしてみんなで力を合わせ助け合う A新規： 活動目標

(家族会員　８名) ②  ２２名 会員増強に努める

(女性会員　　７名) B継続：

新会員増強目標 ③正会員　１名 ・献血ACT

　　　　　     １名 ・ホタル観賞会

クラブ支部新設目標 ④　現在予定はしておりません。 ・ワンニャンパトロール支援

家族会員新規
増員目標

⑤　例会にて会員に呼びかけしています。 ・南北海道施設合同リクリエーション

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　現在予定はしていません。

期　 首　　 9     名 ①地域に貢献！感謝の気持ちでWeServeｷｰﾜｰﾄﾞ感謝 A新規：未定 ｸﾗﾌﾞを継続するにあた

(家族会員　3　名) ②9名 り決まり事を決めたの

(女性会員　4　  名) B継続：＊ミーナ募金 で、それ以外の事は

新会員増強目標 ③1名 ＊江差ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ旗争奪少年軟式野球大会 しません。昨年度の

　　　　　    1 　名 ＊江差上ノ国乙部新一年生記念品贈 齋藤ZCの事はｸﾗﾌﾞと

クラブ支部新設目標 ④なし ＊江差ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ花壇へ花の種贈 して絶対許しません。

家族会員新規
増員目標

⑤なし ＊クリーン作戦 担当ｸﾗﾌﾞとZCは今は

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし できません。

期　 首　　 ２４  名 ①Act with enthusiasm　《熱意を持って行動を！》 A新規：　地域行事への積極参加 活動目標

(家族会員　４名) ②　２４名 町内こども園・保育所への物資支援 ACT前年比２００％

(女性会員　５名) B継続： 従来の北桧山LCの

新会員増強目標 ③　正会員１名 老人ホームきたひやま荘　訪問 主幹事業の復活

　　　　　    ２名 町内新一年生防犯グッズ贈呈

クラブ支部新設目標 ④無し コロナ禍での中止・延期協賛事業の再開

家族会員新規
増員目標

⑤　１名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥無し

期　 首　　  １２  名 ①地域社会へ奉仕活動にて貢献する A新規：　＊地域振興への奉仕活動

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：　＊青少年育成活動支援

新会員増強目標 ③ 　　　　　　＊高齢者施設への奉仕活動

　　　　　     １名 　　　　　　＊交通安全の啓蒙活動

クラブ支部新設目標 ④無し

家族会員新規
増員目標

⑤無し

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥無し

期　 首　　 ３９ 名 ①『ウィズコロナ　新時代の幕開け　We  serve』 A新規：　生活困窮学生等支援活動 活動目標

(家族会員　１０名) ②　３９名 コロナに負けず

(女性会員　１１名) B継続： コロナとともに楽しい

新会員増強目標 ③正会員　３名 ・献血ACT 活動をしていきたい

　　　　　     ３名 ・コスモスロード整備事業〔種植え、草取り〕

クラブ支部新設目標 ④ ・はこだてジュニア水泳競技大会

家族会員新規
増員目標

⑤ ・少年武道大会

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ・高丘寮慰問ACT〔可能であれば〕

奥尻

函館北
斗

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

函館

江差

北桧山
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１１RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL前前側側　　進進 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　       名 ①　動きだそう❕新しい未来に向かって A新規：

(家族会員　１名) ②　会員数　　　　１８人　うち女性２名 ・ゼロカーボンに向けた取組

(女性会員　　２名) 　　※若獅子会　　１７人　うち女性３名 B継続：

新会員増強目標 ③　会員全員で協力し、会員増強を図る。 ・交通安全該当啓発：年２回

　　　　　     ２名 ・献血

クラブ支部新設目標 ④　若獅子会設置済み。他検討中 ・少年野球大会

家族会員新規
増員目標

⑤　１名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　検討中

期　 首　　  ３６名 ①  心を一つに、We　Seave  キーワード　「 未 来 へ 」 A新規： 鋭意検討します。

(家族会員　１名) ②　　３６名

(女性会員　６ 名) B継続： 年3回の献血推進運動

新会員増強目標 ③ 会員増強に努める   交通安全運動の実施

　　　　　     ２名   町内保育園児へクリスマスケーキの贈答

クラブ支部新設目標 ④ 新設予定無し   桜の育成支援事業（松前花の会に助成）

家族会員新規
増員目標

⑤ 例会で要審議

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ 新設予定無し

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

木古内
知内
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第２R 第１Z L山塙 武（小樽 LC） 

◎「Withコロナ」が当たり前となった今、どうやってクラブ活動を

充実させていくのかを考えていきます。 

◎キャビネット会議とガバナー諮問会議を通してガバナーと各クラ

ブ意思疎通を図り今、地区規模で抱えるクラブの問題がガバナーへ

にも共有され各地区クラブが発展するよう取り組んでいきたい。 

◎ガバナースローガン「We Serve」地域からの再起動！待ったしの

改革！のもと地区ガバナーの代理人として 331-C 地区の構成会員数

の危機的な状況を積極的に説明し、会員数維持・増強の必要性を各ク

ラブに伝える。 

以上を主な活動方針としキャビネットの助けをいただきながらクラ

ブと地区の橋渡し役として一年間務めてまいります。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第２R 第１Z L山塙 武（小樽 LC） 

◎「Withコロナ」が当たり前となった今、どうやってクラブ活動を

充実させていくのかを考えていきます。 

◎キャビネット会議とガバナー諮問会議を通してガバナーと各クラ

ブ意思疎通を図り今、地区規模で抱えるクラブの問題がガバナーへ

にも共有され各地区クラブが発展するよう取り組んでいきたい。 

◎ガバナースローガン「We Serve」地域からの再起動！待ったしの

改革！のもと地区ガバナーの代理人として 331-C 地区の構成会員数

の危機的な状況を積極的に説明し、会員数維持・増強の必要性を各ク

ラブに伝える。 

以上を主な活動方針としキャビネットの助けをいただきながらクラ

ブと地区の橋渡し役として一年間務めてまいります。 

 

２R1Z　ゾーンチェアパーソン　L山塙　武 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　   ５８ 名 ①平和を願い　未来繫栄にウィサーブ A新規：

(家族会員　１４名) ②５８名 今のところは特に考えておりません。

(女性会員  １３ 名) B継続：公園、公共設備の清掃

新会員増強目標 ③2名 小樽地区少年少女空手道選手権大会

　　　　　     　　名 小樽少年少女合唱団定期演奏会

クラブ支部新設目標 ④　1支部 少年の船

家族会員新規
増員目標

⑤　1名 献血

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　1支部 数回交通安全運動を行っています。

期　 首　　 55     名①　『WE SERVE !  今出来ることを！』 A新規：　　特になし

(家族会員　1　名) ②　　55

(女性会員　4  名) B継続：　北後志少年野球大会再開

新会員増強目標 ③ 各団体、青少年育成活動への助成金例年通り

　　　　　3    　　名 環境整備奉仕活動例年通り

クラブ支部新設目標 ④　　　　　0 献血協力、啓蒙活動例年通り

家族会員新規
増員目標

⑤　　　　　0

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　　　　　0

期　 首　　  34  名 ①「ウィサーブを合言葉に、クラブの新たな一歩を踏み出そう！！」 A新規：　　なし

(家族会員9名) ②今現在25名

(女性会員　9 名) 今期に４名増を予定しております。 B継続：

新会員増強目標 ③「4名を目標にしております。」 ・交通安全啓発運動

　　　　　4　名 ・ＳＬテント掛け・外し公園内清掃

クラブ支部新設目標 ④ ・円山・農免・マリンパーク内清掃

家族会員新規
増員目標

⑤ ・献血協力

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ・薬物乱用防止教室（3中学校）

期　 首　　     52名 ①  地域に根差せ　Joy of Service A新規：

(家族会員　　15名) ②　52名 ・スポーツウーマン支援事業

(女性会員　　 2名) B継続：

新会員増強目標 ③  2名 ・ライオンズ一座

　　　　　     　2名 ・クリーンボックス修繕塗装

クラブ支部新設目標 ④　なし ・全町一斉除草作業への協力

家族会員新規
増員目標

⑤　1名 ・交通安全啓発活動

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　検討中 ・災害支援用タオル選別作業

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

小樽

余市

岩内

黒松内
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第２R 第２Z L小川 哲司（小樽うしお LC） 

活動方針といたしましてはガバナーの提唱するスローガン「地域か

らの再起動！待ったなしの改革」と基本方針を各クラブへ伝えご理

解いただくように努めるとともに各クラブよりのご意見ご提案をキ

ャビネットに伝えるパイプ役になれるように努力したいと思います。

また、各クラブと連携を図り会員増強、退会防止等の課題を少しでも

解決していけるように頑張っていきたいと思います。 

各クラブの皆様のご支援とご協力を宜しくお願い致します。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第２R 第２Z L小川 哲司（小樽うしお LC） 

活動方針といたしましてはガバナーの提唱するスローガン「地域か

らの再起動！待ったなしの改革」と基本方針を各クラブへ伝えご理

解いただくように努めるとともに各クラブよりのご意見ご提案をキ

ャビネットに伝えるパイプ役になれるように努力したいと思います。

また、各クラブと連携を図り会員増強、退会防止等の課題を少しでも

解決していけるように頑張っていきたいと思います。 

各クラブの皆様のご支援とご協力を宜しくお願い致します。 

 

 

２R２Z　ゾーンチェアパーソン　L小川　哲司 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期首26名 ①恵まれない人々に愛を　そして世界の平和にウイサーブ A新規：

(家族会員　名) ②1名 　なし

(女性会員　名) 　3名 B継続：

新会員増強目標 ③ 　七夕交通安全キャンペーン

　　名 　2名 　クリスマス交通安全キャンペーン

クラブ支部新設目標 ④0 　小樽少年軟式野球夏季大会協賛・後援

家族会員新規
増員目標

⑤0

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥0

期　 首　　50 名 ①　みんなのココロが豊かになれる奉仕を　笑顔でWe　Serve

(家族会員　3名) ②　倶知安独自の家族会員制度あり。家族会員の勧誘をする

(女性会員　4名) 女性会員の勧誘をする。候補者２名あり

(賛助会員　5名)
退会者がいた場合、この制度を利用する
勧誘した会員の事情で、正会員から賛助会員の勧誘に切り替える

新会員増強目標 ③　候補者を決め、勧誘する

　　　　　     　3名

クラブ支部新設目標 ④　１クラブ

家族会員新規
増員目標

⑤　１名　

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　０

期　 首　　40  名 ① 未来へつなげ「みなとスピリッツ」みんなで仲良くWe Serve！ A新規：地域の明るい未来につながる

(家族会員　　0 名) ② 40名(7/21に1名入会予定)　7月末会員数 アクティビティを予定

(女性会員　　0 名) B継続：金婚式無料撮影会

新会員増強目標 ③ 2名 盆菓子贈呈・高齢者施設もちつき・少年

　　　　　     2　　名 軟式野球後援・保育園支援　他

クラブ支部新設目標 ④ ０名 　今のところ予定なし。正会員の新会員

家族会員新規
増員目標

⑤ ０名 　獲得を目標としているため。

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ０名

期　 首　　3377名 ①「明るいニセコの未来へ　誠実に謙虚に感謝の奉仕」 A新規：ヘアドネーション

(家族会員　1144名) ②37名

(女性会員　　    00名) B継続：

新会員増強目標 ③　1名 図書購入費助成

　　　　　     　　名 献血奉仕　

クラブ支部新設目標 ④なし 七夕花火大会でのお菓子まき

家族会員新規
増員目標

⑤なし ラジオ体操会参加者記念品贈呈

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし

期　 首　　22  名 ①情熱を持ち　絆で結ぶ　社会奉仕 A新規：チャリティーダンスパーティー

(家族会員　1　名) ② 22名 (復活アクティビティ)

(女性会員　　  名) B継続：街頭献血

新会員増強目標 ③ 2名 交通安全運動

　　　　　     2　名 サッカー少年団新人戦

クラブ支部新設目標 ④ なし 小学生親善バレーボール大会
家族会員新規
増員目標

⑤ 2名 ジュニア空手道選手権大会
スペシャリティ―クラブ
支部新設目標

⑥ なし 使用済み切手、未使用はがき収集

ニセコ

小樽うし
お

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

小樽中
央

俱知安

A新規：子どもの貧困対策
　　　　７年未満入会会員セミナー
　　　　メインアクティビティの開催(検討中)

B継続：
 1.エキノコックス撲滅活動の啓発
 2.赤い羽根規模金、歳末助け合い運動に協賛
 3.じゃが祭、その他イベントに協賛(じゃがねぶたの
　展示)
 4.福祉施設のアクティビティに参加
 5.例会時に古切手収集
 6.セーフティーコールへの参加
 7.少年少女の体育・文化活動支援。(野球・サッカー
　・書初め大会等)
 8.献眼・献血活動および盲導犬育成の募金活動
 9.ヘアドネーション・外貨・古本の収集活動
 10.チャーター記念会
 11.クリスマス家族会
 12.薬物乱用防止の啓発

小樽み
なと
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第３R 第１Z L庄司 典弘（室蘭 LC） 

活動方針といたしまして、現状各クラブとも消極的な感じが見られ

ますが、ガバナーの方針に従い積極的に会員増強活動を務めていき

ます。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第３R 第１Z L庄司 典弘（室蘭 LC） 

活動方針といたしまして、現状各クラブとも消極的な感じが見られ

ますが、ガバナーの方針に従い積極的に会員増強活動を務めていき

ます。 

 

３３RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL庄庄司司　　典典弘弘 　

　 ①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　    23 名 ①初心に帰って、WE　SERVE！　真心 A新規：　　なし

(家族会員　　5名) ②正会員１８名（内　賛助会員４名）　家族会員５名

(女性会員　　5名) B継続：薬物乱用防止教室の継続開催

新会員増強目標 ③賛助会員の活用 　ハートフルパークゴルフ

　　　　　     　2名 　　新規会員増強目標２名 　児童絵画展

クラブ支部新設目標 ④未定 　ビアパーティー

家族会員新規
増員目標

⑤未定

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥未定

期　 首　　    91 名 ①今できる奉仕を仲間と共に～WE　SERVEで地域の活性化を図ろう～A新規：洞爺湖町内で活動する。

(家族会員　　22名) ②ここ数年で、自然減も含め会員数が減少している。 こども食堂・地域食堂への支援活動

(女性会員　　 7名) また、高齢化も進行しているので若手の会員増を図りたい。B継続：①知的障害者施設「清水友愛の里」

新会員増強目標 ③例会やアクティビティを通じ現ライオンズクラブ会員の 園生との交歓会及び友愛フェスティバﾙへの協力

　　　　　     　2名 活動の魅力を再確認いただき新会員の勧誘につなげたい ②洞爺LC旗争奪・洞爺湖新人少年野球大会の開催

クラブ支部新設目標 ④なし ③洞爺湖町社会福祉協議会への基金寄贈及び使用

家族会員新規
増員目標

⑤１名 済み切手・タオルの寄贈　④献血運動の推進、町内

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし 清掃活動　⑤ﾍｱｰﾄﾞﾈｰｼｮﾝへの協力

期　 首　　  52   名 ①　　安心・安全　ウィサーブ A新規：　　なし

(家族会員　10　名) ②　　52名

(女性会員　 2  名) B継続：　

新会員増強目標 ③　　1名 献血・交通安全「旗の波運動」参加

　　　　    　 1   名 歳末助け合い募金・緑の羽根募金

クラブ支部新設目標 ④       なし 西胆振少年野球大会主催・海浜清掃

家族会員新規
増員目標

⑤　　　1名 伊達市内中学校弁論大会の後援

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　　　なし 新入学児童への交通安全啓発

期　 首　　    20名 ①「一隅を照らす奉仕はやがてたくさんの人々の心に陽を A新規：考慮中

(家族会員　　4名) あてる地域にエールを！」

(女性会員　 4名) ②正会員16名家族会員4名　計20名 B継続：①薬物乱用防止教室の継続

新会員増強目標 ③新規に正会員増強目標を2名にし、メンバーに知人・仕 ②チャリティーダンスパーティーの開催

　　　　　     　2名 事関係等へ声掛けをしてもらう。 　（コロナ禍は中止であった）

クラブ支部新設目標 ④今のところ無しだが努力する。 ③市民憲章制定記念日啓発事業

家族会員新規
増員目標

⑤　3名の家族会員増員目標とする。 　（憲章碑周りの清掃活動）

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥今のところ無しだが努力する。

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

室蘭

洞爺

伊達

室蘭北
斗
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第３R 第２Z L大島 秀雄（登別中央 LC） 

活動方針ですが、ガバナー方針の中にもあります会員減少に伴い 

４６年前の A・B 地区に戻らない様慰問委員会・各クラブ訪問等で 

各委員に退会防止・会員増強を皆皆ででややれればばででききるるを、お願いしていき

ます。 

よろしくお願いいたします。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第３R 第２Z L大島 秀雄（登別中央 LC） 

活動方針ですが、ガバナー方針の中にもあります会員減少に伴い 

４６年前の A・B 地区に戻らない様慰問委員会・各クラブ訪問等で 

各委員に退会防止・会員増強を皆皆ででややれればばででききるるを、お願いしていき

ます。 

よろしくお願いいたします。 

 

３３RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL大大島島　　秀秀雄雄 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　       名 ①　心を紡（つむ）ぎ、思いを絆（つな）ぎ、We　Serve　!! A新規：

(家族会員　　　名) ②　15名　家族会員　3名　女性会員　2名 　障がい者施設等お祭り

(女性会員　　  名)

新会員増強目標 ③ ②　タオルボランティア　③少年の主張大会

　　　　　     　　名 ④　障がい者施設等餅つき

クラブ支部新設目標 ④　なし ⑤　海岸清掃　⑥　こどもみらい本募金

家族会員新規
増員目標

⑤　なし ⑨ 図書費寄贈　⑩ 新入学児童交通安全啓発

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　       名 ①　『With　コロナで　WE　SERVE』 A新規：

(家族会員　　　名) ②　47名 ・チャリティーパーティー（予定）

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③　3名 ・室蘭市交通安全人と旗の波運動

　　　　　     　　名 ・室蘭東LC杯青少年育成弓道大会

クラブ支部新設目標 ④　未定 ・イタンキ浜清掃　・言泉学園への寄贈

家族会員新規
増員目標

⑤　1名 ・JR被害室蘭駅東口花壇整備・清掃活動

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　未定 ・室蘭市障がい者と保護者のためのボウリング大会 等

期　 首　　       名 ①　組織強化でWe　serve　の「架け橋」を A新規：白老駅前に花壇設置

(家族会員　　　名) ②　35名

(女性会員　　  名) B継続：ヘアドネーション

新会員増強目標 ③　2名 献血

　　　　　     　　名 交通安全人の波　旗の波　運動

クラブ支部新設目標 ④　1名 薬物乱用防止教室の開催

家族会員新規
増員目標

⑤　2名 こぐまクラブワッペンの寄贈

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　1名

期　 首　　       名 ①　飛躍の40年更なる飛躍へ　We　Serve　！ A新規：計画中

(家族会員　　　名) ②　18名　家族会員　9名　女性会員　5名

(女性会員　　  名) ①　中古眼鏡回収

新会員増強目標 ③　3名 ②　タオルボランティア　③少年の主張大会

　　　　　     　　名 ④　ヘアドネーション

クラブ支部新設目標 ④　なし ⑤　海岸清掃　⑥　古切手回収

家族会員新規
増員目標

⑤　なし ⑦　クリーン作戦

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし ⑧　新入学児童交通安全啓発

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

登別

室蘭東

白老

登別中
央
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第４R 第１Z L鐙谷 朝詩（上磯 LC） 

この度第４R 第１Z のゾーンチェアパーソンに就任いたしました、

上磯ライオンズクラブ所属の L 鐙谷朝詩（あぶみやともし）と申し

ます。 

今年度ゾーンチェアパーソンとして L 馬場哲也ガバナーの基本方針 

活動方針を理解していただき各クラブの活動の指針としていただけ

るよう、また、各クラブにはキャビネット役員として最も身近な存

在とパイプ役になれますよう努力してまいります。 

 

今期も新型コロナ禍の続くなか難しい活動を強いられていると思い

ますが、より良い活動ができますよう皆様からのご支援ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第４R 第１Z L鐙谷 朝詩（上磯 LC） 

この度第４R 第１Z のゾーンチェアパーソンに就任いたしました、

上磯ライオンズクラブ所属の L 鐙谷朝詩（あぶみやともし）と申し

ます。 

今年度ゾーンチェアパーソンとして L 馬場哲也ガバナーの基本方針 

活動方針を理解していただき各クラブの活動の指針としていただけ

るよう、また、各クラブにはキャビネット役員として最も身近な存

在とパイプ役になれますよう努力してまいります。 

 

今期も新型コロナ禍の続くなか難しい活動を強いられていると思い

ますが、より良い活動ができますよう皆様からのご支援ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

2022年7月8日

４４RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL鐙鐙谷谷　　朝朝詩詩 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　     49名 ①当たり前に　当たり前をウィ・サーブ　　キーワード自然 A新規：検討中です。 ・女性会員は区別す

(家族会員　　0名) ②49名（支部会員13名）（女性会員17名・支部会員１２名） 　る必要があるか。

(女性会員　　7 名) ③活動目標=地区に根ざしたアクト。会員増強。 B継続：ジュニアサッカー大会

新会員増強目標 改革目標=なし

　　　　　     1　名

クラブ支部新設目標 ④現在支部、2支部充実に力を入れる。

家族会員新規
増員目標

⑤まずは受け入れるか否かクラブで協議の場を設ける。

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥分かりません。

期　 首　　     5 名 未来に向け笑顔でWeServe A新規：他クラブ合同による「はまなす公園」

(家族会員　　　名) ②　5名 　　　　の再整備。

(女性会員　　 1名) B継続:使用済み切手寄付。骨髄バンクドナ

新会員増強目標 ③活動目標=チーム一丸となってアクティビティーに取り組む。 　　　ー登録の呼びかけ活動。

　　　　　    3　名 改革目標=会員増強（目標3名）

クラブ支部新設目標 ④　なし

家族会員新規
増員目標

⑤　1名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　    28 名 ①広げよう愛の輪を　ウィ・サーブ　キーワード「愛と和」 A新規：継続事業の見通しが立たないので

(家族会員　　6名) ②　28名 　　　新規事業の計画はない。

(女性会員　　2 名) B継続：昨年は継続事業全て中止。今期は

新会員増強目標 ③活動目標=コロナの影響あり状況を見てその都度判断。 　　北斗市夏まつり支援金以降の事業は決

　　　　　   3 　　名 改革目標=改革よりも会員維持に努力する。 　　まっておらず、その時々の状況で判断する。

クラブ支部新設目標 ④　なし

家族会員新規
増員目標

⑤　なし

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　   31  名 ①受け継ぎ歩む　その先へ A新規：2023年6月に開催予定の車椅子

(家族会員　　0名) ②　31名 　　　バスケットボール国体予選大会支援

(女性会員　　 4名) B継続：ハダーズ函館車椅子バスケットボー

新会員増強目標 ③活動目標=コロナ感染前のクラブ活動に出来る限り戻し、楽しいクラブ運営にする。 　　　-ル大会支援金

　　　　　     2名 改革目標=奉仕の原点に戻り、組織や固定概念にとらわれず、ACTファーストにする。 　　・函館スーイ・スイスイミングクラブ支援

クラブ支部新設目標 ④　なし 　　・献血ACT年間30回

家族会員新規
増員目標

⑤　なし

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　    9  名 ①時代に沿った活動で先を切り開く! A新規：ビーチ清掃参加。パーティー等在函

(家族会員　1　名) ②　9名 　　　他クラブとの連携を模索したい。

(女性会員　2 名) B継続：1年生バスケットボール大会兼函館選抜選考会

新会員増強目標 ③活動目標=会員数死守。最低でも前期迄の活動は実施して行きたい ・ミーナ募金・ヘアドネーション・献血

　　　　　     1　名 改革目標=会員が減ってしまった中でも出来ることを実践していき、今後の活動指針を決めて行きたい。

クラブ支部新設目標 ④そこまでの余裕なし。

家族会員新規
増員目標

⑤逆に減らした。

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥そこまでの余裕なし。

函館臥
牛
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

第４R 第２Z L三品 孝浩（函館みなと LC） 

ゾーンチェアパーソンとして、地区ガバナーが推進する様々なプロ

グラムを滞りなく推進していくため各クラブと協力し合いながら責

務を果たして参りたいと思います。 

まず、331-C 地区におきましては会員の高齢化や若手新入会員の減

少等の問題をかかえていると思います。この問題をクラブ全体の問

題として共有、解決していけるように努力したいと思います。 

そのために、各地区の役員にクラブの活動に関する情報を常に流し 

時には合同での活動や交流を増やしながら、ゾーン内全てのライオ

ンズ間で団結の精神を育んでいくのが今後の重要な課題になってく

ると考えております。 

 さらに、時代が急速に変化している今、取り組むべき社会奉仕活

動も少しずつ変わっていく転換期を迎えていると考えておりますの

で、これらに敏感に対応できるよう努力していきたいと思っており

ますので、地区のコーディネーターの皆様方にもご協力宜しくお願

い致します。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

第４R 第２Z L三品 孝浩（函館みなと LC） 

ゾーンチェアパーソンとして、地区ガバナーが推進する様々なプロ

グラムを滞りなく推進していくため各クラブと協力し合いながら責

務を果たして参りたいと思います。 

まず、331-C 地区におきましては会員の高齢化や若手新入会員の減

少等の問題をかかえていると思います。この問題をクラブ全体の問

題として共有、解決していけるように努力したいと思います。 

そのために、各地区の役員にクラブの活動に関する情報を常に流し 

時には合同での活動や交流を増やしながら、ゾーン内全てのライオ

ンズ間で団結の精神を育んでいくのが今後の重要な課題になってく

ると考えております。 

 さらに、時代が急速に変化している今、取り組むべき社会奉仕活

動も少しずつ変わっていく転換期を迎えていると考えておりますの

で、これらに敏感に対応できるよう努力していきたいと思っており

ますので、地区のコーディネーターの皆様方にもご協力宜しくお願

い致します。 

４４RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL三三品品　　孝孝治治

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　３２ 名 ① 現在（いま）を乗り越え、明るい未来へ　We　Serve！ ①新規：

(家族会員　６ 名) ② ②継続：少年の主張大会

(女性会員　 　名) ③ 夏・秋・冬・春の交通安全運動（パトライト）

新会員増強目標 八雲町立図書館へライオンズ文庫寄付

(一般会員　２ 名) 献血よびかけ運動

(家族会員　 　名) 緑化事業

(女性会員　 　名) 八雲ライオンズカップ野球大会

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　 ３５ 名 ① 「地元への感謝　WE　SERVE 未来へ届け笑顔の街づくり A新規：

(家族会員　 　名) ②

(女性会員　２ 名) B継続：　ライオンズ文庫

新会員増強目標 ③ １名  赤い羽根共同募金

　　名 　剣道大会、フットサル・野球大会ライオンズ杯

クラブ支部新設目標 ④ なし 交通安全活動

家族会員新規
増員目標

⑤ なし 老健施設訪問

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ なし

期　 首　２６ 名 ① 一人一人を尊重し、未来にむけてウィサーブ A新規：

(家族会員　６名) ② ２６名

(女性会員　４ 名) B　継続：五稜郭公園花壇の植花

新会員増強目標 ③ ２名 　北斗中央IC植樹・草刈り

 ２　名 　　献血ACT

クラブ支部新設目標 ④ 　青少年空手道大会

家族会員新規
増員目標

⑤ １名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首   18     名 ①ライオンズに誇りを　ウィ・サーヴ A新規：なし

(家族会員　9名) ②18名

(女性会員　7名) B継続：例年、養護施設の子供・家族を対象

新会員増強目標 ③1名 に実施していたがこの状況下では双方安心

　　　名 して開催できないと思う。

クラブ支部新設目標 ④ なし

家族会員新規
増員目標

⑤ 1名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ なし

期　 首　 ３１   名 ① 奉仕の力　～未来への架け橋～ A新規：  献血推進活動

(家族会員　１２名) ② ３１名

(女性会員　１２名) B継続：　函館市　児童館　卓球台一式

新会員増強目標 ③ ３名 ビーチ・クリーン作戦

　３名 ミーナー募金活動

クラブ支部新設目標 ④ １クラブ 中古眼鏡

家族会員新規
増員目標

⑤ ２名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ １クラブ

函館み
なと
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

第5R 第1Z L 橋本　正美（新冠 LC） 

今年度、第５Ｒ 第１Ｚのゾーンチェアパーソンに任命されました新冠ライオン

ズクラブ所属の橋本正美と申します。 

Ｌ馬場哲也地区ガバナーの基本方針を認識し、各クラブの要望、活動等を手助け

しながら活性化につながる取り組みができればと思います。 

また、今期もコロナ禍の中でクラブ活動が制限されることがあるかと思います

が、ＧＭＡ勉強会で学んだ事をふまえ会員維持のための活動としてゾーン内の

親睦パークゴルフ大会等を実施したいと考えていますので、各クラブの協力を

頂きながら進めて行きたいと思います。 

第５Ｒ第１Ｚの各クラブ会員の皆様よろしくお願いいたします。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

第5R 第1Z L 橋本　正美（新冠 LC） 

今年度、第５Ｒ 第１Ｚのゾーンチェアパーソンに任命されました新冠ライオン

ズクラブ所属の橋本正美と申します。 

Ｌ馬場哲也地区ガバナーの基本方針を認識し、各クラブの要望、活動等を手助け

しながら活性化につながる取り組みができればと思います。 

また、今期もコロナ禍の中でクラブ活動が制限されることがあるかと思います

が、ＧＭＡ勉強会で学んだ事をふまえ会員維持のための活動としてゾーン内の

親睦パークゴルフ大会等を実施したいと考えていますので、各クラブの協力を

頂きながら進めて行きたいと思います。 

第５Ｒ第１Ｚの各クラブ会員の皆様よろしくお願いいたします。 

５５RR１１ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL橋橋本本　　正正美美 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　２４  名 ① 意志ありて道あり、そして夢をもとう A新規：

　　　キーワード　《 思いやり・感謝 》

(家族会員　２ 名) ②２４名 B継続：

(女性会員　６  名) 　献血の呼びかけ　　使用済み切手収集

　赤い羽根共同募金　歳末助け合い募金

　「田んぼのオーナー」ＡＣＴ収穫米で支援

　苫小牧少年剣道大会後援

新会員増強目標 ③ 　新入学児童へ交通安全ＡＣＴ

　　　　　     ３　名 　ふみの会へハガキ支援

クラブ支部新設目標 ④　正会員増強が目標です。 　タオルボランティア収集

家族会員新規
増員目標

⑤　　　　　　　〃 　苫小牧市美術博物館へ寄付

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　　　　　　　〃 　クラブ看板周辺草刈り・清掃

期　 首　　 ５５ 名 ① 心を一つに　笑顔の奉仕　　キーワード《持続》 A新規：

(家族会員　 ３ 名) ➁５５名 青少年健全育成事業.　ボールパーク見学ツアー

(女性会員　 ０ 名) B継続：　献血推進ＡＣＴ

新会員増強目標 ③　４名 　中学校バスケットボール大会

　　　　　     　　名 　ヘアードネーション

クラブ支部新設目標 ④　0 　こども未来古本募金.

家族会員新規
増員目標

⑤　２名 　少年サッカー大会

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　0 　奨学資金・図書購入資金寄贈 他

期　 首 　  ４０ 名 ① 「新たな一歩へ、みんなで築く奉仕の輪」 A新規：　検討中

(家族会員　６ 名) ②４０名

(女性会員　５ 名) B継続：

新会員増強目標 ③　２名 ・ 単身老人「会食会」参加者の送迎

　　　　　     　　名 ・ 小・中学校皆勤卒業生表彰

クラブ支部新設目標 ④　 ・ 「いこいの広場」草刈り作業

家族会員新規
増員目標

⑤ ・ 道営門別競馬協賛Ｒ「新冠ＬＣ特別」実施

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ・ 交通安全運動実施　他

期　 首　　 ３２ 名 ①誠実な心と健康な身体で 未来に繋げＷｅ　Ｓｅｒｖｅ A新規：少年野球アクティビティ

(家族会員　 ５ 名) ②

(女性会員　 ６ 名) B継続：①手をつなぐ育成会支援

新会員増強目標 ③　２名 ②ウトナイ湖サンクチュアリ支援

　　　　　     　　名 ③子供食堂

クラブ支部新設目標 ④　友絆会支部存続 ④海岸ゴミ拾い

家族会員新規
増員目標

⑤　２名 ➄中学校卓球大会支援

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ⑥廃品回収アクト

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第５R 第２Z L 鈴木 秀作（苫小牧白鳥 LC） 

 

馬場ガバナーの元、５R2Z ZC を務めさせていただいております 
L 鈴木 秀作でございます。 
 
キャビネット会議での内容を各クラブに円滑に伝えられる様務め 
また、各リジョン・ゾーンの会員減少が目立っております。 
私の管轄であります５R2Z のクラブには退会ストップ、会員増目標数値を 
掲げ、共に邁進して参りたいと思います。 
今期 1 年間宜しくお願い致します。 
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【ゾーンチェアパーソン活動方針】 

 

第５R 第２Z L 鈴木 秀作（苫小牧白鳥 LC） 

 

馬場ガバナーの元、５R2Z ZC を務めさせていただいております 
L 鈴木 秀作でございます。 
 
キャビネット会議での内容を各クラブに円滑に伝えられる様務め 
また、各リジョン・ゾーンの会員減少が目立っております。 
私の管轄であります５R2Z のクラブには退会ストップ、会員増目標数値を 
掲げ、共に邁進して参りたいと思います。 
今期 1 年間宜しくお願い致します。 

５５RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL鈴鈴木木　　秀秀作作 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　   31  名
①人を敬い･人を助け･和(なごみ)の心でウィサーブ
　　　キーワード：人生を楽しむ

A新規：検討中

(家族会員　7　名) ②31名（うち家族会員7名、女性会員2名）

(女性会員　2  名) B継続：花壇整備、献血呼びかけ、

新会員増強目標 ③2名（正会員1名、家族会員1名） 　　　　　地域保育所無料歯科検診、

　　　　　     2　　名 　　　　　園児カラー帽子寄付、

クラブ支部新設目標 ④ 　　　　　読書感想文コンクール協賛

家族会員新規
増員目標

⑤1名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　45    名 ①時は今　希望の　ウィサーブ A新規：なし

(家族会員　0　名) ②45名

(女性会員　0  名) B継続：第43回苫小牧中央LCサッカー中学生

新会員増強目標 ③5名 特別支援学級合同見学会

　　　　　     5　　名

クラブ支部新設目標 ④検討します

家族会員新規
増員目標

⑤検討します

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥検討します

期　 首　　 ２8  名 ①明るい未来と平和を願い、笑顔で奉仕活動を！ A新規：携帯電話教室（中学生対象）

(家族会員　２　名) ②7.1付け　1名入会　　計29名 うまかまつり出店（収益事業）　7/2実施済

(女性会員　０  名)
※認証50周年記念として10月完成、早来学
園（小中一貫校）へ舞台幕一式寄贈

新会員増強目標 ③ B継続：献血呼び掛け

　　　　　    2 　名 環境整備ボランティア参加

クラブ支部新設目標 ④ タオルボランティア、交通安全街頭啓発実施

家族会員新規
増員目標

⑤ 町内子ども園へ絵本寄贈

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ 町内新入学児童へ入学祝い

期　 首　　 35     名① ”We Serve”　みんなの和で奉仕の輪を広げよう！ A新規： 古本回収 (町内無線でPR）

(家族会員　5　　名)②　7月新入会員1名、現在会員数36名

(女性会員　0　  名) B継続:・新入学児童へスケッチセット贈呈

新会員増強目標 ③ 会員増強対策委員会を実施し会員増強に努める ・鯉のぼり掲揚（青少年健全育成ACT）

　　　　　 3    　　名 ・中高生意見発表会主催

④ ・読書感想文コンクール後援

家族会員新規
増員目標

⑤　2名 ・厚真町スピードスケート記録会後援

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ・タオルボランティア（町内施設へ寄贈）

期　 首　　52    名 ①明るく　楽しい　みらいへ A新規：

(家族会員　　　名) ②５４名

(女性会員　5  名) B継続：アイスホッケー大会（４２回目）

新会員増強目標 ③７月２名　今期中にあと３名 小学校陸上競技大会（７回目）

　　　５ 　　名 子ども食堂支援・タオル寄贈

クラブ支部新設目標 ④なし（クラブ正会員増強に力を入れます） 苫小牧市へ福祉用具寄贈

家族会員新規
増員目標

⑤なし 桜の木育成・新入学児童交通安全

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし 赤い羽根共同募金・歳末助け合い募金

苫小牧
白鳥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

むかわ

苫小牧
中央

安平

厚真
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４月２８日（金）地区年次大会・５月２６日（金）MＤ年次大会・７月～１１日国際大会と日程も決まり

力を得て頑張っていきたいと思います。1年間宜しくお願いいたします。

地区大会・国際大会委員会 委員長

L吉田　功（函館東LC）

この度、地区大会・国際大会委員会委員長に就任することになりました。
　第６９回地区年次大会がコロナ禍も終息して久しぶりのリアル地区大会を開催出来ますことをを想定して
馬場ガバナーの集大成の場として厳粛な中にも和気あいあいと活気のある大会になるようホストクラブ
第４リジョン１０クラブ協力して準備を進めてまいります。

再開されますので３３１－Ｃの発展の為にも地区内クラブメンバーの多くのご参加いただきますようお願い申
し上げます。

ライオンズクエスト・ＹＣＥ・薬物乱用防止委員会 委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ末永玲子(函館グリーンLC)

今年度、ライオンズクエスト、ＹＣＥ、薬物乱用防止委員会委員長を拝命致しました函館グリーンLC L末永
玲子です。副委員長には若く、意欲溢れる　L青山和晴　（伊達LC）のパワーと、皆さまの温かい応援、ご協

　　　　目的： 世界の人々の間に相互理解の精神を培い発展させる　　　　　　

【活 動 方 針】
　　・ライオンズクエスト
　　　　 目的：　このプログラムは、就学前の子どもたちから、中高生の若者の包括的な教育プログラム。
　　　　　　　　　　　・学習環境を作る　    ・学習する機会を作る　  ・他への敬意を育てる　
　　　　　　　　　　　・人生の基礎を築く　　・地域に貢献する。

　　　　　ライオンズクエスト会議を早い時期に開催し、ワークショップ開催にむけての準備をしていきたい、
　　　　　と考えています。

　　・ＹＣＥ （ユースキャンプ及び交換）青少年交換

　　　　考えています。　

　　　　
　　　　今期も派遣生、来日生受け入れは難かしいです。　しかし この期間に会員皆さんとＹＣＥ事業につい
　　　　て勉強していきたい、と考えています。
　　　　　・ 過去の派遣生の経験談や派遣生をだされた家族方のお話
　    　　・ 来日生を受け入れたライオンズメンバーの方からのお話
　　　　など聴く機会をつくり皆さんと共に研鑽していきたいと思います。

・薬物乱用防止
　　　　目的：　薬物乱用防止教育認定講師講座の実施

　　　　薬物乱用防止のための知識を習得するために薬物乱用防止教育認定講師養成講座を開催したいと

以上の3委員会は未来ある青少年育成に関わる素晴らしい事業です。
皆さんと共に未来ある子供を社会の宝として見守り、応援し、導指していきませんか。

LCIF委員会 委員長

L佐藤　洋（函館臥牛LC）

今期から「キャンペーン100」の達成目標はなくなりましたが、

各クラブの皆さんへ少しでもたくさんの支援をお願いできるよう

努めたいと思います。

今期LCIF委員会委員長を務めさせていただきますL佐藤でございます。

1年間短い間ですが宜しくお願い致します。
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今期アラート委員会委員長を務めさせて頂きます、函館みなとLC L作並真一で 御座います。

毎年のように水害や他の災害に、すぐ対応できるように331C地区1R～5Rアラート委員の方々と連携を密に
し迅速に対応していきたいと思います。災害備蓄品や不足分の確認及び要請をし、災害時スムーズに呼応以
て対応を出来るように勧めて参りたいと思います。

アラート委員会 委員長

L作並真一（函館みなとLC）

会員増強に力を入れてもらいつつ　、クラブ結成に繋がるお手伝いをさせて頂きたいと思います。

1年間、短い間ですが宜しくお願い致します。

前期から進行して折ります、社会福祉協議会との協定締結の推進を今期も進めてまいりたいと存じます。

今期一年間 皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

会則委員会 委員長

L松本衛（函館元町LC）

【エクステンション委員会　活動方針】

第R４第１Z　L佐藤　洋（函館臥牛LC）

　今期エクステンション委員会委員長を務めさせていただきます、L佐藤でございます。

近年会員数減少によるクラブ解散が増えてきました。

今期会則委員会委員長を務めさせて頂きます、函館みなとLC L作並真一で御座います。

ライオンズクラブが会則を尊守し100年以上の足跡を連綿ときざみ続けたのは潤沢な経験を持った先輩ライ
オンの努力の賜物で有り、会則は全ての会員に平等に与えられた権利と義務で有り、今期一年、委員の方々
と共に会則を勉強して、今後の３３１－C地区の発展に繋げていきたいと思うところでございます。

地区ガバナーL馬場哲也を始め皆様方の指導を賜りながら責務を果たしたと思っておりますのでご支援とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

L作並真一(函館みなとLC）

ECHO・IT委員会 委員長

ECHO・IT委員会委員長を務めますL松本です。

今期より、ライオン誌の決定事項に従い、ECHO誌も年４回の発刊となりますので、ご周知お願い致します。

また、発刊が減る事になりましたが、各クラブ活動報告は随時掲載してまいります。

１年間何卒、宜しくお願い致します。
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以上

ます。

今期ガバナースローガンであります「 地域からの再起動！待ったなし✋の改革！」をモットーにキャビネット

役員・地区の皆様方のご協力を賜りながらキャビネット運営に努める所存でございますので、1年間よろしくお
願い申し上げ就任の挨拶と致します。

L高瀬 孝太郎　（函館東LC）

キャビネット運営委員会委員長

今期 馬場ガバナーのもと、キャビネット委員長を拝命した事に対して、重大な職務と不安と事の重大さを

痛感しております。

　前期は、クラブの会長として1年間活動し、本当に貴重な体験を致しました。

運営委員長として委員皆様と共に年4回のキャビネット会議等議事進行をスムーズに行って参りたいと思い

函館中央ライオンズクラブ所属のL堀野です。

　長い名称の委員会ですが、馬場ガバナーをはじめ331-C地区のライオン諸氏の付託に応えられるよう

次世代リーダー研究・環境保全・社会福祉委員会 委員長就任のご挨拶

　世界的に糖尿病患者数は増加し、併せて視力障害をはじめとする二次的障害も増加傾向にあり、また国内
に目を向ければ少子高齢化に伴い献血者数は年々減少傾向にあります。

　所管事項はいずれも人々の健康や生命を支える大切な取り組みとなりますが、看護師の経験を活かした予
防的取り組みや支援に取り組んで参ります。

　課題の多い分野となりますが、各方面、各クラブの皆様のご指導を仰ぎながら責務を果たしていく所存です
ので宜しくお願い申し上げます。

努力したいと考えております。

　何らか始めたら良いのか全く雲を掴むような事ですが、諸先輩、前任者の助言を戴きながら１年間務めたい
と考えております。

よろしくお願い致します。

視力障害・糖尿病委員会　献眼献血委員会　委員長

L佐々木　亮（上磯LC）

　今期、L馬場哲也ガバナーのもとで視力障害・糖尿病委員会　献眼献血委員会委員長を仰せつかりましたL
佐々木亮です。

どうか友愛と相互理解の心をもってご協力をお願い申し上げます。

　今般、次世代リーダー研究、環境保全、社会福祉委員会委員長を拝命しました。

L堀野　明（函館中央LC）
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